

[image: ]















ハズレ聖女の幸せな結婚

～あざとい双子の妹に押し付けられて、敵国将軍に嫁ぐことになりました～
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聖女カレン、生きにくい




　静かな朝だった。

　昨日のうちに厚い雲は西に流されたのか、うっすらとたなびく雲以外は、訪れたばかりの朝の空が広がっている。

「カレン」

　まだ柔やわらかい日差しが注ぐ部屋で、ひとりベッドの陰に溶けるように立つ妹が、宝石のような美しいピンク色の瞳をきらめかせていた。

「私、結婚するの」

　周囲にまるでピンク色の花が広がったように、妹は笑っていた。

「あんたが大好きなリチャード王子と、幸せになるわ」

　好きだったのは、はるか昔のことだ――カレンが抗議するより先に、妹はまた口を開いた。

「――あんたは敵国に嫁ぐのよ」

　鈴を転がすような愛らしい声で言う。

「――今まで散々なぶって退けてきた敵兵士の国で、あんたは大熊なんて呼ばれる野蛮な男の嫁になるの」

　愉快そうに、にっこりと微笑む猫のような瞳が、カレンの心臓を貫いた――。




＊　＊　＊




　村の外れの薪まき割わり場で、カコンカコンと小気味よい音が響く。

　薪しかないので普段から人けのない場所だが、ナラ科の大きな植物が木陰をつくり、山からの風がさわさわと通り抜ける心地のよい場所である。

　テンポよくカコカコと薪を割る音が続いていたが、ガコッと激しい音がした。

　薪を割っていた少女の口から「しまった」と困惑の声がこぼれる。彼女の足もとには、薪割りの土台が真っぷたつになって転がっていた。

　手刀で薪を割っていた少女はスカートが汚れるのも気にせず、地べたにぺたりと座り込む。素手で薪を割るために傷ついた手をぶんぶんと振って、ふうーと大きく息を吐いた。

（――ついこの間まで、父とおしゃべりしながら薪を割るのがとても楽しい時間だったのに）

　汗もかいていないのにポケットに手を突っ込んでハンカチを取ろうとしたが、そこに目的のものが入ってないことに気づくと少女――カレンは、勢いよく立ち上がった。

　そこにたまたま通りかかった散歩中の老人が、「今日も元気だのう」などと声をかけてきて、「セイラちゃんは元気かの」と尋ねてくる。

「元気ですよ」

　少女は答えて、こしらえた薪を腕いっぱいに抱えて〝セイラ〟の待つ家へと向かった。




「あらカレンちゃん、今日もたくさん割ったわねえ」

　大量の洗濯物を抱えた近所のおばさんとすれ違いざま、声をかけられる。

　狭くて小さな村だ。住民はみんな顔見知りである。

「おばさん、村の人たちの分も多めに割っておいたから、みんなで使ってね」

「いつも悪いね。ところで、セイラちゃんは元気になったかしら」

「まだ落ち込んでるけど、ちょっとずつ元気になってきてるよ」

「セイラちゃん、ご両親のこと大好きだったものね……。あの子の元気がないと悲しいわ」

　両親が大好きだったのはカレンも同じだが、遠い目をして妹だけを心配するおばさんに言うことなどなにもない。

「セイラちゃんに、早く元気になってねって伝えておいてね。……あ、もちろんカレンちゃんもよ」

　取ってつけたような心配だけして去っていったおばさんの背中を見送りながら、カレンははあーと深いため息をついた。

　見上げた空は青く晴れ渡り、気持ちがいい。

（父さんと母さんの弔いをした日も、こんな晴れた空だったな）

　――私と妹が十八の頃、父と母を戦争で亡くした。

　母は軍属の看護師、父は軍の一兵士だった。とてもとても穏やかな人たちで、争いなんて似合わないようなふたりだったのに、出会ったのも戦場、散ったのも戦場になってしまった。

　勢力争いの絶えないこの国に生まれたのが運の尽きである。

　その結末をドラマチックと言えばいいのか、必然的と呼べばいいのか、一生わかりそうもない。

（ああけれど、妹のセイラはこう言っていた）

〝悲劇だわ〟――と。




　おばさんのほかにも途中、何度か〝セイラ〟の話題で引き留められ、カレンは家へとやっとの思いでたどり着いた。

「ねえセイラ、私のハンカチを知らない？」

　薪を納屋に放り投げたあと、カレンはそっと台所の扉を開けた。

　今は昼時。

　双子の妹であるセイラが、昼食の支度をしている頃である。

　開いた扉の隙間から、まるで天使のような金色の髪を高く結わえたセイラの後ろ姿が見えた。白いうなじのピンと伸びたさまが美しい。

「母様が名前を刺し繍しゅうしてくれた、白いハンカチがないの……」

　思わず声が途切れてしまった。

　妹が食卓を拭いているその白い布巾――あれだけ気を使って皺しわを伸ばし、汚れひとつ残さないようにと優しく手洗いして、大事に大事にしていた母の形見が、今、セイラの手によって食卓にごしごしとこすりつけられている。

「なにしてるの」

　凍りついたカレンの声にセイラが振り向く。

「昼食だからテーブルをきれいにしてるのよ」

　まるで天使のようなセイラが、狂気を感じる笑みをたたえていた。

　その手に握られたカレンのハンカチは、ろくに磨かれていない木製の食卓の色が移って、茶色く汚れてしまっている。

　セイラは、まるで絹糸のように輝く美しい金髪を持っている。見つめれば心を奪われてしまいそうな魅力的なピンク色の瞳と、真っ白な肌にバラ色の頬も。それから甘く優しい声を紡ぐぷっくりとした桃色の唇。どれを取っても愛らしい要素しかない。

　一方カレンは、まるで灰をかぶったかのようなくすんだ灰色の髪を持っている。熟れすぎたリンゴ色の瞳からは感情は読み取れず、薄い唇はあまり笑みを浮かべない。声は低く、よくいえばハスキーだが、セイラを隣にするとまるでトロールのようだ。

　曲線美が艶なまめかしいセイラと、棒のようなスタイルのカレン。

　そんな対照的な双子が、カレンとセイラだった。

「このっ……！」

　セイラの鬼畜の所業に、カレンは弾かれるように床を蹴った。

　天使の容姿をした悪魔のような妹に飛びかかって、その手からハンカチを取り戻そうとする。

　穏やかな昼の台所に、怒りに染まった〝キー〟だとか〝ムカー〟だとかそんな声が響いて、取っ組み合いの騒ぎである。

「なんでそんな陰湿なことするの！」

　カレンは大きな声で怒鳴り、怒りの形相でセイラに掴つかみかかった。

　そんなカレンを、セイラはきっと睨にらみつける。

「うるさいわね！　あんたの見た目のほうがよっぽど陰湿なくせに！　せっかく生まれ変わったのにその根暗な性格、なおらないわね！」

　口は一丁前だが、圧倒的に身体能力で負けるセイラの手からカレンがハンカチをもぎ取る。




　――ビリリッ――悲劇を告げる音がした。




「あ……」

　カレンの手の中には、破れて見るも無残な姿になった母の形見があった。

「あ、あんたが悪いのよ。その馬鹿力で母様のハンカチを力いっぱい掴んだりするから！」

　セイラの声などカレンには届かない。

　手の中でくたりとしなびてしまった大事な大事なハンカチを、涙を浮かべて見つめるしかなかった。




　――三年後。

　荒野に勝かち鬨どきが響く。

　ここはもともととても美しい草原だったそうだが、人々に散々踏みならされて荒野になってしまったのだそうだ。

　青と赤の甲かっ冑ちゅうでそれぞれ武装した男たちが怒号を上げて交じり合う。

　武器を持つ者、馬を駆る者、負傷者を手当てする者――と役割は様々である。

　赤色と青色が交ざり合う人の塊の中で、一段と目立つ白い人物がいた。

　この泥くさい戦場において似つかわしくない真っさらの白いローブを身にまとった姿はとにかく目立つ。

　青色の兵士たちが、一斉にその白い人物へと刃やいばを振り下ろそうと駆け出した。

　男たちがすごい形相で向かってくるのを見て、白い人物はふうーと深いため息をついた。

　あいにくの曇り空である。彼女の灰色の髪と同じ色だ。

「お前がアゼット国の戦いくさ聖せい女じょか！」

　青色の兵士が振り上げた刃に反射して映り込むのも、灰色の荒野である。

　それを濁ったピンクの瞳で見上げながら、カレンは飛んできたボールでも掴むように、敵の頭を鷲わし掴づかみにした。男は甲冑の兜かぶとをかぶっていたが、その程度ではカレンを防ぐには力不足である。

　カレンの指が、メキッと兜にめり込んだ。

「ひいっ」

　男が悲鳴を上げる。

　ずっと誰かの役に立ちたいと思っていた――そんなことを考えながら、カレンは兜ごと鷲掴みにした大柄な兵士を投げ飛ばす――はるか彼方へ飛んでいった男は、自国の兵士たちを巻き込んで地面に突き刺さった。

　すかさずカレンの後ろに控えていた味方の赤い兵士たちから歓声が湧き上がる。

「聖女カレンさま……！」

「我らが戦聖女!!」

　東京の片田舎でスーパーの店員をしていた佐さ伯えきカレンは、見慣れぬ世界でいつの間にかそう呼ばれるようになっていた。

　某ハリウッド映画のスーパーウーマンに憧れていたのは事実だが、目の前で怪け我がをさせてしまった敵兵士を思うと胸が痛む。

　ほかの敵兵士や、仲間から向けられる畏怖の視線がつらい。

（違うんだよなあ、こういうんじゃないんだよなあ……）

　そんなことを思いながら、カレンは白いローブを翻した。

　工事現場の鉄骨事故に巻き込まれて死んだかと思ったら、西洋の小さな村で、穏やかな夫婦の子供として二度目の生を受けていた。小さな村だったが、オランダ風の風車があり、時代でいうと中世くらいだろうか。朝日と共に目覚め、夜の訪れと共に眠る。腹痛を起こせば、摘んできた薬草を煎じて飲むような生活である。

　科学も医療も発展した世界とはなにもかも違う――現代日本の記憶が戻ったのは、十五歳を迎えた頃だった。セイラと同時に、初潮を迎えた時だ。

『双子ってすごいわね。血の訪れまで同時だなんて』

　母が驚いて目を丸くしていた。

　この世界では、その血の訪れがあった年齢で成人として見なされる。現代社会に生きたカレンにはもっと早く生理が訪れていたが、この時代の栄養事情ではこれくらい前後しても不思議ではない。

　とにもかくにも、血の訪れと共に記憶が戻ったからと大騒ぎするような性格ではなかったことも幸いして、内心で困惑するカレンに気づく者は誰もいなかった――双子の妹・セイラを除いて。

『思い出したんでしょ』

　その年の誕生日には月が出ていた。

　月を背に、同じ日に十五歳になったセイラが震える声で言ったのを覚えている。

〝私たちが、前世でも双子だったこと〟

　そう、カレンとセイラは前世でも双子だった。

　鉄骨事故が起きたその時、カレンの二歩先を歩いていたセイラもまた、その事故で命を落としたのである。

　ふたり同時に、まったく違う世界に再び双子として生まれ変わった意味――。

（あるのかないのか知らないけど、結局こっちのカレンも、妹セイラにはかなわないんだな）

　カレンとセイラの双子は、昔からそうだった。

　光と影とはよく言ったもので、顔の造りは一緒でも、圧倒的にかわいらしく朗らかなセイラと、真面目だが決して明るい性格ではなかったカレンは並べ立てられてはよく比べられていた。

〝妹のほうはかわいい〟

〝姉のほうは暗い〟

　いつだって光り輝いて、自分カレンに影を落とす妹と、この世界でまた双子として生まれ変わってしまったのだ。

　そんなどうしようもない運命を考えるたびに、カレンの胸は鉛を抱えたように重くなった。

「お怪我はありませんか」

　立場上は部下である兵士が声をかけてくる。

「ないよ、大丈夫」

「セイラ様が心配されています」

「……それは大変だ。顔を出そうか」

　ふた言目にはそれかと、カレンは大仰に肩をすくめて陣地の一番奥にある大きなテントへと向かった。

　どこに行っても、カレンには双子の妹〝セイラ〟の存在がまとわりついている。




「カレン！」

　分厚いテントをめくって中に入ると、血と汗のにおいが充満していた。ここは負傷した兵士たちを手当てするアゼットの医療用テントである。

　人々の合間を忙しそうに走り回る、カレンと同じく白いローブをまとった天使――セイラが、カレンに気づいて花の咲くような笑顔を浮かべた。

　周囲の負傷兵士や看護師たちもそれにつられてほんわかと笑みを浮かべている。

　小走りで向かってきたかと思えば、カレンにぎゅっと抱きついてきた。

　さすが双子というべきか、髪色が違うだけで、並ぶと鏡に映り合ったようにそっくりである。それでもカレンがくすんで見えるのは、セイラが光り輝いているからだ。

「今日も無事でよかった……」

　カレンの首に腕を回しながら、セイラは心の底から絞り出すような声で言った。

　カレンは「大げさだなあ」と笑ってみせるが、内心では、またいつもの小芝居が始まったことにうんざりする。

「怪我はないの？」

「ないよ」

「嘘だわ」

「嘘じゃない」

　カレンがはっきりと答えたにもかかわらず、セイラは強引にカレンの左手を掴んだ。

「ほら！」

　セイラが大仰に掲げた手には、敵の防具がかすってできた小さな切り傷がある。

「……こんな小さな傷なんて治すほどのものじゃないよ」

　すぐ横には、腕をなくした者が横たわっている。

「だめよ、カレンはどんなときでも元気でいなくちゃ」

　そう言って、セイラはカレンの左手を両手で包み込むと祈るような形を取った。

　まぶたを固く閉じて長い睫まつ毛げを揺らし、神聖さすら感じさせる白いまぶたをためらいもなくさらけ出す。

　セイラの全身がぼんやりと光に包まれると、掴まれているほうの手がカッと熱くなった。全身が脈打って、傷口に全神経が集中しているのがわかる――。

「もう大丈夫」

　にっこりと天使が微笑んだあとには、傷口などどこにも見あたらなくなっていた。

　周囲の人々が、ほうと感嘆の声を上げる。

「今日はオリエルタの方たちも看病したのよ」

「中立テントに行ったの？　私を連れずに？」

「だって、あっちの怪我人が多いと聞いて……。放っておけなかったの」

　カレンのとがめるような言葉にもめげず、セイラははっきりとそう言う。

　中立テントとは、敵味方が混在する特別な医療テントである。そこでは敵も味方も関係なく、重症の者が運ばれてくる。

　セイラの言う看病とは、聖なる治癒の力で傷を治すこと。

　セイラからの奇跡は、敵味方関係なく与えられるのだ。

「セイラが放っておけないなら、仕方ないね」

　カレンはあきらめたようにそう漏らした。

　実際、セイラの治癒で負傷した人々の命が助かるのだから悪いことではない。

　神の御み業わざ、天から遣わされた天使だと、アゼット国だけでなく現在進行形で敵対しているオリエルタ国の人々にもその噂は轟とどろいている。

　この世界にナイチンゲールは存在しないが、今まさに、セイラはこの世界でのナイチンゲールになろうとしているのだ。

（敵国も自国も関係なく治療を始めたセイラの存在はあちこちで噂になって、我が国はセイラを自国にとどめておくのに必死だ）

　そしてそろそろ、その最たる策が姿を現すだろう。




「セイラ様、リチャード王太子がおいでになりました」

（ほら来た）

「まあ、リチャード王太子が？」

　看護師がセイラにそう伝えると、セイラの頬がぱっとバラ色に染まった。

　そのいじらしくも愛らしい様子に、この場にいるカレン以外の全員がにっこりと微笑みを浮かべる。

　リチャードはこのアゼット国の王太子である。金髪碧へき眼がんの期待を裏切らない絵本の中の王子様のような美しい容姿に、穏やかな物腰、加えて王族としても優秀で、カレンが所属する軍の指揮官を務めている。

「セイラ」

　負傷者だらけの血なまぐさいテントの中に、清涼な風が吹いた。

　リチャードの登場にその場で動ける者は最敬礼する。それに倣い、負傷して横たわっていて身動きできないというのに、なんとか体をリチャードに向けようとする者もいる。

「そのままで。傷にさわる。リチャード王太子は、そのようなことであなたたちをとがめたりしない」

　横になりながらもなんとか礼をとろうとする重傷者たちにカレンが声をかける。

　リチャードはそのような兵士たちなど視界にも入っていないようで、セイラだけを真っすぐに見つめていた。

　リチャードは兵士たちと同じような造りの軍服を着ているが、その造りは比べ物にならないほどに緻密で、光に反射して浮かび上がる細かな刺繍が生地全体に施されている。彼はアゼットの軍を率いる立場にあるが、その軍服が血に濡れることはない。

「迎えに来た。我が国優勢のため、今日のところは引き上げることにした。城へ戻ろう」

　リチャードの言葉にセイラはうれしそうにうなずくと、彼の胸に飛び込んであっという間にテントから去っていってしまった。

　カレンは「はああ」とまた深いため息をついて、セイラがほっぽり出していった医療用テント内の片づけと、まだ治療を必要としている者たちにカレンでもできる手当てをして、看護師たちと城へと戻った。

（ほら、カレンはいつだって、セイラの引き立て役として隣に立っている）




　軽症で歩いて帰城できる兵士たちと共に城へと戻る頃には、空は暗くなっていた。

　雨でも降りそうである。

　カレンは兵士たちと別れ、いつものように自室へとシャワーを済ませに行く。

　別れた兵士たちは大浴場で汗と血を流し、大食堂で夕食を取ることになっている。並べられるコック手製の料理と、大量の酒樽を次々と空にし、兵士たちは戦の疲れを吹き飛ばすのだ。

　王族の居住区と兵士たちの生活圏は随分と離れているので、どれだけ騒いでも高貴な者たちの耳には届かない。カレンとセイラの居室も、王族の生活圏と同じ場所にある。

　そのため、戦が終われば毎回毎回無礼講である。

　そしてこの宴会では、兵士たちの間でもっぱら双子聖女の――主にセイラの話題で持ちきりになる。

　治癒の力を持つセイラは、戦いで命を落としかねない兵士たちにとって特別な存在なのである。

「俺の父ちゃんの腹の傷を治してしまったんだ。あんなに血が出ていたのに」

「さすがセイラ様だ」

「セイラ様の力で癒いやしてもらうと、体の芯からポカポカして心地がいいんだよなあ」

「カレン様も戦場では負け知らずだな」

「最初の頃は泣いて撤退ばかりしていたというのに」

　そして申し訳程度の、姉カレンの話。

　カレンとセイラの双子は、今や大陸中で有名になりつつある信心深い神の国アゼットが生んだ奇跡の聖女である。

　姉のカレンはどんな大男でもかなわない類いまれなる怪力を、妹のセイラはどんな怪我や病気ですら治してしまう治癒の力を持っている。

　不思議な双子の噂を聞きつけた王が、おもしろがって中央の都へと呼んだのが三年前――。

　その力が本物だとわかるや否や国中で大騒ぎとなり、小さな山奥の村で静かに暮らしていた双子の生活は一変した。

　ちょうどその頃、敵国オリエルタとの戦が再開したこともあり、神の御業ともいえるような治癒の力を持つセイラは兵士たちの治癒へ、そして触れるものすべてを破壊してしまうほどの怪力を持ったカレンは戦場へと駆り出されたのだ――。

　ただの田舎娘に兵士の真ま似ねごとなどできるわけもなく、最初はただ少女のように泣いて逃げてその怪力でただ防戦するだけのカレンだったが、経験を積むにつれ、確実に武功を立てるようになっていった。

　やがて兵士たちからは〝戦聖女〟と呼ばれ信頼されるようになったが、城の者たちからは野蛮で粗野な聖女だなんだと煙たがられるようになってしまった。

　そんなカレンと城の橋渡しをしたのがセイラである。

　その癒しの力で皆から信頼を得ていたセイラにとって、造作もないことだった。

　セイラはその特別な力で、今や自国だけでなく他国にも心棒者がいるほど有名になりつつあった。




「セイラ、今日の夕食の席でも、あなたの話題で持ちきりだったよ」

　夕食を取る兵士たちへとねぎらいの言葉をかけてきたリチャードが、そんなことをセイラに言う。

　王族だけが使用できる豪ごう奢しゃな談話室には、王族と限られた者のみが行き来を許されている――セイラとカレンもその中のひとりだ。

　とはいえ、警護のための兵士たちが数人配置されているため、セイラとリチャードもふたりきりになれるというわけではない。

　ソファに深く腰掛け、楽しそうにセイラを見つめるリチャードに、セイラは頬を赤くしてその手に持ったワインを注いだ。

　リチャードは自分のゴブレットが満たされるのを満足げに眺めると、セイラのために用意された薄いガラスの珍しいゴブレットにもワインを注ぐ。

　ふたりはしばし見つめ合い、微笑みを浮かべると、そっと乾杯した。

「我が国だけでなく、敵国の兵士からも慕われている勝利の女神から注がれるワインは格別だね」

「いいえ、リチャード様。本当の勝利の女神は、わたくしではなく姉のカレンですわ」

　リチャードに褒められてうれしいのだろう。うれしそうに頬を上気させながらもいじらしく姉のことを口にするセイラに、リチャードはにっこりと微笑んだ。

「対外的にはそうだろう。けれどみんな口にしてるよ。敵国オリエルタがいまいち決定打に欠ける戦略を打ってこないのは、聖女セイラが我が国にいるからだと。あの大将軍カインハルトですら、あなたに一目置いていると噂で聞いた」

「そんな……。それでは前線で戦っているカレンに失礼ですわ」

　先ほどとは反して、セイラはむっとする。大好きな姉のカレンを軽視されるような発言に怒ってしまったのだろう――というていである。

　とはいえ、そんなセイラにコロッと騙されているリチャードはだらしなく頬を緩めた。見ると警護の兵士たちも緩んだ顔をしている。

「ああセイラ、そんな顔をしないで。どんな顔でもあなたは愛らしいけれど、あなたを怒らせたいわけじゃないんだ」

　リチャードが甘い言葉でセイラの機嫌をとろうとする。

「姉はたしかに触れるものすべてを破壊してしまう力を持っています。けれどそれは、癒しの力を持つ私とは対極にある聖女であれという神様のお示しなのです。姉はその力で誰かを傷つけるのを恐れ、人々と深く関わるのを極力避けているような、とても心優しい人なのです」

　リチャードを真っすぐに見つめる薄桃の愛らしい瞳が、真剣にそう言いきった。

　それを愛しげに見つめて、リチャードがふと視線を外す。

「――だそうだが？　カレン」

　ふたりの護衛に、まさにカレンもこの場にいたのである。

　カレンはリチャードに話を振られてもまったく動じず、内心であきれ果てていた。

（よくもまあ、本人を目の前にこんな茶番ができるな）

　壁に寄り添うようにそっと立っていたカレンに、この部屋にいるすべての人間の視線が集まる。

（姉は人を傷つけたくないあまり他者と深く関わるのを極力避けてますなんてセイラが言うから、私はいまだに城の人たちと関われずにいるんだけどな）

　カレンはセイラからのプレッシャーを視線で感じながら、そんなことを思う。

（さて、なんて答えようか。セイラの株が下がらず、むしろ上がるような返答といえば）

「……光栄の極みでございます」

　考えた末、カレンは無表情のまま淡々と答えることにした。

　案の定、リチャードの整った眉が怒りでつり上がる。

　勢いよく飛んできたゴブレットを掴もうとすると、加減を間違えて粉々にしてしまった。

　ほかの者たちから、小さな悲鳴が上がる。

　分厚いガラスで作られたゴブレットは、決して人間が素手で粉々にできるような代物ではないからだ。

（ああ、このゴブレット、高いのに……）

　カレンは手のひらで欠片かけらになってしまったゴブレットを、パラパラと床に落とした。

「慈悲深い妹が野蛮な力しか持っていないお前をかばっているというのに、冷たい姉だな」

　投げつけられたゴブレットを破壊してしまい、呆ぼう然ぜんとしているカレンなど気にも留めず、酔っ払いリチャードが激げっ昂こうする。

「リチャード様！」

　カレンを責め立てるリチャードに、セイラがすかさず怒った声を上げた。

　ほかの護衛の兵士からも冷たい視線を受けながら、カレンは我関せずを決め込んで目を閉じた。

（その野蛮な力を持つ私を前線に置くことで、自分は危険な出陣をしなくて済んでるっていうのに）

　リチャードは優秀な王太子だが、最近はセイラの味方であろうとするあまり迂う闊かつな発言も増えてきた。

（昔は、こんなことを言う人ではなかったのに）

　優しく穏やかなリチャードに心惹かれたのは、セイラだけではなかったのだが。

　とはいえ、変わりつつある王太子に進言する者などいないし、この城の人間の大多数はセイラの味方なのだ。

　きっと明日には、姉思いの優しい聖女セイラと、力の制御もままならない不愛想な姉カレンの話題が城中に広まっているだろう。




「昨日のリチャード様、とっても怒ってたわね。カレン、あの顔見た？」

　見たもなにも、全部仕組んだ人間がなにを言っているのか。

　朝早く、カレンが桶に張られた冷たい水で顔を洗っていると、セイラが部屋を訪ねてきたのである。

　普段は心配性のリチャードがつけた護衛とメイドをぞろぞろ引き連れてきているというのに、今はひとりである。猫かぶりセイラではなく本来のセイラとしておしゃべりしにきたのだろう。

　カレンは身支度を整えながら、机に行儀悪く腰掛けているセイラを見た。

　きれいな金髪を三つ編みのツインテールにして、着ている服はまだネグリジェである。そんな無防備な姿で廊下を歩いてきたとリチャードが知れば卒倒ものだろうが、そんな抜けてる田舎育ちのセイラもなかなかどうして人気なのであった。

　そのすべてが計算されたものだなんて、誰も気づかない。

「あんたの返事も傑作だったわ！　おかげであんたがいなくなったあと、あの部屋にいた護衛たちに慰められちゃった！」

　きゃらきゃらと軽薄に笑う姿も、カレンですら愛らしく見えるのだから、見た目がいいとは得である。同じ容姿をしているはずのカレンではこうはいかないので、双子とはいえセイラは異次元の愛らしさを持っているのだろう。

「〝セイラ様が姉君にそっけない態度をとられても、我々はセイラ様を真の勝利の女神だと思っております〟だって！」

　なにがそんなにおかしいのか、セイラはずっと機嫌よく笑っている。

　セイラとカレンは生まれた村でも有名な双子だった。

　灰色の髪に熟れすぎたリンゴ色の瞳の姉と、まばゆいばかりの金髪に瑞みず々みずしい宝石のようなピンク色の瞳の妹――そして極めつけは、ふたりが持つ不思議な力である。

　カレンはよく力の加減を間違って物を破壊しては、両親には笑われ、周囲には苦い顔をされていた。対するセイラは、人智を超えた治癒の力で傷ついた人々を癒す――。

　双子だったこともあり、カレンの生活にはいつもセイラが隣にいたが、セイラはいつも意地悪だった。

　八歳のカレンが片思いしていたジョン君ににこにこと天使の顔で近づいて、ジョン君のファーストキスを奪ったり、自分が壊した花瓶をカレンの馬鹿力のせいだとうそぶいたり――。

　どんなときも、カレンにとっては小悪魔同然のセイラだが、ほかの皆からしたら天使そのものなのである。

　セイラはカレン以外の前で、その小悪魔な本性を出したりしない。

　かわいくて愛らしくて、性格だって無邪気で控え目、慈悲深い聖女様――それが皆にとってのセイラなのである。

　とはいえ、カレンはセイラにどんな理不尽なことをされても逆らわないと決めている。

　その昔、カレンは力の制御ができず、隣のシスおばさんに怪我をさせてしまったことがある。それをセイラが治してくれたからだ。

　カレンにとって、この力で初めて人を傷つけてしまった時だった。

　おばさんの腕に大きく走る切り傷が暖かい光に包まれて治っていくさまを見て、セイラの治癒の力が、どれだけ尊いものなのかと気づいたのだ。

　それ以来、カレンはセイラに頭が上がらないのである。

　今となってはシスおばさんの怪我は大したものではなかったとわかるが、それでも初めて誰かを傷つけてしまった衝撃は、幼いカレンにとっては大きなものだった。それをセイラが治してくれたのだ。傍若無人なセイラの所業にどれだけカチンときても、カレンはその恩があるからこらえてきた。

　カレンが憧れるスーパーウーマンは、義理堅い女でもあるのだ。

（そういえば、一度だけセイラに本気で怒ったな……）

　母親の形見をぐちゃぐちゃの台布巾にされた時、そしてもみ合った末、ハンカチが破れてしまった時だ――その時のハンカチは今も大事に取ってあるが、残念ながら汚れは取れなかった。

（よりによって台布巾？　そんな地味で最悪な嫌がらせある？）

　城に呼ばれる数日前の出来事だったはずなのに、それよりずっとずっと昔の出来事のように感じる――。

「――ねえカレン、聞いてる!?」

　カレンが物思いにふけっていると、キャンキャンと甲高い声でセイラが呼んだ。

　見ると、不機嫌な顔をしたセイラがカレンを睨みつけている。

　先ほどからセイラはあれこれ話し続けていたようだが、カレンはずっとうわの空だった。

　外で猫かぶりばかりしているせいか、本性を出せるカレンの前でセイラの気分はジェットコースターのように変わる。

「そんな声出さなくても聞いてるよ」

　嘘である。なにひとつ聞いていなかった。

　セイラはそんなカレンの心の内を見透かすように、もう一度繰り返した。

「カレン。私、結婚するの」

　愛らしい表情が

「あんたが大好きなリチャード王子と、幸せになるわ」

　カレンがリチャードを好きだったのは昔のことだし、セイラが彼と結婚すると聞いてもさほど驚かない。聞き手の反応など無視して、セイラが言葉を続ける。

「とにかく、リチャードがあんたを呼びつけた時にはその話があるだろうから、〝我がアゼット国のために謹んでお受けいたします〟って言うのよ」

　セイラが腰に手をあててぷんと怒っている。

（なんの話なの？）

「でもよかったじゃない。これであんたも戦場から足を洗えるわよ」

　話についていけずにはてなマークを浮かべているカレンなどおかまいなしで、セイラはやっぱり聞いてなかったわね、と言いたげに微笑んで話を続けた。

「オリエルタとの和平のために、あんたは敵国に嫁ぐのよ。オリエルタの大将軍のもとにね」

　カーテンの隙間から差したひと筋の朝日に照らされたセイラは、ゾッとするほど美しく微笑んだ。

「今まで散々なぶって退けてきた敵兵士の国で、あんたは大熊なんて呼ばれる野蛮な男の嫁になるの」

　蠱こ惑わく的てきな笑みが、セイラのほの暗い表情をいっそう引き立たせた。

「そして私は、リチャードと結婚するわ」

　その声はどこか嘲りを含んでいる。

「あっけなく死んだ前世なんか、見返してやる」










聖女カレン、盗み聞きする




　カレンは内心で、「これで何回目かなあ」とぼんやりと考えていた。

　彼の執務室に入ると、先ほどまでセイラがいたのだろう――彼女が好んでつける香水の残り香が漂っている。

　素敵な男性にカレンが心惹かれるたびに、セイラは愛らしい笑顔といじらしい仕草で彼らを横からさらっていくのだ。

　村での幼なじみのジョン君もそうだったし、城に招かれた当初、田舎者のカレンにも礼儀正しく優しかったリチャードにもちょっとだけ惹かれていた時期があった。

　恋と呼べるようなものではなかったかもしれないが、心を許しかけていたのは事実だ。彼がいたから戦場に出ることも決めたし、身分違いでこの想いが成就しなくても彼の役に少しでも立つなら、なんていじらしく考えていた頃があった。

　そんなカレンの心情をいち早く察知したセイラに、ジョン君と同じようにリチャードも横からかっさらわれてしまった。

　カレンが戦で生き抜こうと必死になっている間に、セイラはリチャードに天使の顔で近づいて、彼をどんどん自分の虜とりこにしてしまったのだ。

「――聞いているのか、カレン」

　こう言われるのも今日は何度目だろうか。

　セイラの宣言通り、カレンはリチャードに招集された。

　とはいえ、戦が終わったわけではない。カレンはつい先ほどまで、戦いの中にいた。

　こちらの戦の仕方はとてもマナーがいい。朝の十時から開戦し、戦い、空が暗くなる前に戦うのをやめる。開戦は三日連続で行い、二日休んでまた開戦する。そんな戦を何度か繰り返し、敗北を認めたほうが負けとなる。どちらも折れなければ、延々と兵士たちが疲弊するような戦い方だ。

　昨日が優勢で終わっているから、兵士たちの士気は高かった。

　カレンは朝一番にセイラから聞かされた話を頭の端に追いやりつつ、いつものように戦っていた。

　昼過ぎ、王太子から招集がかけられたと聞き、敵国の指揮官を早々に投げ飛ばして戦線離脱させてきたのである。

　――今日の戦場には、カレンが嫁ぐことになっているというオリエルタの大将軍は出ていなかった。

　カレンは目の前のリチャードをじっと見た。

　仮にも戦の功労者相手に席を立とうともせず、不ぶ躾しつけな態度である。あまつさえ、戦の途中で大事な戦力であるカレンを呼び出すなど、なにを考えているのか。

　もしも以前の彼なら、カレンの入室と共に席を立ち、真っ先にねぎらいの言葉をかけていただろう。それに、昨日のように負傷者がいる医療用テントに入ることすらしなかったはずだ。王族の自分が彼らの領分に踏み入っては、気を使わせて満足に休ませることもできないだろうからと、人として細やかな気遣いができる人だった。

（変わっちゃったなあ……）

　未練などひとつもないが、残念な気持ちがこみ上がってくるのを抑えられなかった。

　とてもいい人が、悪に染まってしまったような感覚である。

　セイラが彼に常に寄り添って、彼を図に乗らせるような毒を含んだ甘言を注ぎ続けた結果がこれだ。

　そんなカレンの哀愁など知る由もないリチャードが、不愉快そうな顔のまま話を続ける。

「オリエルタから和平交渉があった。協定を結ぶにあたり、双子聖女のひとりが大将軍カインハルトと婚姻を結ぶようにと」

「……戦況は我々にとって有利な状態にあると思っておりましたが」

　カレンは硬い声で答えた。

「その通りだ。しかし、長い戦で兵士たちも民たちも疲弊している。このまま続けば、我がアゼットの資源も枯渇するだろう」

　それはそうだろう。そもそもカレンとセイラが城に召集される前から、多少の小競り合いは起きていた。その頃からの戦である。国もそろそろ限界だろう。

「我が国としては、和平協定を結ぶつもりでいる」

　リチャードが苦虫を噛んだような表情を浮かべた。

　今の戦況がアゼットにとって有利でも、もともとの国力も資源力もオリエルタにかなわないという。このまま戦が続けば、確実に不利になるのはアゼットのほうだ。

　それを踏まえた上での決断だろう。

　カレンは理解できないと吐き捨てるのをこらえた。

（そもそも、今日だっていつものように開戦した。今日の戦いで傷ついた者たちだっている。そんな話が持ち上がっているなら、一時休戦だって交渉できるはずだ。それなのに、戦を強行したのだから――上の方々はなにを考えているのやら）

　それはそれ、これはこれなのだろう。

　休戦なりして和平に尽力すればいいものの、長年争ってきたプライドが先に折れるのを許さないというところだろうか。あわよくば、和平を話し合いの議題にあげて油断させ、その隙を突いて勝利を収めればこっちのものだとでも思っているのだろうか――浅慮である。

　それに。

「相手が和平の証に望む双子聖女のひとりというのは、おそらくセイラのほうであると思いますが」

　カレンは、リチャードがあえて伏せていたことを口にした。

「敵味方関係なく治癒を施し多くの兵士たちを救ったセイラは名を上げすぎました。あちらとしても、真の勝利の女神が欲しいのでしょう」

　昨夜、自身がカレンをからかった言葉で返されてリチャードの表情が凍りついた。

　昨日の仕返しである。

（ざまあみろ）

　カレンは無表情で、心の中でリチャードに往復ビンタをした。

「それを承知で、お前に頼みたい」

（ここではっきりと嫌ですと言えたら、どれだけいいだろうか）

　聖女セイラならきっと敵国オリエルタに嫁いでもお姫様のように大事に扱われるだろう。しかしカレンは、戦場でかの国の兵士たちを散々ちぎっては投げ、ちぎっては投げてきたいわば敵国のシンボルである。

　大将軍カインハルトは戦場で数回見合っているが、サ〇ヤ人じゃあるまいし刃を交わしたところでどのような人柄であるかなどわからない。

　ただ、〝戦狂いの大熊〟と敵味方関係なく恐れられている人物だ。そして、その異名以上に恐ろしい鬼神だったと、カレンは記憶している。

（私はつまり、散々戦い散らした兵士たちを部下に持つクマさんに嫁ぐってことだよな）

　いったいどんな扱いをされるかなど――嫌な想像ばかりが膨らんで吐き気がする。

（ちょっとだけでも抗あらがってみようかなあ。私は民からの尊敬を集めているわけでもないし、王族でもないから、嫁いだところでひどい待遇を受けることなど目に見えているだろう）

　みすみす自分から窮地へ飛び込む必要はない。

　リチャードとはいえ、こればかりは強く出れないだろうとカレンは決意した。

「考える時間をください」

　時間稼ぎをして、考えて考えて、断ろうとカレンは考えていた。

「わかった。お前を想うセイラのためにも、色よい返事を待っている」

　カレンの良心に訴えかけたつもりだろうが、まったく姉思いではない妹なのでそうは問屋が卸さない。

　それについてはなにも答えず、カレンは神妙な顔で執務室を後にした。




（セイラは言ってた。あっけなく死んだ前世を見返してやるって。そう思うのは、私も同じだ）

　この世界に生まれ変わって、カレンは不思議な力を手に入れた。

　セイラのように万人からありがたがられるような聖なる力ではないが、それでも工夫すれば、たくさんの人を救えるはずだ。

（……なんて、私だってほんとは、セイラみたいな力がよかった）

　前世では某ハリウッド映画に憧れて漠然とスーパーウーマンになりたいと思っていたが、実際に戦場に駆り出されて自分の認識の甘さを思い知った。

（人を殴る感触っていいものじゃない。怖いし痛いし、初対面の相手に怪我をさせるなんて怖すぎる）

　平和な日本で育った一般人が、他人を傷つけることに萎縮しないわけがない。

　そもそも、殴る蹴るがかっこよく見えるのはしょせん映画であり、見栄えを考慮した上で動き慣れているスタントマンや役者が演じているからだ。

　ド素人のカレンが殴ろう蹴ろうと奮闘したところで、はたから見るとめちゃくちゃに不格好だということがわかる。

　生き残るために必死に手足を振り回すカレンの姿は、さぞ滑稽だっただろう――戦場に出始めた頃、熟練の兵士たちに大笑いされたのを今でも覚えている。

　だから、早々に戦うスタイルを変えた。とりあえず投げる。怪力を活かしてひたすら投げる。怪我も軽く済むように、なるべく人が集まっているほうに投げる。そうしたら胴上げの要領で、カレンに投げ飛ばされて空から降ってくる仲間を受け止めようと動いてくれるからだ。

（オリエルタのほうが軍内部の結束は固い。仲間は見捨てないし、戦場での動きもアゼットに比べて統制が取れてる……それがクマさんの手腕なのかはわからないけど）

　長い回廊を歩いていると、先のほうから騒がしい声が聞こえてきた。

　見れば、何本かの大きな柱の隙間から光が漏れている。笑い声や話し声も聞こえてくる。

　先ほどまでカレンと共に戦場を駆けていた兵士たちだろう。予定より早く決着がついた本日の戦の祝杯を挙げているところだろう。

　カレンは、王族や貴族、城の従事者たちからは〝怪力聖女〟と揶や揄ゆされてセイラと比較されることが多いが、兵士たちからは〝戦聖女〟と呼ばれ、同じ釜の飯を食った仲間として受け入れてもらっている。

　軍は貴族の三男坊や末っ子、平民の出の者たちで形成されていて、正直で気さくな性格の者が多かったから、カレンはリチャードたちと過ごすより彼らと過ごすほうが性に合っていた。

（私も一杯お酒をもらおう。オリエルタのクマさんとの縁談を断る口実は、そのあと考えればいいや）

　カレンは彼らを驚かそうと、そっと足音を消して近づいた。




「――ガハハッ！　今日の戦も怪力聖女様様だったな」

　宴会が開かれている広場に入ろうとしたところで、カレンはぴたりと足を止めた。

「今日も見事な投げ飛ばしだったな。ゴリラでもあそこまではいくまい」

「ゴリラってなんだ？」

「南の国にあるジャングルに生息するマッチョな動物のことだ」

「ガハハッ、そりゃいい！　ゴリラ聖女だな！」

　冗談でもなく、そこに嘲りのような響きを感じ取って、カレンは心臓から熱がすっと引いていくのを感じた。

「毎回毎回、馬鹿のひとつ覚えみたいに敵を投げ飛ばしやがって」

「おやっさんは怪力聖女の戦い方が気に食わないんだろ」

「おおよ、戦は刃がぶつかり合ってなんぼ、矢が飛び交ってなんぼ。あのゴリラ聖女の戦い方じゃ、いつだって俺ら歴戦の兵士は不完全燃焼だ」

「気持ちはわかるよ。戦場に似つかわしくないあの白いローブですかした顔で先頭に立たれると、見てて苛いら々いらしちまう」

「そんなゴリラ聖女に比べて、かわいらしいセイラ様といったら――」

「まああのゴリラ女にも使いようはある。あいつのおかげで俺たちゃ楽して戦の報奨金をいただけるんだから」

　カレンは柱にべったりと背中をつけて、まるで小さな虫のようにその場から動けなくなってしまった。

　そこからどうやって自室に帰ってきたか覚えていない。

　頭の中ではずっと彼らの言葉がぐるぐると渦を巻いて、それにのみ込まれそうになっていた。

　気づけばオリエルタのクマさんへ嫁ぐのはカレンだと決定されており、上機嫌なセイラがよくやったわとカレンの部屋を訪れて大はしゃぎしていた。

「せいぜいオリエルタで幸せになりなさいな。なれるものならね」

　セイラの吐いた言葉は、まるで毒のようにカレンから抗う力を奪っていった。










聖女カレン、嫁ぐ




（すごい雪だな）

　カレンはガタガタと汽車に揺られながら、ぼんやりと車窓の外を眺めていた。

　流れていく景色と共に、一時間前から降りだした雪が窓の外を流れていく。

　このオリエルタの技術の粋とも言っていい汽車に乗せられてから、そろそろ三時間が経とうとしている。

　乗せられた場所はオリエルタとの国境を越えたところにある森の中だった。駅という駅はなかった。高く成長した木々に隠れるように造られた大きな格納庫が現れ、そこに停車していた汽車が、カレンを出迎えてくれた。

　従者を連れていくことは許されなかった。カレンを国境近くまで送ってきたアゼットの者たちとも、姉を心配する妹を装ってついてきたセイラとも、そこでお別れさせられた。カレンはひとりで国境を越えると、そこから格納庫までは、オリエルタの軍人に連れてこられたのだった。

　和平協定を結ぶ前提とはいえ、この格納庫の場所をアゼット側に知られるのはオリエルタにとっても不本意なのだろう。

　汽車に乗り込んでからずっと、深い緑の針葉樹の森が続いている。雪が降り始めてからその木々が雪の化粧をし、幻想的な景色をつくり出している。

　山地の多いアゼットとは違って、オリエルタは平地だらけだ。

　窓の外を流れていく景色は、ほとんどが森だったが、たまに開けたと思うと美しい草原や、湖のようなものも見えた。

　オリエルタは自然豊かで、とても美しい国のようだ。

　ガタガタと揺れる汽車にはカレンが乗っている車両と、その後ろに貨物車両が連結されている。汽車は基本物資を運ぶためのもので、国民が利用することはまずないらしい。

　緊急時における王族専用の移動手段なのだそうだ。

　つまり、今カレンが乗っている豪華な車両は王族仕様ということだ。

　金の金具で囲われた座席は、緑とも青とも表現できるような光沢のあるベルベッドの生地が貼られ、くすんだワインレッドの糸で美しいアカンサスの刺繍が入っている。窓枠は鏡のように磨かれたレッドシダーだ。床には座席の刺繍の糸と同じ色の絨じゅう毯たんが敷かれている。壁に備えつけられたランプも、車両内に照明が均等に拡散されるような形になっている。

　汽車の車両とは思えない、まるで三ツ星ホテルのスイートルームのような、隅々まで洗練された空間である。正直、土足でこの車両に乗り込むのも憚はばかられたくらいだ。

　ちなみに後ろの車両には豚が乗っている。家畜の運搬としてもよく利用されるらしい。戦の間は、この車両で馬や兵士を運んだりもしていたそうだ。

　そんな汽車に揺られながら、カレンは心ここにあらずだった。

（……みんなのために一生懸命がんばってきたはずなのに）

　先ほどからそんなことを考えては思い出して、視界が滲にじんだのをごまかそうと、カレンはひんやりと冷たい車窓に額を押しつけた。

（痛い思いも怖い思いもたくさんした。私が前線に立てば、兵士たちへの被害が軽減されるというみんなの言葉を信じて）

　飛んでくる矢は鋭く高速で、カレンの柔らかい皮膚を容赦なく突き刺したこともある。その矢がまるで雨のように降り注いだ時もあった。

　セイラがいるから、すぐに治してもらえるからと恐怖を必死に押し殺して戦った。

（みんなのためを思ってしてきたことは、全部……）

　カレンは膝の上で薄汚れた白いハンカチをぎゅっと握りしめた。

　私たちを遺していった両親が、この国を守ったように。

　力を授けられた自分が、そうしなくてはいけないと思ったからだ

（ただの独りよがりだったのかな）

　屈強な男たちの、戦を終えたあとの朗らかな笑い声が好きだった。

　普段は強面の男たちが、夕飯の席で穏やかな顔で家族のことを話している時の空気が好きだった。

　皆が今日一日を生き抜いて、笑って酒を酌み交わせるように導くことが、カレンの使命だと思っていた。

　カレンは父も母も、オリエルタとの戦で亡くした。

　不思議とオリエルタへの怒りも憎しみも湧かなかった。ただ悲しみだけが支配して、しばらくなにをする気力もなかった。この時ばかりはセイラと肩を寄せ合って、この世界での父と母の喪に服したのだ。

（一緒に戦ってくれた兵士たちの家族に、私と同じ思いをさせたくなくて必死になっていたのは、ただのおせっかいだったのかな）

　まぶたを閉じて抑え込んだつもりの涙は、薄いまぶたを押しのけてあっさりと頬を流れていく。




　――カタン。

　カレンは突然車内に響いた物音にびくりと震えた。

　どうやら眠り込んでいたようである。

　降りる駅に着いたのかと窓の外を見るが、汽車はまだ走り続けている。

　手に握っていたはずの大切なハンカチがない。

（あれ？）

　落としてしまったのかとカレンが床を見ると、その通りハンカチはぽとりと足もとに落ちていた。

　――コツ。

　ハンカチを拾おうと体を倒しかけた時、座席の向こうのほうでまた物音がした。

「……」

　床に顔を向けたまま視線を動かすと、よく磨かれた黒いブーツの先が見える。

「……」

　そのまま上へと視線をたどらせると、編み上げのブーツにぞんざいに入れ込まれた丈夫な生地の黒いズボンが現れた。さらにそれをたどると、年季が入った太いベルトが見える。上半身は外がい套とうを羽織っていてよく見えないが、合わせの隙間から金ボタンと真紅の飾緒が見えた。

　さらにそれをたどっていくと、黒い詰襟に覆われた太い首が現れる。

「……」

　そこには、こめかみから頬にかけて大きな傷を負った、上背のかなりある黒髪の男が立っていた。

　意思の強そうな眉、短く刈られた髪には、服と同じく黒い軍帽がのせられている。軍帽の真ん中には、オリエルタの紋章が金で縁どられていた。

　高い頬骨にすっと伸びた鼻筋が誇らしく顔の中央に鎮座している。そして透き通るような水色の瞳が、カレンをじっと見つめていた。顔を横断する傷すら彼の顔立ちを引き立てる、精せい悍かんな顔つきの男である。

（大将軍カインハルト……）

　目の前の人物は間違いなく、戦場で何度か相まみえたことのある〝オリエルタの大熊〟と恐れられた男である。

「……」

　なぜここに？

　なにかを言おうにも、なんの言葉も出てこない。

　カレンはハンカチを拾おうとした体勢のまま固まってしまった。

　そんなカレンを見下ろしながら、無骨なだけではなく気品すら感じる口もとが動いた。

「迎えに来た」

　そう言うと、落ちていたハンカチを拾い上げカレンに差し出す。

　ごつごつした指は先の先まで筋肉で覆われているように太く、傷だらけだった。

　カレンがそれを反射的に受け取ると、カインハルトは向かい側の席にさっと腰掛けてしまった。

　そのまま背もたれにもたれ、腕を組み、カレンをじっと見つめてくる。

「あ、ありがとう」

「いや」

　礼を言ってみたが、そっけない態度である。

（……嫁いできたのがセイラじゃなくて、がっかりしてるのかな）

　そう思うと心が一気に冷えていった。

　拾ってもらったハンカチを膝の上でぎゅっと握りしめて、極力表情を出さないようにして顔を上げた。

　――パチッ。

　青い瞳と目が合ったと思ったら、カレンがなにか言う前に勢いよく顔を逸そらされた。

　横顔すら見とれてしまうほど凛り々りしい。

　ぽかんとするカレンをよそに、カインハルトは終着駅に着くまでずっと、窓の外を眺めていた。




　着いた駅にもまた、雪が高く積もっていた。

　とはいえ、森ではなくここは街中――オリエルタの王都である。たくさん降っただろう雪はきちんと除雪され、人々の生活に支障をきたさないよう整備されている。

　汽車を降りると、駅のホームから真正面に美しいオリエルタ城が眺められるようになっていた。城を中心に放射状に城下町が広がっている。前世のテレビで見た、パリの街並みのようだ。凱旋門を城に置き換えると、その造りはそっくりである。その半径は、城から駅の距離に相当するというから、かなり大規模な都市だとわかる。

　駅は一か所だけでなく、街と同じように城を中心に円を描いて存在し、カレンが降りた駅が最も大きいのだという。人々が行き交い、多くの積み荷をここで下ろし、街の商店や貴族の家へと各駅を通じて物流が成り立っているそうだ。

　道行く人々は暖かそうなコートや帽子をかぶり、寒い雪の中だというのに街は活気であふれ返っている。

　駅から街へ出ると、道端に湯気が立っているのを発見した。

　あれはなにかと見つめていると、隣に立ったカインハルトが口を開く。

「あれは雪流しという。雪を溶かすために道の側溝に湯を通しているんだ。あまりに大量の雪じゃなければ、あの側溝にかき落して溶かしている」

　ここまで一時間弱。初対面で発せられた〝迎えに来た〟以来の言葉である。

「溶かされた雪はどこへいくのですか？」

「近くの貯水池へと集められ、それをまた熱湯に変えて雪流しに通すようになっている。純粋な水ではなく、不凍液だ。凍らない液体を使用している」

「すごい」

　この規模の城下町である。装置自体かなり大がかりなものだろうに、きちんと整備され機能している。彼らの文明がアゼットよりはるか先をいっているということだ。

（そりゃアゼットに勝ち目がないわけだわ）

　カレンが乗ってきたこの汽車――見た目も動力も、カレンの前世に存在していたものと相違なさそうに見える。

　王族の移動手段がいまだに馬車しかないアゼットとは、そもそもの技術力が違うのだ。

　だが、国力にそれだけの差をつけていながら戦が長引いたのは、アゼットに時々現れる〝聖者〟の存在が大きいということだ。

　彼らは時代の移り変わりにふらりとアゼットに生まれ落ちて、不思議な力で偉業を成すと言われている――この時代でのその存在は、カレンとセイラだった。

　現実的に技術力を磨いていったオリエルタと、現れるかどうかも定かではない〝聖者〟への信仰心でもって人々を束ねるアゼット――きっと百年後には、〝聖者〟ですら埋められないほどの国力の差が生まれているだろう。

　比べるようなことではないが、前世で生きていたカレンは人が築き上げる文明や科学の力の素晴らしさをその身で享受してきた。

「……寒いからこれを」

　慣れない寒さで鼻を真っ赤にしているカレンに、カインハルトがさっと自分の外套をかけてくれた。

　大きすぎて地面に引きずりそうになり、慌てて胸の前で大きく持ち上げ、裾がつかないようにする。

（別にあなたのじゃなくても、荷物に私のコートが入ってるんだけどな）

　カレンは従者の方をちらりと見た。先ほど駅に着いた瞬間、どこからともなくぞろぞろと従者たちが現れてカレンの荷物を運び出してくれたのだ。とはいえ、少し大きめのボストンバックひとつと酒瓶一本しかなかったため、ふたりの従者以外は手持ち無沙汰の状態になっている。

　天下の聖女の嫁入りである。もっと荷物や嫁入り道具があるのかと思われていたのかもしれない。申し訳ない。

（セイラなら、街中から城中から、あふれるほどお祝いの品が贈られたかもしれないけれど）

　もちろん、国の威信がかかっているからと、カレンの婚姻にも祝いの品が用意されていた。だが、中身はセイラに似合うようなフリルたっぷりのドレスや、彼女の髪や瞳の色に合わせたカラーのスカーフや織物ばかりだったため、必要ないと断ってアゼットに置いてきたのである。

　今のカレンには、村から持ってきた父が削って作ってくれた木製の櫛と、戦に出て初めてもらった恩賞で買った母と父の写真を入れることができる小さなブローチと、アゼットで与えられた着替えや戦装束だけだ。兵士たちからは形ばかりの酒を一瓶もらった。

　それと、母の形見のハンカチである。

　それらの荷物の中に、カレンの暖かなコートも入っているのだが。

「……ありがとうございます」

　借りた外套が暖かくて、カレンは無粋なことは言わずにそれだけを口にした。

「――あれが聖女の片割れか？」

「――嫁入りの品がたったこれだけとは、どういうことだ？」

「――アゼットめ。聖女は聖女でもいらぬほうをやってよこしたな」

　かすかに聞こえてくる耳の痛い話し声も、温かい外套の襟を寄せて、聞こえないふりをした。

　その後、駅から馬車に乗り換えて、カレンはカインハルトの屋敷へと到着した。

　駅から屋敷へは馬車で一時間ほどかかった。

　街中を通り過ぎ、何度か道を折れて城の裏手にあるという森に、彼の屋敷はあった。

　来る途中で車窓から眺めていた針葉樹の高い木々に囲まれるようにして、瀟しょう洒しゃな屋敷が佇んでいる。庭は広く、美しく整備され、様々な形に整えられた生け垣がカレンを出迎えてくれた。

　まるで『不思議の国のアリス』の赤の女王の庭のようである。オブジェのような生け垣たちには雪が積もっていて、とても幻想的な光景だ。

「この庭はカインハルト様のご趣味なのですか？」

　馬がいななく形に刈り取られた垣根を見て、カレンは思わずカインハルトにそう尋ねていた。

「……いや、これは庭師の趣味だ」

　少し困ったような声音である。

　このフリーダムな庭師の所業に困惑しているのは、カレンだけではないようだ。

「すごいですね。草木がこんな色んな形に刈り取れるなんて知りませんでした」

　見れば向こうには大熊が立ち上がって両手を掲げ威い嚇かくしている姿のものもある。

〝大熊〟と呼ばれている主人への畏敬の念でも込めたアートだろうか。

　感嘆の言葉を吐いたカレンに、カインハルトはほっと安堵したようだった。




「将軍」

　カレンが様々な垣根に目移りしていると、屋敷の奥から大勢の人々が出てきた。

「おかえりなさいませ」

「思ったよりお早かったですね。出迎えが遅れて申し訳ございません」

　執事の姿をした者もあれば、兵士の姿をした者もいる。

　腰に細い剣をさした痩身の男が、一番先頭に立ってぴしりと敬礼した。

　金色の髪をボブにした、兵士というよりは役者のような顔立ちの男である。

「ザッシュ」

　カインハルトが彼の名前を呼ぶと、「おかえりなさいませ」と改めて彼が口にした。

　見るからに、ほかの者たちとは一線を画しているように見える。カインハルトにはそれぞれ両腕に例えられる敏腕の部下がいると聞いている。大熊カインハルトが自身の一部のように信頼していることから、〝右腕〟と〝左腕〟に例えられている部下がいるというのだ。

　彼はその〝右腕〟か〝左腕〟のどちらかなのだろう。

　そんな彼に続いて、出てきた数名の男たちが一部の乱れもなく整列し、敬礼する。

「無事、奥方様をお迎えできたようですね」

　ザッシュが敬礼を続けながら、カレンにすっと視線を移す。

　その視線が底冷えするほど冷たくて、カレンは思わず背筋を正した。

　先頭の彼をはじめ、この屋敷の人々が、この国の人々がカレンを歓迎していないことは間違いない。

　当然だろう。先の戦いで、身近な人を亡くした者もいただろうから。

（――カインハルトが思ったよりも優しくて忘れていた。ここは敵地だ。私よりセイラを望んでいる母国と、なにひとつ変わらない場所）

　カレンはカインハルトに借りていた外套の裾をきれいにさばくと、彼らと同じように兵士の礼をした。

「……名をカレンという。世話になる」

　ザッシュの目をしかと見つめて、カレンは〝戦聖女〟として挨拶をした。

（負けてたまるか）

　高笑いしているセイラの顔がよぎる。信頼していた兵士たちが自分を嘲る声が聞こえる。

　カレンよりセイラがよかったと、容赦なく言葉にする人々の顔が浮かぶ――。

（私が苦しんで喜ぶような人たちの思い通りになんか、させてたまるか）

　カレンがあえて淑女の礼ではなく兵士の礼をとった意味を、ザッシュは気に食わないと言いたげに睨みつけている。

　夫となるカインハルトを差し置いて、カレンとザッシュの戦いが幕を開けた瞬間だった。




◆




「あの生意気な口上を聞きましたか」

　ザッシュがぷりぷりと怒りながら、カインハルトの外套をハンガーにかけている。

　カレンを部屋に案内した際、彼女がきれいにたたんでよこしたものだ。

「見事だったな」

　カインハルトは花嫁を迎えたというのに、執務机の上に重ねられた仕事の書類に目を通している。

「見事!?　どこがです!?　あんな不遜な態度で嫁入りの挨拶をする女がどこにいますか！」

　ザッシュはカインハルトの言葉にすら噛みついて、今度は長旅を終えた主人のために温かいコーヒーを淹れている。

「ここが敵地だろうと屈することはないっていう宣言だろ、あれ」

　カインハルトが言葉を告ぐ前に、軽薄な声が飛び込んでくる。

　見ると、中途半端に開いた扉に、大きな体をもたれさせた赤い髪の男が愉快そうに笑っていた。ザッシュと同じデザインの軍服をラフに着崩して、脱いだ上着は右肩に無造作にかけている。大きな耳につけられたたくさんのピアスが、彫りの深い彼の顔を彩っていた。

「アッシュ！　お前も聞いていたのか」

　ザッシュがとがめるように言う。

「ちょうど将軍が帰ってきたすぐあとに。花嫁殿の強気な姿が見れてよかったわ」

「寒いから早く扉を閉めろ」

「へいへい」

　口うるさいザッシュに、アッシュフロストが肩をすくめながら部屋へと入ってくる。

　まるで優等生と不良という風情だが、ふたりは兵士に上がる前から家が隣同士の仲のいい幼なじみだ。

「カインハルトの〝左腕〟アッシュフロスト。ただいま戻りました」

　先ほどまでのふざけた態度を消し去り、アッシュフロストはカインハルトの前で部下の礼をとった。

「……どうだった」

　カインハルトは書類に視線を落としたまま、アッシュフロストに尋ねる。

　先ほどまできゃんきゃんと騒いでいたザッシュも、口をつぐんでアッシュフロストの言葉を待った。

「まあ概ね、将軍が予想した通りですかね。どこもかしこも、聖女は聖女でも嫁いできたのはそっちのほうか、と身勝手に落胆しております。特に王の落胆ぶりはすごかったですよ。望んだのは戦聖女のほうではなく、癒しの女神のほうだと――」

「勝手なものだな」

　ザッシュの言葉を遮るように言葉を吐いて、カインハルトは持っていた資料を机に投げた。

　ぱさりと乾いた音が執務室に響き、沈黙が落ちる。

　カインハルトは、彼を受け止めても軋きしみもしない頑丈な椅子から腰を上げると、後ろにある大きな窓から外を眺めた。そこから見える石造りの塔のような建物に視線を合わせる。

　彼が住まう本館とは渡り廊下でつながっているだけのその建物は、太い煙突のような形をしていて、階段を上ると部屋になっている。ちょうど塔の真ん中に部屋がある造りになっている。大昔、反逆を企てた一族の身内を幽閉していた場所であり、オリエルタでもあまり見ない特殊な造りをしている。扉は二重になっており、衛兵が控える間を通って中に入る仕組みになっているのだ。堅けん牢ろうな建物で、窓にはひとつひとつ鉄格子がはめられている。扉以外から入るのも出るのも容易ではない。

　その塔に、カレンの部屋は用意された。

　カインハルトの執務室から、その部屋の窓が見えるのだ。

「……望まれぬ花嫁を押しつけられた大熊が、大暴れするのではないかと怯おびえるオリエルタの貴族たちもおりました。ったく、うちの大将をなんだと思ってるんですかね」

　無言で外を眺めているカインハルトに、ザッシュはさらに続けた。

　それを聞いたカインハルトは嘲るように鼻で笑う。

「明日の披露目が楽しみだ」

　微み塵じんもそう思っていないだろう声で、カインハルトはそう言った。










聖女カレン、ぐっすり眠る




　部屋に案内してくれたメイドが夕食時にまた呼びに来ると言って去っていった。

　カレンは暖炉の前に敷かれた分厚い絨毯に座り込み、ふうとひと息ついた。

　カレンが通されたのは、本館とは渡り廊下でつながった塔である。つながっているとはいっても、ほぼ独立して建っている。

　とはいえ、閉鎖的な空気は感じない。渡り廊下には壁も屋根もあり、寒くはあるが、外の冷気が入ってこないようになっている。そこから一枚の扉を開け、さらにもう一枚の扉を開けると、そこがカレンの新しい部屋だった。扉を二重にしているのは寒さ対策のためだろう。間に一部屋あるだけで、体感する室温がだいぶ違う。

（……逃走防止の役割もあるのかな）

　カレンが逃亡しないようにと、もしかしたら扉の前の一部屋に見張りが立つかもしれない。

　部屋の中は、石造りとは思えないほど暖かかった。冷気が壁を伝わないよう、分厚い絨毯やタペストリーが壁に重なるようにかけられ、床にはふかふかの毛足の長い絨毯が敷かれている。

　タペストリーの隙間から窓も見えるし、部屋の真ん中に暖炉が置かれた不思議な造りになっていた。暖かい空気を部屋中に充満させるための工夫なのだろう。煙がのぼる無骨な筒が、低くつくられた天井に通されている。

（暖かい……）

　カレンはじわじわと冷たかった心がほぐれていくのを感じた。

　使用人もメイドもついておらず、騒がしくなくてよかった。それが、カレンが歓迎されていない証だとしても、この疲れた体にはわずらわしさは不要だった。

　それに、窓に鉄格子がはまっているのもいい。ここは敵国。カレンに恨みを持つ者が奇襲をかけてくる可能性がある。そのとき窓から侵入できないとなると、警戒すべきは扉だけ。侵入経路をひとつに絞れるのは、カレンにとってはとてもありがたいことだ。

　カレンはふうとひと息ついて、遠慮なく大きく豪華なベッドへ飛び込んだ。

　ふかっ……。

　まるで雲にでも飛び込んだかのような感覚である。

　柔らかなブランケットが何枚も重ねられ、ふかふかの枕と触り心地のいいシーツ。そしてクッション性抜群のマットレス。

　最高である。アゼットの城の部屋と比べても遜色のないものだし、なんならこちらのほうが品質がよさそうだ。

　うつぶせで横になると、疲れた脚にじわじわと血液が巡っていくのを感じる。

（敵の陣地だというのに、今夜はよく眠れそう）

　カレンを疲弊させたのは長い旅だった。

　前世でもこの世界でも、約半日を費やす大移動はしたことがない。

（でも、道中永遠に馬車に乗っているよりずっと快適だったな）

　カレンは一日のことを振り返り、汽車の素晴らしさを実感していた。

（景色が流れていくさまがとてもよかった。前世に戻ったような気分になれたし）

　この部屋の窓も大きい。冷気があまり感じられないのは、この窓も二重の構造になっているからだろう。つくづく、文化が進んでいる。

　うつぶせたまま顔だけ横を向けている視線の先には、その窓を通して本館が見えた。

（あの窓のどこかに、カインハルトがいる……）

　ついこの前まで、矢が飛び交う戦場で戦っていたはずなのに、不思議なものである。

（悪い人ではないようだった。話が通じるというか）

　とはいえ、彼の側近だと思われるザッシュという男からは、歓迎しないムードをひしひしと感じた。

（あんな挨拶をして、生意気な女だと思われたかな。……今さらか）

　ふかふかのベッドに埋もれて、カレンは自分の体がどんどん重くなっていくのを感じた。

　窓の外にはまたちらちらと雪が降り始めている。

（明日、明日より明後日あさって、明後日より明々後日しあさって……、いい風が吹くといいな）

　コートもマフラーも脱がないまま、カレンは忍び寄る睡魔に潔く白旗をあげた。




　――翌朝。

　朝日が差し込む仕立て室で、カレンはこの「世界」にしては珍しいシンプルでシックなドレスに身を包んでいた。

　カインハルトと朝食を取ったあと、ドレスに着替えることになったからだ。

　大きな鏡に映り込む、着飾った自分を見てカレンは感動していた。

（すごい、似合ってる）

　そう思ってしまうくらい、自分にぴったりのドレスだった。

　アゼットでは用意されるドレスは、すべてセイラの体型と雰囲気に合わせて作られていたので、カレンが着るとどれも野暮ったく見えた。でもこのドレスは違う。

　派手すぎずカレンを華やかに見せてくれるデザインで、美しい黒に小さなスパンコールがあしらわれている。さらさらした手触りが気持ちがいい。

　反してコートはボリュームのある毛皮で作られており、そのアンバランスさがまた美しいラインをつくっていた。聞けばこれはカインハルトが裏の森で狩ってきた獲物の毛皮で作られたコートらしい。裏には暖かな起毛の生地が裏打ちされており、おかげで薄いドレス一枚でも寒くない。

　そうして着飾ったカレンの目の前には、昨日とはまた趣きの違った黒い軍服に身を包んだカインハルトが脚を組んで座っていた。

　昨日は普段から使っていることがうかがえる装具ばかりだったが、今日は儀礼用の傷ひとつないものをつけている。ベルトも飾緒もボタンもブーツも。腰に差した剣だけはいつものものらしく、遠目で見ても、年季が入っているのがわかるだろう。

　なにより、カインハルトが癖のようにその剣の柄をなでるので、彼の愛用品だとすぐにわかった。

（……なんか、かっこいいな）

　カレンは素手で戦う聖女である。刀の切っ先が怖い。矢の切っ先が怖い。それらが人を貫く瞬間を想像しただけで具合が悪くなってしまう。だから、己の武器はこの拳こぶしひとつだった。拳だからと、心穏やかにいられるわけではなかったが。

　そんなカレンの目から見ても、カインハルトの腰にかけられたその剣の素晴らしさが伝わってくる。カインハルトが、その剣に信頼を置いているのがわかる。

（いいな、私にはないものだ）

　なんとなくうらやましくなって、そしてそんなカインハルトがかっこよく見えて、カレンはごまかすように馬車の窓の外を見た。

　昨日と同じく雪がぱらついている。

　ちなみに、カインハルトの横には彼の右腕ザッシュ。そしてカレンの隣には、カインハルトの左腕だというアッシュフロストが座っている。

　今朝紹介されたばかりの彼は、ザッシュよりも人当たりがよく、カレンにも気さくに話しかけてきてくれた。

「俺、馬車の取っ手を引きちぎった奴、初めて見ました」

　アッシュフロストが心底から楽しそうにそう言うのと反対に、ザッシュはわりと本気で引いた顔でカレンを見ている。

　カレンは冷や汗をかいて、精いっぱい体を小さくした。

　普段乗りなれていない馬車に乗ろうとして、ドアの横についている取っ手を握ったら、力加減を間違えて取っ手部分をちぎるように破壊してしまったのである。

「ふ、普段、使い慣れていないものを使うとき、どうしても力の込め方がわからなくて、よく、失敗するんです」

　すみません、と小さな声で謝った。

　実は城のカトラリーなども気をつけて使用している。不測の事態が起きたときなど、思わず力が入ってしまうとスプーンの持ち手部分が真っぷたつに割れかねないからだ。

　カレンは恥ずかしいやらやらかしたやらで、赤くなったり青くなったりしたが、アッシュフロストはそれでもにっと笑って言った。

「でも顔色は悪くない。昨日はよく眠れたみたいっすね」

　初めは嫌みを言われてしまったのか思ったが、飄ひょう々ひょうとした彼に他意はないようである。

「あ、はい。おかげさまで……」

　夕食も食べず風呂にも入らず朝までぐっすりと寝ていたのだから、睡眠はよくとれている。

（そういえば）

　――朝起きた時、不可解なことがあった。

　昨夜、着のみ着のままベッドに倒れ込んだと思うのだが、ブーツとマフラー、コートを脱いだ状態で、きちんとベッドに寝かされていたのだ。

　寝ぼけながら自分で脱いだのだろうか？　ただ、暖炉の火も消えないように新しい薪が足してあった。あきらかにカレンはやっていないのに、だ。

　そのおかげで、暖かく快適な部屋で目覚めることができたのだが。

（誰かが脱がしてくれたの？）

　不思議に思って、起こしにきたメイドに昨日服を脱がしてくれたかどうか確認したら、少し嫌な顔をされてしまった。

『私共はカレン様の部屋に無断で入ることを禁じられています』

　冷たい態度だった。

（彼女たちも、どうせ来るならセイラのほうがよかったと思っているのだろうか）

　そういう態度には慣れているので、なるほど、とカレンは引き下がった。

（じゃあ自分かな？）

　だが、コートもブーツもきちんとたたんで並べてあったのである。寝ぼけた頭で、そこまできれいにたたむわけがない。カレンは大雑把なのである。

　カインハルトから借りたコートだけは、人生で一番丁寧にたたんで返却したけれど。

（やっぱりそんなわけないな）

　なら、いったい誰が――。

　カレンはなんとなく、目の前のカインハルトを見た。

　朝食を取ったあと、今日は城に案内すると言われた。

　本当なら昨夜の晩ばん餐さんで伝えるはずだったが、カレンが夕食の席に現れなかったため、今朝の報告となったとのことである。つまりカレンは、部屋の外で何度も呼ばれたのに気づかないくらい爆睡してしまっていたということだ。

　昨夜の失態に、顔から火が出そうな思いをした。

　カレンが今着ているドレスも、登城するために用意してもらったものだ。

『あなたが着たいドレスがあればそれでいいですよ』

　ザッシュに投げやりにそう告げられたが、カレンの手もとに〝着たいドレス〟は一着もない。

　リチャードから支給されていたのは白い聖女服しかなく、王の御前に出られるようなドレスなど持っていないのだ。

　仕方なく聖女服を着てカインハルトの前に出ると、ザッシュが姑のように怒り狂ってこのドレスを突きつけてきたのである。

『我が国に嫁いできた披露目の会だというのに、我が国の兵士たちを倒していた時の戦装束を着ていってどうするおつもりです！　喧けん嘩かでも売る気ですか!?』

　と言われてしまった。その通りである。

　というわけで、カレンは生まれて初めて着るようなドレスを身にまとっているわけであるが、鏡の前で何度も確認したが、なかなかどうして、カレンにぴったりなドレスだ。

（……今までは、セイラに似合うものしか用意されたことがなかったから）

　鏡でドレスを着た自分を見た時、正直胸が躍った。

　ドレスが似合っていることが、似合うドレスを用意してもらえたことが、とてもうれしかったのだ。

　だから失念していた。

　今目指している城は、カレンにとって魔窟だということを――。




「お前が聖女セイラの片割れか」

　カレンは今、高い玉座から道端の石ころでも見るような目つきで見下ろされていた。

　あきらかにカレンを軽視した言葉を吐いたのは、オリエルタ第五十七代目国王ビガンである。

　ビガンは謁えっ見けんの間に現れたカレンに、容赦なく侮蔑の目を向けてきた。

　先ほどまで音楽が鳴り響き、貴族の子息令嬢たちが楽しげにダンスを楽しんでいたというのに。カレンが会場に足を踏み入れた途端、空気は凍りついたようである。

「我が同胞たちをその呪われた怪力で害しておきながら、我が国に足を踏み入れるとは、厚顔にもほどがある」

　王を筆頭として、広々とした謁見の間にはオリエルタの貴族たちが大勢集められていた。

　談笑していた彼らも、カレンの姿を認めた途端静かに部屋の隅へと避けて、まるでカレンから距離を取ろうとしているようだ。

　彼らは王の言葉に同調するようにさざめいて、カレンを笑っている。

（そもそも呼んだのはそっちでは）

　カレンは内心でツッコミながら、無言で頭を垂れたままにしている。

　足を踏み入れた城には、カレンを拒絶するような空気が充満していた。

　そこでやっと、ああここは敵地だ、カレンではなくセイラを求める、アゼットの城と本質は同じだということを思い出したのだ。

（きれいなドレスがちょっと似合っているような気がして、浮かれていた）

　カレンは自分の能天気さをぶん殴った。

　とはいえ、ある意味慣れ親しんだ空気だ。

　仲がよいと信じていた者たちに手のひらを返されるより、よく知らない人たちに初めから拒絶されているほうが幾分かマシである。

　ただひとつ、カインハルトもカレンと同じように膝をついて頭を下げてくれているのだけが忍びない。

　それに後ろには、付き従うように右腕ザッシュと左腕アッシュフロストも主カインハルトに倣って頭を垂れている。

（本当なら、戦場の英雄としてたたえられるべき人たちなのに。アゼットから送られたのが私のせいで）

　カレンはどんどん自己嫌悪の沼へと潜り込んでいった。

「戦場のゴリラが無駄に着飾りよって……吐き気がする。聖女セイラは遠目であっても可憐で春の陽気のように愛らしい存在であったというのに。双子だというが、随分と格差があるものだな」

　なんとここでゴリラが出てきた。

　この世界では〝ゴリラ〟は有名な代名詞なのだろうか。

　カレンは二度もゴリラ呼ばわりされたことがなんだかおかしくて、自己嫌悪の沼から顔を出すとさらに頭を深く下げた。そろそろ額が床につきそうである。

　王の発言に、周囲の人間たちが笑いさざめく。

　嘲笑されている。こんな大勢の人々に、見世物のように。

　カレンが再び、自己嫌悪の沼へと潜りそうになった時だった。

「――それでは、熊とゴリラでお似合いだな」

　冷たい氷のような声だった。

　嘲りの笑い声に包まれていた謁見の間を、その声が一気に冷え込ませる。

「私もカレン殿も、母国のために血を流して戦った。たまたまそれが敵同士であったというだけだ。国のために民のためにと己を盾に戦った彼女を侮蔑するのは筋違いだろう」

　床しか見えない視界が、突然光に満たされたようだった。

　垂れた灰色の髪がぼやけ始めて、カレンは慌ててまぶたを閉じる。

　そうでもしないと、今にも熱い涙がこぼれてしまいそうだった。

「披露目は十分だろう。御前を失礼する」

　カインハルトは今にも床に額をつきそうだったカレンを優しく抱え上げる。カレンの膝に腕を回し、カレンが自分の肩を掴めるような体勢でしっかりとかかえる。体格差があるとはいえ、大の大人を抱き上げているというのに、抜群の安定感である。

　カインハルトはその状態で謁見の間の全員を見渡したあと、玉座に座る王に視線をあてた。

　まるで水を打ったような静けさの中に、誰かがごくりとつばをのみ込む音がする。

　そんな中、カインハルトは臆することなくさらに言葉を発した。

「同じく戦場を走る者として、これ以上彼女を侮辱されるのは許しがたい。二度と、ないように」

　王に向かって、まるで幼い子供に言い聞かせるような物言いである。

　カレンは心臓がぎゅうと絞られるような感覚に襲われて、思わず拳を握った。そうしないと、熱くなった喉奥から嗚咽が漏れてしまいそうだったから。

　カインハルトにまるで赤子のように抱かれて、カレンは歓喜に打ち震えた。

（かばってくれる人がいた！　わかってくれる人がいた！）

　ずっとずっと、認めてほしかった。

　剣の切っ先が怖い、矢が飛んでくるのが怖い。人の死が怖い。

　それを押し殺して、仲間のために、彼らの家族のために必死に戦ってきた臆病な自分を、ずっと誰かに認めてもらいたかったのだ。

　セイラの姉ではなく、〝カレン〟を認めてほしくて、怖いのも逃げたいのも我慢して立ち向かってきた。

　それを。

（認めてもらえた……）

　しかも、自分の夫となる人に――。

　カレンは胸に込み上げる感情の嵐に全身を満たされながら、カインハルトを見上げた。

　その横顔は怒気を孕みつつも凛りんとしていて、王に盾突いたというのに気にも留めていないようである。

　カインハルトは視線に気づいてカレンを見たが、カレンの瞳がうっすらと濡れているのを認め、ぎょっと驚いたようだった。逡しゅん巡じゅんするように視線をさまよわせたあと、カレンを抱える腕にさらに力を込めて抱えなおしてくれた。

（……しまった。情けない顔を見せてしまった）

　けれど、体を支える腕が力強くて、熱くて、今のカレンにとってはそれがすべてだった。

　カインハルトは今度はカレンを脇に抱えるようにして、わなわなと震えている王に背を向けた。右腕ザッシュと左腕アッシュフロストが、涼しい顔でそれに従う。

　ふたりが押し開けた大きな扉をすり抜けて、カインハルトはカレンを抱えたまま回廊を抜け、城の門へと続く庭へと出る。

「カ、カインハルト様」

　抱えられたままのカレンは、揺れに耐えながらカインハルトに訴えた。

「わ、私なんかのために、お立場を悪くする必要は、ありま、ありません」

　早くこの場から去りたいと言わんばかりのカインハルトは、大股でどんどん謁見の間から離れていく。抱えられているカレンもそれに合わせて揺られるが、めげずに言葉を続けた。

「つい先日、まで、敵であった私を憎く思うのは当然のこと。わ、私は大丈夫です。あ、あの、あのっ、止ま、止まって！」

　カレンが大きな声で訴えると、カインハルトはやっと我に返ったかのように足を止めた。バラの香りがする。セイラに似合うと言われるこの花が、カレンは苦手だった。

　豪華で、美しく、高慢さすら感じる高貴な花――セイラにぴったりである。

　優しく下ろされて、カレンはふらつくこともなくカインハルトと見つめ合った。

　大きな人なので、見上げないとその表情はうかがえない。

「……私のために、あなたが王に反する必要はない」

　今からどんな挽回ができるかわからないが、カレンをかばったばかりにカインハルトが不遇な目に遭うのは許しがたい。

　カインハルトの透き通るような水色の瞳を直っすぐに見つめた。

「必要であれば、私が頭を下げます。私なんかの――」

「あなたなんかの謝罪で王のご機嫌が取れると思ってるんですか？」

　カレンの言葉を引き継いだのは、カインハルトの右腕ザッシュである。昨日と同じく、カレンを路傍の石でも見るような目で見ている。

「そ、それは……」

　突然会話に割り込んできたザッシュに、カレンはたじろいだ。

　たしかにその通りだ。

　カレンの謝罪に、あの王はなんの価値も見いださないだろう。

（……セイラだったら、あの場にいただけできっと）

　カインハルトの言葉で温まっていた心が、また一気に冷え始める。

（カインハルト様に迷惑をかけることもなく、有益なものをもたらすことができたはず――）

　カレンはセイラのように器用ではない。

　人の心を掴む小細工もできないし、容姿だって美しくない。

　カインハルトのもとへ嫁いだのも、自分が望まれていないとわかっていながら逃げてきたようなものだ。

　あの、セイラしか見えていない者ばかりの城から。

（むせ返るようなバラの香りのせいで、息ができない）

　突然、足もとに真っ暗な沼が現れて、カレンをのみ込もうとする。

　――ポン。

　いつの間にかうつむいていたカレンの頭を、大きくて温かい手のひらが覆った。

　ごつごつとした感触の指が、ぎこちなくカレンの頭をなでていく。

　沼に沈みかけていた足が、気づけばきちんと地面についていた。

「カレン様が気に病まなくても、あれがうちの主人の意思ですよ」

　なでるだけで一向に口を開こうとしないカインハルトの代わりに、アッシュフロストが答えた。

　彼はザッシュと違って、少なからずカレンを認めてくれているようである。

（……違う）

　カレンは、アッシュフロストへと向けていた視線を、いまだ自分の頭に手を置いている主へと移した。

　そこには、透き通るような水色の瞳で直っすぐにカレンを見つめているカインハルトがいる。

　カレンの視線を受けて、不思議そうにカインハルトが首をかしげた。

　その仕草の、なんと尊いことか――。

　カレンは心臓からカッと熱くなるのを感じた。

　胸から上がってきた熱が、カレンの顔を真っ赤に染める。

　染めているのが、わかるほどに顔が熱い。

（……この人が、私を認めてくれているから）

　だから、アッシュフロストは彼に倣い、カレンに敬意をもって接してくれている。

　まるで世紀の大発見でもしたかのような気分になって、カレンの胸は勢いよく弾んだ。

　透明な水色の瞳はきっと世界一きれいだ。

　顔を横断するその傷ですら彼を引き立てている。

　死ぬほど似合わない背後のバラの生け垣ですら、今は彼を彩るものでしかない。

　カレンの目には、目の前の大熊が世界の秘宝のように見えた。

（――この人の役に立ちたい）

　聖女カレンにとって、初めての強烈な欲求だった。

　誰から言われたわけでも、望まれたわけでもない。自分ひとりがただ望む、鮮烈な願いだった。

　カインハルトの手を頭にのせたまま、カレンはしばらく呆然と立ち尽くしていた。










聖女カレン、役に立ちたい立てない立ちたい




　城に行ったその日の夕食の席。

　カレンはさっそく、カインハルトに〝お願い〟をした。

「……仕事が欲しい？」

　カインハルトの形のいい眉が不可解そうにくいっと持ち上がる。

　その動きがなんともアニメ的でかわいらしく、カレンは口に放り込んだ鴨のソテーを丸ごと飲み込んだ。

　カレンが登城してから、二日ほど経っていた。

　あのバラの香りが満ちる庭で、鮮烈な想いにとらわれたカレンは、じっくり二日かけて、自分の気持ちを整理整頓していたのである。

「私にできることがあれば、なんでも言ってください」

　丸飲みした鴨のソテーがなんのその。

　カレンは今、使命に燃えていた。

　この、目の前の美しい大熊の役に立ちたくて仕方がなかった。

（私のこの気持ちが、カインハルト様の重荷になったらだめなんだ）

　それだけはわかる。わかるのだが、出会って数日の夫が望むことなど、カレンにはわからない。

　二日かけて煮詰めた考えは、〝本人に聞こう〟だった。

　突然おかしなことを言いだした、妻になったばかりの女にカインハルトは戸惑っているようである。

　鉄面皮のように見えて、意外と表情豊かな人だ。

　鼻息荒く返事を待っているカレンと、困惑しているカインハルトのせいで、晩餐室は妙な空気に包まれている。

　見張りの兵士数名と、アッシュフロストに至ってはカレンが第一声を発した時点で遠慮なく噴き出し、腹を抱えて厨房へと引っ込んでしまった。

　そんな部下を横目に、カインハルトは戸惑ったまま口を開いた。

「……仕事をさせるためにあなたを妻にしたのではない」

　言われて、カレンは口ごもった。

　まるで好いているからと言われているようだったから。

　かなり浮かれている。

　この気持ちが〝恋〟などと言うつもりはない。〝恋〟と呼ぶにはあまりにも幼稚で、まるで鳥のヒナの刷り込みのように、カインハルトに尽くしたいと考えているのだ。

　それでも、カインハルトにそのように言われると勝手にうれしくなってしまう。

　カレンが受け取った意味ではないだろうこともわかっているのに、うれしさがこみ上げて勝手に口もとが緩んだ。

「聖女であるあなたが和平協定の証として私のもとに嫁いできてくれたことが、あなたにとってなによりの大仕事だっただろう」

　カインハルトの冷静な言葉に、カレンの甘酸っぱい勘違いは粉々に砕け散った。

　厨房から、アッシュフロストの容赦ない大笑いが聞こえてくる。

「そ、そうですね……」

　カレンは萎しおれた野菜のような返事を返して、鴨のソテーを小さく切り分けた。

（でもめげない。がんばるんだ）

　カレンは決意新たに、その夜はしなびたまま枕を濡らして夜を明かした。




「どうせなら、あのかわいい聖女のほうがよかったよな」

「怪我してもすぐ治してもらえるしな」

「俺、戦場で一度手当てしてもらってさ。腕がちぎれかけたのに、聖女様が触れた途端、傷口がぬるま湯につかったみたいにあったかくなって、治っちゃったんだ」

「奇跡じゃん」

「あーあ。やっぱりあっちの聖女様のほうがよかったよなー」

　デジャブだ。

　カレンは今、カインハルトの執務室へと向かっている途中である。

　昨日の話の続きをするためだ。

（私になにか仕事を――）

　朝食を持ってきてくれたメイドに執務室の場所を尋ねると、カレンの部屋がある塔から彼の執務室に向かうには、この屋敷に常駐している兵士たちの庁舎を通らなければならないとのことだった。

　その中には、カレンが戦場で投げ飛ばした者もいるだろう。もしかしたら、後遺症が残った者もいるかもしれない。

　不要な火種はカインハルトに迷惑がかかるだろうと、カレンはできるだけ息をひそめて庁舎の前を通ったのだが、聞こえてきた兵士たちの会話に思わず足を止めてしまった。

（ああ、これはまた、私だけが傷を負うやつ……）

　わかっていながら、気配を消して聞き耳を立ててしまうのは人間の性さがだろう。

「将軍だって、あのかわいい聖女様のほうが絶対うれしかったよな」

「幼少のみぎりから戦場に身を置いている人だからなあ」

「家には、戦場の苛烈さを忘れさせてくれるような優しい奥方がいてほしいよなあ」

　ただの悪口じゃないところがまたつらい。

　彼らから、心からカインハルトを思う気持ちが伝わってくる。

（信頼していたと思っていた仲間たちにゴリラ聖女と蔑まれていた私とは大違い……）

　カレンはふらふらと庁舎から離れた。

　こんな精神状態では、カインハルトのところに顔を出すことなどできない。

　様々な形の生け垣を通り抜けて、カレンは頑丈な柵に額を預けた。

　庭の端らしい。奥には森が広がっている。人の気配もない。

（ここでも一緒だ。どこにいったって、私は疎まれる存在なんだ）

　握られた柵がメキメキと軋み、ボキリと折れる。

　その折れた柵を見て、カレンの心も折れた。

　カレンの両目から、勢いよくぼろぼろと大粒の涙がこぼれた。

　頭上で揺れる大木がさわさわと風に揺れて、カレンに影をつくる。

（このまま消えちゃいたい――）

　カレンが感情の沼に落ちかけた時だった。

「こらあ！」

　突然、背後から野太い声で怒鳴られた。

　陰いん鬱うつな感情も涙も引っ込んで、カレンは慌てて振り返る。

「なんじゃ、新しいメイドか」

　そこには、大きな鍬くわを持った小柄な老人が立っていた。寒々しい冬空だというのに、すっぽりと麦わら帽子をかぶっている。

　彼にメイドだと間違えられるくらい質素な服を着ていたカレンは、こんな貧相な姿でカインハルトの妻は名乗れないと口をつぐんだ。

「なんじゃお前、柵を壊したな？」

　カレンが握っている柵の一部を見て、老人はぎろりと睨みつけてきた。

「ごっ、ごめんなさい」

「ようそんな硬い柵を壊したもんじゃ。もともと錆さびついちょったかな」

　カレンの謝罪など聞こえていないかのように、老人は無遠慮に近づいて無残に握りつぶされた柵を眺めた。

「ふむ」

　どこからどう見ても錆びて壊れたわけではない。

　カレンは断罪を待つ罪人のように、直立不動で沙汰を待った。

「お前、暇か」

　目を真っ赤にして、涙の跡を残したままのカレンを老人は下からじっと眺めてくる。

「あ、は、えっ」

「壊した柵の分だけ儂わしの手伝いをせえ」

　持っていた鍬をぽいっとカレンに渡して、老人は踵を返した。

　鍬を持ったままあたふたとするカレンを振り返り、早く来いと顎をしゃくる。

「儂はモンタナ。この屋敷の庭を任されている庭師じゃ」

　そう言うと、カレンを置いてさっさと先へ行ってしまうので、カレンは鍬を抱きしめたまま慌てて彼の後を追った。

　モンタナは立派な脚力で森のほうへと向かうと、ここを耕せとカレンに言った。

　もとは草原だったのだろう。細長い畑の形にきれいに草が抜かれている。森の中とはいえ、庭が見える位置だ。周囲に木々が生い茂っているが、草が抜かれた畑になる予定の場所には日差しが燦さん燦さんと注いでいる。

「花壇の草を抜いとったら腰をやってもうての。手伝いを探しちょったんじゃ」

　カレンは鍬を抱きしめたまま、モンタナをじっと見た。

　庭師ということは、あのおもしろい生け垣の生みの親なのだろう。

「あ、あの、色んな形の生け垣、すごかったです」

　カレンが言うと、老人はふんと鼻を鳴らした。あまりうれしくなさそうである。

「おべっかなんぞいらん。あの生け垣が屋敷の雰囲気と合わんと屋敷の者が言ってるのを儂は知っちょる」

「えっ」

　カレンは困惑した。前世で観た『シザーハンズ』という映画に出てきた生け垣のようで、とても素敵だと思ったのだが。

　戸惑うカレンに、モンタナは意味ありげな視線をちらりとよこした。

「……どれがよかった」

　ぼそっとそよ風にかき消されそうな声で言う。

「あ、熊のやつ……。カインハルト様を、表現されてるんだなって思って。かっこよかったです」

　まさにただの熊だったが、それがカレンはおもしろく感じたのだ。

「……ふん」

　カレンの言葉に、モンタナは顔を伏せて鼻をかいた。

　照れているのか。麦わら帽子から覗いた耳がちょっとだけ赤かった。

　すさんだ心が思わずほっこりしたカレンに、しかしモンタナは意外と厳しい声で告げた。

「無駄話はここまでじゃ。さっさと耕せい」




　草が抜かれて多少は柔らかくなっている土に鍬を突き刺し、ゴロゴロ埋まっている拳くらいの石を拾って一か所に集めていく。これはあとで花壇の土留めに使うのだという。

　ある程度石を取り除くと、さらに土をほぐすように耕す――足首まで土に埋まってしまったのを見て、カレンはブーツを履いてきてよかったと心から思った。

「もっと腰を入れろぉ！」

「はい！」

「鍬の角度はそうじゃない！　こうじゃ！」

「はい！」

　カレンはモンタナに指導された通りに鍬を土に振り下ろした。もちろん力を加減して。

　本気で力を入れてしまったら、地面が割れてしまうだろう。

　ちなみに今もっている鍬は二本目の鍬である。一本目は憐れカレンの怪力の犠牲となってしまった。

　きれいな角度で、ザクっと抵抗少なく土に鍬が入る感触が気持ちいい。

　鍬を立てれば立てるほどふかふかになっていく土に足をとられながらも、カレンは黙々と作業を続けた。

　気づけばモンタナは姿を消していて、カレンはひたすら鍬を動かすことに没頭していた。

　寒空の下だというのに、ぽかぽかと体が暖かい。

　ふうと顔を上げると、真っ白な雲が冬の澄んだ青空を流れていく。

　冬に汗ばむほどの運動が、先ほどまで感じていた陰鬱な気持ちを消し去ってくれていることに気づいた。

（……体を動かすって気持ちがいいな。こんな気持ち、久しぶりだ）

　戦場で気を張りながら動き回るのとは違う。

　なにかを生み出すために体を動かすのは気持ちがいい。

「おお」

　感嘆の声が聞こえて、カレンは振り返った。

「この短時間でようここまでやったな。大したもんだ」

　大きなバスケットをぶら下げて、もう片方の手には厚手の絨毯を抱えている。

「飯にするぞ」

　モンタナは日あたりのいい場所に絨毯を敷くと、その上に籠の中身を広げていった。

　並べられたのは、具だくさんのサンドイッチと食べやすい大きさにカットされた果物に、湯気を上げるティーポットとカップ。

「おいしそう……」

　思わずつぶやくと、タイミングよくお腹もぐーと鳴る。

「いい運動になっただろ。ほれ、食え食え。まだまだ仕事はあるぞ」

　恥ずかしさに真っ赤になったカレンを、モンタナは朗らかに笑う。

　絨毯に座って頬張るサンドイッチは、新鮮な野菜の歯ごたえがよく、ジューシーな薄切りのハムがこれでもかと挟まっている。トマトの酸味と、まろやかなソースの相性が抜群である。

　今まで食べたどのサンドイッチよりおいしく感じた。

「ほれ。紅茶は好きか」

　口いっぱいにサンドイッチを頬張りながらカレンがうなずくと、モンタナは小ぶりなカップに湯気を立てる紅茶をなみなみと注いでくれた。

「仕事をしたあとはゆっくり休むのがいい」

　そう言って、空を見上げる。

　カレンもつられて空を見上げた。

　先ほどと同じように、抜けるような青さの青空を白い雲がゆっくりと横切っていく。

　鷹たかだろうか。随分と高いところで、大きな鳥が翼を広げて風に乗っていた。

　森から小鳥たちの声が聞こえる。

　冷たい風もなく、暖かな日差しがつい先ほどまで涙で濡れていたカレンの頬を、じんわりと温めてくれた。




　――こうしてモンタナに出会った日から、カレンの日課に「畑仕事」が加わった。

　そもそも、カインハルトのもとへ嫁いできたとはいえ、結婚式の予定もない形ばかりの花嫁である。カインハルトに仕事を乞うたがすげなく断られてしまったカレンに、やるべきことなどなにひとつなかった。

　だからこそ、モンタナと出会えたのはカレンにとって幸いだった。彼と畑仕事をすることで、この邸に〝不必要な人間〟であるという事実からやんわり目を逸らすことができたからだ。

　メイドにお願いして、畑仕事で汚れてもいいような服も用意してもらった。生成りの服と、分厚い防寒着、汚してもいいブーツも用意してくれた。それらを着て日課のために畑へと向かっている途中、カレンは厨房の使用人が騒いでいるところへ出くわした。

「誰がこんな大量に丸太を発注しろって言った!?」

「すみ、すみません……」

　見ると、くりくり巻き毛の分厚い眼め鏡がねをかけた少年が大柄なコックに怒られている。

「こんな大量の丸太、誰が割るんだ！」

「すみませええええん」

「泣くなー！」

　ものすごい勢いで怒られている。

　見ると、厨房からつながる中庭に大量の丸太が積み上げられ、小さな丘ほどの高さになっていた。

　どうなるのかと気になって様子をうかがっていると、発注ミスをしてしまった少年が責任を持って薪割りをすることになってしまったらしい。服装を見る限り、コック見習いらしい少年が泣きながら斧おのを引っ張り出してきたのを見て、カレンは同情した。大量の丸太を薪にするのは、あの小柄な体では骨が折れるだろう。

　見ていると、高く積み上げられた丸太を取り分けることにすら苦労している。

　薪用に売られている丸太は、基本的に薪一本分の長さに切り分けられている。それを四等分に斧で割っていくのだが、丸太は丸太なので、短くそろえてあるとはいえかなりの重量だ。

　まだ十代前半に見える若い少年には、かなりの重労働だろう。

　一番上の丸太をどうにかこうにか下ろそうとしている少年を見かねて、カレンはそっと彼に近づいた。

「わあっ」

　カレンに気づいた少年が悲鳴を上げるが、カレンはおかまいなしにてっぺんの丸太をひょいっと持ち上げた。

「何本くらい割れそう？」

　尋ねてみたが、片手でひょいっと丸太を持ったカレンに驚きょう愕がくしている少年は口をパクパクさせたまま声を出そうとしない。

（早くしないとモンタナさんに怒られちゃうな）

　カレンは適当に置いとくね、と告げると、丸太をひょいひょい持ち上げて彼が使いやすいよう地面に並べていった。

「怪我しないようにね」

　カレンはそう言って、駆け足でその場を去る。

　余計なことをした自覚があったからだ。

　彼の先輩であろうコックに見つかる前に、カレンはその場を後にした。




「遅い！」

「すみません！」

　結局、カレンもモンタナから勢いよく叱られることになった。










聖女カレン、ソラマメを植える




「和平反対派ミリタントの動向はどうなっている」

　カレンがモンタナと畑を耕している頃、カインハルトは兵士たちと訓練にいそしんでいた。

　真冬の寒空の下、上半身むき出しのマッチョたちが整列して体操するさまはなかなかに壮観である。

「今のところはおとなしいですね。見張らせているアジトも静かなもんです。アゼットからオリエルタによこされたのが、戦場で音に聞くカレン様だったおかげで、自分たちには荷が重いと慎重になっているようです」

　カインハルトはアッシュフロストからの報告に耳を傾けながら、成人男性が持つのも苦労するような大剣を振り下ろした。

　毎日の日課は、この大剣で素振りを千回。カインハルトが大熊と呼ばれる所ゆ以えんである。

　和平反対派――通称ミリタント。オリエルタが長年抱え続ける癌がんのようなものだ。軍隊崩れの者たちが徒党を組み、オリエルタと他国が争う火種をつくっては、火に油を注ぐ活動を続けている。アゼットとの開戦も、このミリタントによるものが大きく関係していた。

　ミリタント――大儀のためとは謳うたっているが、要するに戦場でしか生きていけないような者たちの集まりである。もう何代にもわたり、彼らはオリエルタに戦禍を招いてきた。

「油断せず監視を続けておけ」

「ハッ」

　アッシュフロストはわざとらしく敬礼すると、「次は奥方様の動向なんですが」と切り出した。肩が震えている。

「……なにを笑っている」

　アッシュフロストが肩を震わせながら笑いをこらえているので、カインハルトは訝いぶかしげに眉を上げた。

　肩を震わせるアッシュフロストの後ろで、ザッシュも不可解な幼なじみの様子に引いている。

「奥方様の動向ですが」

　笑いをこらえながら改めて始まったアッシュフロストの〝奥方様〟の報告に、カインハルトは目を丸くした。




◆




「よし、畝うねに埋めていくぞ」

　モンタナが手にしているのは、ソラマメの種である。

「これはカインハルトの好物でな。実ったら、これが入ったシチューを作る」

「カインハルト様の……」

　言われて、カレンは夫であるカインハルトの好物を知らないことに気づく。

（あたり前か。まだ一緒に食事を始めて数日だし、それ以外は全然会わないから）

　朝と晩の食事だけは共にする約束である。とはいえ、カインハルトは多忙の身だ。カインハルトが仕事を抜けられないときなどは、カレンひとりで夕食を食べるときもある。

「あとで収穫するジャガイモも一緒に入れるんじゃ。ほくほくしてうまいぞ」

「おいしそう……」

　想像するだけで涎よだれがあふれそうである。

　ソラマメの種にはおはぐろと呼ばれる部位があり、そのおはぐろを斜め下方向に向けて土に押し込むように植えていくらしい。

　モンタナはカレンがきれいに整えた畑に座り込むと、手のひらで畝に穴をあけてそこに種を植えていく。ごつごつとした大きな手だ。過酷な庭仕事をこなし続けているからか、指や手のひらに大きなタコもできている。

「そういえばお前、壊した柵をなおしたか？」

「え？」

　カレンはモンタナの手から視線を上げた。

「今朝修繕しようとしたら、どこも壊れてなくてな。お前がなおしたのかと思っちょったが」

　言われて、カレンは小さく首を横に振った。

「ま、誰かは知らんがなおしてくれたんならよかったわい」

　モンタナはがははと笑って、種植えを再開した。

「この品種はソラマメの中でも寒さに強い種だ。逞たくましく越冬して、栄養満点の実をつけてくれる。カインハルトは、この豆であそこまで大きくなったと言っても過言ではない」

　モンタナの口ぶりは、カインハルトがまだまだ小さな子供であるかのようだ。

「モンタナさんは、カインハルト様が小さい頃からご存じなんですか」

　カレンもモンタナに倣って、種を畝に植えていく。

「そうじゃな。儂はこの屋敷が長いから、あやつが産声を上げた時から知っとる」

「えっ」

　そんな昔から知っているとは驚きだが、モンタナの穏やかな眼まな差ざしや、口もとや目もとに刻まれた深い皺を見ていると、それも納得である。この屋敷のことならなんでも知っているというような雰囲気なのだ。

「昔は小さくて病弱で、熱を出しては寝込んでばかりのちびすけだった」

「えっ」

　カレンはまた驚きの声を上げた。

　大柄で逞しい今のカインハルトからは想像がつかない幼少期である。

「あれの母親が南国出身でな。この国の寒さは随分とこたえると言っておったわ。自分の寒がりがカインハルトに似てしまったとよく笑っていた」

　どこか遠い目をして語るモンタナの言葉に、カレンはじっと耳を傾けた。

「もっと滋養がつく物を食べさせようと、畑を耕して野菜を作り始めたのもあれの母親じゃ。儂はそれを引き継いで、庭仕事とは別にうまい野菜を作っとるってわけじゃ」

　モンタナがにかっと歯をむき出しにして笑う。

　カレンもそれにつられて笑った。

「私も、モンタナさんが作ったソラマメのシチュー、食べたいです」

「顎が外れるほどうまいぞ。ほれ、そんならさっさと植えて芽を出さんとな」

「はい！」

　モンタナのカラッとした笑顔が気持ちよくて、カレンも大声で返事をした。




　中途半端に手伝ってしまったコック見習いの少年が気になってしまい、カレンは畑からの帰り道、厨房の中庭に顔を出した。

　見ると、まだカンカンと薪割りをしている。しかも泣きながら。

「終わらないよぉ」

　情けない独り言が聞こえてきた。

　厨房は夕飯の支度に大忙しで、彼を気遣ってくれる余裕はなさそうである。

「随分とできたね」

　カレンはあえて明るい声で彼に話しかけた。

　少年の足もとには、歪いびつに割られた薪が山積みとなっている。

「あ、奥様」

　おくさま。

　聞きなれない呼び名に、カレンは固まった。

「あ、あ、えっと、不躾にごめんなさい。奥様がカインハルト様とお食事をされている晩餐室に、給仕のお手伝いで入った時があって、それで、えと、僕は厨房見習いの、ダニーです」

　どんどん小さくなっていく声で、少年ダニーはカレンに名前を教えてくれた。

「あ、ああ、なるほど」

　ふたりしてしどろもどろである。

「朝は、ありがとうございました」

　ダニーは律儀に頭を下げた。

「おかげで、奥様が下ろしてくださった丸太は、なんとか薪にできました」

　はにかんだ笑顔がかわいい。

「うん、けっこうたくさんあったのに、ちゃんと全部薪にしたんだね。すごいね」

　普段人を褒めることの少ないカレンだが、素直に感心してそう言った。

　薪割りは慣れていないのだろう。決して上手とは言えないが、山積みになった薪を見れば彼のがんばりがうかがえる。

「い、いえ、もとはといえば自分が間違えるから……」

　言いながら、うるうるとまた涙ぐんでいる。どうやら、カレンの褒め言葉も素直に受け取れないようである。

　斧を地面に下ろして、ダニーはうつむいてしまった。

「……間違えない人間なんていないでしょう」

　カレンはダニーから少し距離を空けてしゃがみ込むと、薪割り台の切り株の上に薪にするための丸太を置いた。

　その丸太を、手刀でカコンッと半分に割る。

「今日間違えても、明日間違えるとは限らない。生きていたら失敗も成功も腐るほど繰り返していく。たまたま今回、ちょっとした失敗をしちゃっただけで、そりゃ落ち込むけど、でも落ち込んでめげたあとは、どう挽回したらいいか考えたり、明日の成功のことを信じたりするほうが、今の自分にも未来の自分にも大事だと思う。前を向くってことは未来の自分を信じることだと思うから……。多分」

　――カコンッ。

　なんとも締まりがない励ましになってしまったが、嘘じゃない。

　色んな人がいる。色んな日常がある。失敗しない人間なんておそらくいない。それなら、犯してしまった失敗にとらわれ続けるより、いつか巡ってくる成功のことを考えていたいと思うのだ。そしてその成功を成せる自分を、信じてあげたいのだ。

　丸太を四つに割って薪になったそれを、カレンはほかの薪と同じように積み重ねていく。

　――カコッカコッ。

　少しずつ薪割りの要領を思い出してきた。カレンはダニーが元気になるまでの間、ひたすらテンポよく薪を割り続けたのだった。素手で。

「奥様……」

　ダニーはといえば、カレンの怪力を目の当たりにしてとっくの昔に涙は引っ込んでいた。




「いたた……」

　久しぶりの薪割りに興が乗ってしまい、カレンは随分とたくさんの薪を積み上げた。

　そんなカレンに触発されてダニーも無言で薪割りを再開し、あれほどうずたかく積まれていた丸太が半分になったほどだ。

（父さんと一緒に薪割りをするのが私の仕事だった。馬鹿だな、そんな大事なことを今まで忘れていたなんて）

　大樹の木漏れ日の下で、父とたわいもない話をしながら薪割りをしている時間が好きだった。

（……思い出せてよかった）

　時間も忘れて薪割りをしていたせいで、気づかないうちにカインハルトとの晩餐の時間を過ぎてしまっていた。

　厨房から「奥様がまだいらっしゃっていない」と騒ぐ声が届かなければ、ひたすらに薪割りを続けているところだった。

　薪割りどころか畑仕事のあとである。土埃ぼこりまみれで、着替えも湯あみもせずカインハルトの前に出られるような姿ではない。

　カレンは、「今夜の晩餐は部屋で取ります」とダニーに伝えてもらうことにした。そうしてほかの誰かに見つかる前に、自分の部屋へと引きこもったのである。

　カレンは、身の回りのことは最低限自分でこなすとカインハルトに伝えていた。メイドが手を出すのは、カレンが留守にしている間の部屋の清掃と、暖炉への火入れ、そしてお風呂の用意である。

　今日はいつも戻る時間より遅くに帰宅したため、メイドたちが早々とバスタブに張ってくれていたお湯が少し冷めてぬるくなっていた。

　素手で薪割りをしたせいで久しぶりにできた擦り傷に、ぬるめのお湯が優しい。

　お風呂につかっていると、誰かが部屋へと入ってくる物音が聞こえた。どうやらメイドたちが、夕飯を運んできてくれたようである。

「――まったく、カイン様とお食事されないなら早めに言ってくださればいいのに」

「おかげで仕事上がりにばたつかされたわね」

　聞こえていないと思ったのだろう。それはそうだ、何者かの気配をいち早く察知するために、浴場の扉を半分開けてお風呂に入る癖がカレンにあるなんて、きっとこの城の者は誰も知らない。

（しまったな……。戦場に出始めてからついた癖だけど、そろそろなおさなきゃ）

　見る見る込み上げてきた涙をごまかすように、カレンは静かにお湯の中に潜り込んだ。

　お湯でやわやわにふやけた心を不意打ちに攻撃されて、あふれた涙で溺れそうである。

　のろのろと濡れた体を拭いて浴室を出る。

　傷の手当ても、運ばれた夕食も、なにもできないまま、カレンは濡れた髪でベッドに転がった。

　モンタナのカラッとした性格に触れて感じる清すが々すがしさと、落ち込んでいた少年を少しは励ますことができたかもといううぬぼれが、こんな油断を招いてしまったのだろうかと、カレンは自問する。

（心を武装しよう。傷つかないように、悲しくないように）

　弱りきった心から目を逸らすように、カレンは薄汚れて破れた白いハンカチを握りしめて眠りへと落ちていった。










聖女カレン、眠る




　その夜、カインハルトは音もなくカレンの私室へと訪れた。

　この塔への出入りは、カレンの身の周りの世話をするメイドたちと、カインハルトだけが許されている。

　目立たないように黒い外套を羽織ってきたのもあり、まるで死神のように部屋の入り口で立ち尽くし、カインハルトは耳を澄ました。

　小さな寝息が聞こえてくる。

　枕もとの小さな明かりが、深く眠るカレンの白い顔を照らして薄闇に浮かび上がらせていた。

　音もなく室内に入ると、火の落ちかけた暖炉に薪をくべた。石垣が組まれたこの塔は、内部を分厚い布で覆っているとはいえ、火が途絶えると凍えるほど冷える。

　そのまますべるように室内を移動すると、カレンの枕もとへと立った。

　カインハルトの精悍な顔つきが、小さな明かりに照らされてその彫りを深くする。

　視線の先には、涎を垂らして眠るカレンの寝顔があった。今夜の晩餐に間に合わなかった理由は、小間使いの少年からすでに聞いている。自分のせいで奥様が怒られるのは嫌だからと、勇気を出して進言してくれたのである。

　カインハルトがベッド脇のスツールに腰掛けると、黒い外套がまるで巨大な鳥の翼のように広がった。

　その翼が蠢うごめくと、ごつごつした大きな手が一瞬のためらいをもって、カレンの弛緩した手を取る。

　肌ざわりのいいキルトのワンピースの袖口から覗くその手は細く小さく、しかし手首から上になると傷が目立つ。

　暗闇で見えない傷痕でも、触っていけば皮膚の凹おう凸とつで知ることができる――。

　この傷痕は、セイラの治癒が間に合わなかったものだ。

　屋敷へとやって来た初日、旅装も解かず眠ってしまったカレンの身支度を整えたのは誰であろうカインハルトである。

　その時、足首や耳の後ろなど、人目に触れない場所に傷痕が多くあるのを発見したのだ。

　目立たない場所にできた傷の治癒をセイラにさせなかったのだろう――兵士たちの治癒を優先させるために。

　そんなカレンの手に、まだ真新しい傷ができている。

　手刀を落とすように素手で薪割りをしていたと聞いたが、まさに小指側の側面の皮膚がザラザラと削ったようになっている。明かりに照らすと、血も乾いておらず湿っている状態だ。

　なぜ、これだけの力を持ちながら、強きょう靭じんな体を与えられなかったのか――。

　カインハルトはカレンに力を与えた神の不親切な所業に、眉をひそめて不満をあらわにした。

　そして懐に入れてきた薬と包帯を取り出した。

　小さく切った包帯に殺菌と鎮痛の作用がある液状の薬を染み込ませ、それで傷口を覆う。その上から清潔な包帯を巻いて手当ては完了である。

　まるで宝物のようにカレンの手をそっとベッドへと下ろすと、寒くないようにブランケットをかけた。

　カレンの手もとでくしゃくしゃになっていたレースのハンカチは、丁寧に皺を伸ばしたあと、きちんとたたんでそっと枕もとに置いた。

　大熊だなんだと謳われ野蛮なイメージの強いカインハルトだが、カレンの五倍はきちんとしている性格なのだ。

　そんなカインハルトは、しばらくカレンの寝顔を眺めたあと、また音もなく部屋を後にした。




◆




　――シュル……。

　衣擦れの音がする。

　柔らかな布が指を伝い、優しく温かい手が触れる。

　――パサ……。

　そこに誰かがいるのに、重いまぶたが開かない。

（優しい手）

　その手が、カレンの額に伸びてそっと前髪を拭っていく。




「夢か」

　カレンは高い天井を眺めてぽつりとつぶやいた。

　とてもいい夢を見ていたような気がする。心がぽかぽかと温かくなるような。

（なにしてたんだろ。右手があったかくて、気持ちよかったな）

　そう思って天井に向けて右手を掲げた。

「ん？」

　そこには、丁寧に包帯が巻かれた自分の右手がある。

　昨夜、手当てをして眠った覚えがない。

「あれ？」

　右手をひらひらと振ったり手のひらをひっくり返したりしながら、カレンはまじまじと手当てされた右手を見た。

　メイドだろうか――いや、昨日の物言いを聞く限り、彼女たちではないだろう。

（じゃあ誰だろう？）

　鎮痛の薬でも塗ってあるのか、痛みが和らいでいる。

　カレンは不思議に思いながらも、気持ち悪くは感じなかった。

　治癒能力のあるセイラがすぐそばにいたので、カレンに傷の手当ての知識はつかなかった。

　目立たない場所にできた小さな傷や打撲は基本放置である。なので、適切な処置がなされなかった傷はむごい傷痕になって残っているところもある。

（こんなふうに、手当てしてもらったのなんて小さい頃以来だな）

　カレンは夢の続きを見ているかのように、心が温かくなるのを感じた。




　――それ以来、カレンが怪我をすると夜中にこっそり手当てされていることが続いた。

　ある日はモンタナに言われて庭のベンチを移動した際、右手の小指をひっかけて爪がはがれかけてしまった時。朝起きたら患部の小指に丁寧に包帯が巻いてあった。

　ダニーと一緒に肥料袋――カレン五袋、ダニー一袋――を運んでいた翌朝も、ひねってしまった足に鎮痛効果のある薬が塗られ、包帯で手当てされていた。

（……誰だろう）

　どの手当ても丁寧で、慣れている。

　そして、カレンを起こさずに治療だけして姿を消すなんて、メイドや執事をはじめとする普通の人間ができる所業じゃない。




「……だから、もしかしたら幽霊なんじゃないかなって」

「なんじゃと？」

「怪我した翌朝起きたら、怪我したところがいつも丁寧に手当てされるようになったんです。私が寝てる間に。誰かわからなくて……。もしかして幽霊かなって」

「えっ……、怖い」

　今日のランチには、ダニーも参加している。

　ダニーはカレンの話を不気味そうに聞いているが、カレンは怖がらせるために言っているわけではない。

「仮にもこの屋敷の嫁が誰とも知らん奴を部屋に入れたのか」

　モンタナがジト目でカレンを見てくる。

　初めはこの屋敷に雇われた新人メイドだと思われていたが、いつの間にかカレンがカインハルトに嫁いできた妻だと知ったらしい。そうと知ってからも、変わらずただのカレンとして接してくれるモンタナには感謝しかない。

「え!?　いや！　違いますよ!?　私が部屋に入れたんじゃありません！　勝手に入ってきたんです!!」

「奥様、それはそれで大問題なのでは……」

　モンタナの不貞を疑う発言に慌てて弁解したカレンに、ダニーが冷静に突っ込んでいる。

「まあそうなんだけど、でも手当てしてくれただけだし、大丈夫」

「ならやっぱり幽霊じゃな」

　モンタナが言うと、ダニーがヒッと悲鳴を上げた。

　カレンはモンタナとダニーをよそに、包帯の巻かれた手と足首を見た。

　とても丁寧に巻かれている。カレンが不便なく腕や手首が動かせるようにと、巻き方も考えられているのだ。やはり手慣れた人の仕業だ。

　カレンが過ごしやすいようにと、思いが込められた包帯だ。

「幽霊でもなんでも、うれしい」

　モンタナにもダニーにも聞こえないように、カレンは小さくつぶやいた。




　――ウオォォッ。

　声を抑える必要もなかったかもしれない。

　遠くのほうから、地を這はうような野太く低い雄たけびが聞こえてきた。

「そういえば、今日は軍隊の月例会議があるそうですよ」

「会議とは名ばかりで、ただの決闘試合じゃがの」

　雄たけびが聞こえるほうには、兵士たちの庁舎と軍事訓練のための広い闘技場がある。

　カレンはあの日、兵士たちの話を立ち聞きして自分が疎まれていると知って以来、庁舎付近には近づいていない。

（……決闘試合、カインハルト様も出るのかな）

　かなり気になるが、兵士たちにカレンは好かれていない。

　自ら針の筵むしろに飛び込むには、勇気がいるのだ。

　地を這うような男たちの雄たけびが聞こえてくる方角を切なげに見つめているカレンを、モンタナはあきれたように、ダニーは気の毒そうに見つめた。

「行くか」

　モンタナが散歩にでも誘うように言う。

「夫の雄姿を見に行くのに、なにを遠慮することがある」

「決闘試合には将軍も出ますよ。最後に勝ち残った者が、将軍と刃を交える栄誉を賜れるんです」

　刃を交えるどころか、毎回剣を折られて戦意消失する人間が続出しているのだが、賢いダニーはあえてそれを伏せた。

「い、行っていいんですかね……」

　カレンは胸の前でぎゅっと拳を握りしめた。

　行きたくて行きたく仕方ないが、カレンの姿を認めた兵士たちがまたどんな会話を繰り広げるかわからない。そして主に、ザッシュがなんと言うか容易に想像できてしまうから二の足を踏んでしまう。

「いいに決まっとるわ」

「そうですよ！　行きましょう、奥様！」

　モンタナとダニーの後押しもあり、カレンは躊ちゅう躇ちょする気持ちを奮い立たせて足を踏み出した。




「いったいなにしにおいでになったんです？」

（ほらもうひどいことを言われた）

　ダニーとモンタナに背中を押されて月例会議の会場にやって来たはいいが、運が悪いことに、いの一番にザッシュに見つかってしまった。

「な、なにしにとは……」

　カレンは口ごもりながら、ちらりと背後にいるダニーを見た。助けを求めたつもりだったが、ダニーはカレンの背中に隠れて怯えている。

　モンタナは、自分で誘っておきながら『むさくるしい男どもが汗をかいてる姿なんぞ見る趣味はない』と言ってついてきてくれなかった。

「ここは軍の管轄です。あなたがたのような人間が来る場所ではない」

　ザッシュの背後にちらりと見える闘技場は、かなり盛り上がっているようだ。

　――ボンッ！

　開幕を知らせる大砲だろうか――そんなものまで用意しているとは、男たちのこの月例会議にかける情熱は生半可なものではなさそうである。

　そこにカインハルトもいると思うと心が踊るが、今はこの目の前の〝門番〟を倒さなければならない。

「わ、私もかつては戦場に出ていた身です。どうか私にもご指導ください」

　ご指導もなにも、本当はカインハルトの戦う姿を見に来ただけだ。だが、ザッシュを説得するために、自分も訓練に参加させてほしい旨をでっち上げてみる。

「知っていますよ。あなたの馬鹿力に、こちらの兵士力がどれだけ削られたと思っているんです」

　がんばってはみたが撃沈した。

「あなたは敵です。政治的な策略で嫁いできた花嫁など、私もアッシュも、将軍も認めてはおりません」

　もう撃沈していたのにさらに追撃されてしまった。しかもさっきの百倍は痛いやつ。

「どうせなら、治癒の力があるという妹いもうと御ごのほうがまだ役に立ちそうでしたのに」

　――ボンッ。

　カレンの目の前が真っ暗になったのと同時に、辺りに爆発音が響き渡った。すぐに男たちの野太い悲鳴も響き渡る。

　――ボンッボンッ。

　さらに爆発音が続く。

　見ると、ザッシュの背後の闘技場から黒い煙が上がっている。火薬に引火したのか、赤く揺れる火も見えた。

「あれほど大砲を使うなら手入れをきちんとしなさいと言ったのに」

　ザッシュが状況をいち早く察知して舌打ちした。

　そのまま勢いよく闘技場へと向かって走っていく。

　カレンも条件反射のように、ザッシュの後を追った。

「ダニーはモンタナさんに知らせて！　怪我人が出てるかもしれない！」

　後ろを振り向いてダニーにそう伝えると、ダニーは力強くうなずいて屋敷のほうへと走っていった。

「あなたもそこにいなさい。足手まといです」

　ザッシュにそう言われたが、カレンは聞こえないふりをした。










聖女カレン、奮闘する




「瓦が礫れきに何人か埋まってるぞ！　早く救出しろ！」

「またいつ爆発するかわかんねえ！　近づくのは危険だ！　消火活動が先だろ！」

「そんなこと言ってたらつぶされた奴らが持たねえよ！」

　現場は騒然としていた。

　爆発は思ったよりも規模が大きく、闘技場の壁と客席部分が半壊している。二メートルほど上にある客席から応援幕のようなものが垂れていて、それに引火したようである。闘技場は石と木材で建てられていたが、木材の柱も火に包まれていた。

　カインハルトは部下たちに指示を出しながら、消火活動を優先している。煙を吸っては、瓦礫に埋まってなくとも死んでしまうからだ。

「消火活動を最優先に。瓦礫に埋まった者は俺が連れてくる」

「いけません！」

　カインハルトを止めたのはザッシュだった。

　駆けつけたザッシュを見て、さらにはその後ろから走ってくるカレンを見て、カインハルトは目を丸くする。

「なぜ彼女がここに――」

　カインハルトがカレンを止める前に、カレンはカインハルトとザッシュを素通りした。

　全速力で闘技場を突っきり、もくもくと立ち上る黒い煙に突っ込んでいく。

「カレン殿！」

　カインハルトがカレンを追おうと足を踏み出すと、ザッシュとどこからともなく現れたアッシュフロストがその巨体を止めた。

「「いけません！　御おん身みになにかあっては国運に関わります！」」

　ふたりして同じ言葉を叫んだが、カインハルトの巨体はふたりでは止めきれなかった。

　動きはゆっくりにはなったが、ズルズルと大の男ふたりを引きずってカインハルトは前へと進んでいく。

「誰か！　手を貸せ！」

　消火活動でも救出活動でもなく、大熊の主を止めるためにザッシュは叫んだ。

　その声が届いた数人が状況を察したのか、ただ重しになるためだけにカインハルトの巨体にしがみつく。

　さすがのカインハルトも、五人の屈強な男たちにしがみつかれては一歩踏み出すのも難しくなってしまった。

　カインハルトの血管が切れそうなほど浮き上がる――。

「……ッ」

　ザッシュたちを怒鳴りつけようとして、踏みとどまった。自分の存在の重みは知っている。彼らを責めることはできない。

「――お前たち消火活動を急げ！　すぐに火を消せ！　中の者が煙を吸う前に消火しろ！」

　カインハルトはカレンのもとに行くのを断腸の思いで踏みとどまると、ザッシュたちをぶら下げたまま部下たちに指示を出す。

「将軍、火がなかなか消えません」

「今屋敷にも使いをやりました」

「水場まで遠い！　山から雪をかき集めてこい！」

　それぞれの怒号が響き渡る中、むせるような煙が闘技場に充満し始めていた。

「カインハルト様！」

　目に染みる煙の中から、カレンの叫び声が届いた。

　その声に、その場を動き回っていた者たちの足が止まる。

「受け取ってください！」

　大きく風を切る音がした――次の瞬間、黒い煙の中から男が飛んでくる。

「離れろ！」

　カインハルトの怒号と同時に、ザッシュたちが素早く離れる。まるでブーメランのように飛んできた男の体を、カインハルトは難なく受け止めた。男に意識はない。

「次！」

　カレンの声がまた響き渡る。

　カインハルトは受け止めた男をザッシュに渡すと、次の男を受け止めるために身構えた。

　するとまた煙を割って男が投げ飛ばされてくる。

「嘘だろ……」

　その場にいた誰かが、呆然とつぶやいた。

　それもそうだ。大の男が気絶した状態で、まるで矢のように飛んでくるのである。しかもご丁寧に、生成りの布で手足を縛り、手足が風圧でバラバラにならないように工夫されている。

　目の前で起きている異様な光景に、兵士たちは消火活動も忘れて見入っていた。

　そうして三人が投げ飛ばされカインハルトが受け止めてみると、全員気絶しているだけだと判明した。軽い火傷やけどはあるが、命に別状はなさそうだ。

　煙はまだもうもうと立ち上っている。

「カレン殿！　早くこちらへ！」

　カインハルトが叫ぶと、それに答えるようにゆらりと人影が煙の中から現れた。

　生成り色だった服を煤すすで真っ黒にしながら、さらにふたりの男を背負ったカレンが飛び出してきた。

「――っ!!」

　カインハルトがカレンのもとへと駆け寄る。

　もう誰も、それを止める者はいなかった。

「ごめんなさい。このふたり、怪我してて……投げていいかわからなかったから」

　煙でやられたのか、目を真っ赤にして涙を流しながらカレンが言う。

　そんなカレンを見て、カインハルトが一瞬だけ顔をゆがめた。

　潤んだ視界のカレンに、その表情は見えない。

　カインハルトは次の瞬間にはいつもの表情に戻ると、カレンから男ふたりを受け取った。

「弟、弟は！」

　ひとりの兵士が青ざめた顔で駆け寄ってくる。カレンが救出したどちらかが、彼の弟なのだろう。

「大丈夫、火傷と怪我はしてるけど、息はあります」

　カレンが息も切れ切れに言うと、男は弟を抱きしめてカレンに頭を垂れた。

「ありがとうございます、ありがとうございます……」

　涙を流しながら弟の無事を喜ぶ男にカレンが小さく笑うと、どこからもとなく、拍手が湧き上がった。初めはぽつぽつと、そしてやがて、闘技場を揺るがすほどの歓喜の声が響き渡る。

「カレン様、ありがとうございます!!」

「俺たちの命の恩人だ！」

「カレン様、万歳！」

「ありがとうございます!!」

　わあわあと皆が皆、カレンに礼を叫んでいる。

　闘技場は、爆発とは別におおいに盛り上がることとなったが、消火活動はまだ終わっていない。

「救護を！　消火活動を急げ！」

　そんな部下たちに、カインハルトは指示を出す。

　その声に我に返った男たちが、喝采をやめ弾かれたように動き出した。

「もう誰も残っていなかったと思うけど、煙がすごくて……すぐに人数確認もしてください」

　カレンは肩で息をしながら、目が痛いのかぎゅっと閉じたままそう言った。

「もちろんだ」

　そんなカレンのスカートに、小さな火がちろちろと噛みついている。

　カインハルトはそれを手で払って消すと、カレンの燻いぶされたような体を抱き上げた。

　意外にもカレンは抵抗しなかった。一瞬は緊張したものの、カインハルトの腕の中で脱力する。

　煤のついた唇から、ほっとしたような深い息がこぼれた。

　見ると、煤で黒いと思っていた手は血だらけだった。皮膚が焼けて血液が凝固し、ぼろぼろになっている。

　瓦礫や燃えた木材を持ち上げたのだろう――下敷きになった者たちを助けるために。

　カインハルトの顔が、またゆがんだ。




　その後もまた大騒ぎとなった。

　ダニーが誰よりも早く屋敷に戻って助けを呼んできたため、そのあとは屋敷の者の手助けもあり、消火活動も無事に終わった。怪我人はすぐに屋敷に運ばれ、手当てされることとなった。

　現場はくまなく調べられたが、幸い取り残された者はいなかった。

　怪我人はカレンに救われた五人で全員だったようである。

　それを伝えると、自身が一番の怪我人となってしまったカレンはうれしそうに笑った。

　カレンが先陣切って煙に飛び込み負傷したことを聞いたモンタナが、ただの庭師の分際でカインハルトはじめ兵士たちに鬼のような説教をしたのはまた別の話である。

　事故の原因は、大砲の暴発だった。そして不思議なことに、一部損壊した闘技場は、ひと晩経ったら一番損壊のひどかった大砲周りがもと通りに戻っていたのだ。

　まるでそこだけ、暴発事故などなかったかのように。

　とはいえ、カレンにも誰にも覚えはなく、これは聖女カレンが起こした奇跡として、兵士たちの中でひっそりと語り継がれることとなった。




「あなたのおかげで、私は部下をひとりも失わなくて済んだ」

　カインハルトは、カレンにすり下ろしたリンゴをスプーンで差し出しながら神妙な顔で言った。

　カレンは差し出された匙さじをあーんしようかしまいかと悩んで、同じく神妙な顔でカインハルトを見る。

「あなたに救われた者たちは、全員命に別条はないようだ。あなたが咄嗟の判断で、あまり煙を吸わないようパニックになる前に気絶させてくれたおかげでもある。あなたの怪我が治ったら、顔を出させよう。彼ら本人も、彼らの家族も、あなたにお礼を言いたがっている」

　カレンは小さく笑いながら、ふるふると首を振った。

　喉を煙で少し焼かれて、声を出さないようにと医師にきつく言われているのだ。

　カレンは少し考えて、カインハルトのごつごつした手をそっと取った。カレンの手には分厚く包帯が巻かれている。

　その包帯のおかげで、カインハルトの手を取ることにもあまり抵抗がなかった。

　カインハルトの大きな手のひらに、カレンは一文字ずつ文字を書いた。

〝みんながぶじでよかった〟

　カレンの伝えたいことを理解すると、カインハルトはまた、顔をゆがめた。










聖女カレン、心が温かくなる




　――暴発事故から三日後。カレンはガサガサだが声も出せるようになり、目の充血も治まってきた。そのタイミングを見計らって、モンタナとダニーが連れ立って見舞いに来てくれた。

「このバカ娘が！　無茶をしおって!!」

　これが、ベッドから起き上がって出迎えようとするカレンを片手で制し、ベッドへと戻したモンタナの第一声である。

　普段は飄々とした眉毛が、今日に限って鋭い角度を描いて怒っている。

「ご、ごめんなさい」

　カレンはモンタナの迫力にたじたじになって、悪いことをしたわけでもないのに謝罪した。

　その声は枯れ葉をこすり合わせたようにガザガザである。

　声が出せるようになったとはいえ、まだ完治はしていない。

　そんなカレンの声に、モンタナは衝撃を受けたように固まってしまった。

　そして隣に座るダニーも、あまりの痛ましさに涙を浮かべている。

「ほんとにほんとに無事でよかったですうぅ。心配しました！」

　泣きながらそんなことを言うので、カレンは困ったような顔で笑った。

　誰かに、こんなふうに泣いてもらうのは初めてだ。

　セイラの毒にさらされていた日々は、カレンがなにをするわけでもなくいつも悪者に仕立て上げられてきた。

　普段は善良で優しい人々も、悪者には冷たい顔をするのだ。

　カレンはいつもそうやって、冷たい視線や態度にさらされてきた。

「ダニー、あの時は助けを呼びに走ってくれてありがとう。さっそく成功したね」

　カレンが笑って言うと、ダニーは涙でびしゃびしゃの顔で照れくさそうに笑った。

「……えええい！　人のことばかり!!　あそこにいた奴らは、お前の何倍も鍛えとるタフしか取り柄のない奴らばっかりじゃ！　脳味み噌そまで筋肉で武装しているような奴らだぞ!?　カインハルトだっておった！　ザッシュやアッシュの小僧もおっただろうが！　なにを勇んで一介の小娘のお前が事故現場に飛び込む必要がある!?」

　ダニーとのやりとりを見守っていたかと思えば、モンタナから勢いよく小言が飛び出した。

　けれど最初から最後までカレンを思う言葉であふれていて、カレンは心臓がぎゅっとなるのを感じた。

「お前のような小娘がしゃしゃり出て、あの中の誰よりも怪我をするとは……」

　小言は、最後には尻すぼみになって空気に消えていった。

「モンタナさん……」

　優しい言葉をかけられなくても、案じられなくてもわかる。

　カレンはむずむずする胸を押さえ、ベッドから乗り出した。

　長年、土や木に触れてきた温かい手に、そっと手を伸ばすのを躊躇する。火傷を見せたら、きっとこの優しい人は悲しむだろうと思ったからだ。

　けれど、怒りたいのか泣きたいのか、複雑な表情を浮かべているモンタナを見たら手を伸ばさずにはいられなかった。

「このバカ娘が……」

　モンタナの手が、カレンの手をそっと握ってくれた。

「心配かけてごめんなさい」

　カレンはその手を握り返して、泣き笑いのような表情を浮かべた。

　誰かと心でつながれることがどれだけ心地よく優しいものか、この世界での父と母を亡くしてからずっと忘れてしまっていたらしい。

　そのうれしさを、カレンは胸に抱きしめた。

　――オリエルタは敵地だった。

　けれどカレンにとって、ここはセイラの毒の届かないカレンだけの安息の地になったのだ。




「おはようございます、カレン様」

　メイドたちが朝食の準備をしながらカレンに笑みを向けてくれる。

　あの暴発事故以来、メイドたちの態度も和らぎ、カレンになにかと声をかけてくれるようになった。中にはまだぎこちないメイドもいるが、それでも笑顔を見せてくれる人間がひとりでも増えてくれるとうれしいものだ。

（些細な変化だけど、自分がこの邸に受け入れてもらったようでうれしい……）

　カレンはメイドたちにおはようございますと返しながら、ベッドから下りた。

　いつも晩餐室で食べていた朝食だが、カレンの体調が万全になるまではと部屋で取ることになった。カインハルトの指示らしい。包帯で手をうまく動かせず、スプーンとフォークをうまく握れないカレンに配慮してのことだろう。

（あの人は、どうしてこんなに私に優しくしてくれるのだろう。彼の部下を救ったことに感謝されているからだろうか）

　カレンは考えて、すぐに首を横に振った。自分の考えを否定するように。

（……ううん、その前からあの人は優しかった）

　カレンはそんなことを思いながら、目の前に注がれた黄金色のスープを眺めた。

　このスープは、カインハルトと食事を共にした昨夜にも出されたものだ。カレンがおいしいと言った、野菜のエキスたっぷりの、コンソメ風スープである。

　カレンがそのスープを気に入ったことを知っているのは、カインハルトひとりである。

　そして基本、貴族の食事では同じメニューが連続で出されることはまずない。

　そのスープが今また目の前にある意味を考えて、カレンはむずむずする胸を押さえた。

「カレン殿」

　その手を、大きな手がすくい上げる。

　そう、カインハルトも、カレンの部屋で共に朝食を取るようになった。

「胸が痛むのか」

　カインハルトに丁寧にそう尋ねられ、カレンは慌てて首を横に振った。

　まさかあなたにときめいて胸が高鳴っていましたとも言えない。

「体調がよくないのなら無理はしてほしくないのだが……、あなたに助けられた兵士たちが、ぜひ会って礼を伝えたいと。本当なら彼らのほうから来させるべきだが、あなたに礼を伝えたいという者があまりに多くて」

　その言葉に、カレンの心臓はときめきとは別の意味で跳ねた。

　偶然耳にしてしまったカレンへの陰口が脳内でよみがえり、体が硬直する。

　セイラによる演出で〝不当な扱い〟を受け続けてきたカレンの心が思わず身構えてしまう。

「……カレン殿？」

　返事がないことに気づいたカインハルトが、スプーンを握ったまま固まっているカレンを見る。

　その声に心配するような声音が交ざっていて、カレンはすぐさま現実へと戻ってきた。

「あの、私も、皆さんがよければ……」

　カレンがそう返事をしたことで、この食事を食べ終えたあと、オリエルタの兵士たちとアゼットの元聖女の面会が行われることとなった。




　昼前になると、カインハルトが迎えに来てくれた。

　負傷した体に障らぬよう、カインハルトはゆっくりと大食堂へと甲斐甲斐しくエスコートしてくれた。

　到着すると、予想外に大勢の兵士たちが集まっていた。

「我らが女神！　カレン様に！　一同！　心からの敬礼！」

　鼓膜が破れるのではないかと不安になるほどの声量が、ガラスをびりびりと震わせた。

　圧倒されて思わず後ろにふらついたカレンの背を、カインハルトがさりげなく支えた。

「身をていして我々の仲間を救ってくださり！　ありがとうございました！」

　カレンと兵士たちの間には二メートルほど距離があいていたが、今にもつばが飛んできそうである。叫んでいるのは、あの時「弟は？」とカレンに駆け寄ってきた男だ。その隣には包帯を頭に巻いてはいるがしっかりと自分の足で立っている男がいる――おそらく彼が〝弟〟なのだろう。

　見ると、仲間に支えられながら立つ者や、椅子に座ってカレンを出迎えている者がいる。彼らがあの時の負傷者だろう。

　皆、包帯やギブスをしていたりと痛々しい姿だが、その目には生気が宿っていた。

（よかった、大丈夫そうだ……）

　対するカレンも、服の袖から覗く包帯がまぶしい。治まってきたとはいえまだ目の充血が残っているし、灰色の髪はチリチリになっている。

　成人男性を放り投げることができるとはいえ、カレンは見た目はごく普通の女性である。さらには隣に、大熊と称されるカインハルトが立っているせいで、男たちにはカレンがいつもの三倍くらい華きゃ奢しゃに見えていた。

　その小さな体を張って仲間を救い出してくれたカレンに、兵士たちはじーんと胸を打たれていた。

　背中を支えてくれていたカインハルトの手が、ぽん、と軽くカレンの背中を叩く。

　見上げると、その青空の瞳が〝ひと言返してやってほしい〟と言っているようである。

　カレンはごくりと生つばをのみ込むと、カレンの反応を待つ男たちを見た。

「……あ、の」

　ざらっとした声がカレンの喉からこぼれ落ちる。

　それを聞いた男たちが、さらに胸を痛めたことにカレンは気づかない。

「みんなが無事で、ほんとうに、よかった、です」

　カレンは迷いに迷って、そんな無難な言葉を選んだ。

　だが、心からの言葉だ。

　戦場で、カレンは敵として彼らと戦ってきた。なるべく傷を負わないようにと尽力しても、戦は戦である。カレンが傷つけてしまった兵士たちが、きっとこの中にはたくさんいることだろう。

（でも今は、私はこの人たちの国に立っている。カインハルト様が信頼している彼らを欠けることなく助けることができて、よかった）

　しょせんカレンには、そんなことしかできないのだ。

（もし自分に、セイラのような力があれば）

　カレンのシンプルな言葉に、男たちは再び力強い敬礼で応えた。

　兵士たちにとって、カレンの立ち姿、声の痛ましさひとつ取っても、全身で自分の仲間を助けれてくれたことへの証明だった。

　屈強な兵士たちはこの日密かに、カインハルトに感じている二分の一ほどの忠誠をカレンに誓ったのだ。




　カレンは救出した男たちから直々に礼を言われ、その後昼食を共にすることになった。

　カインハルトはカレンの横に座り、梃て子こでも動かない様子だったが、兵士たちは主の存在など気にも留めず、にこやかにカレンに話しかけてくる。

　脳筋ばかりのオリエルタの兵士たちは、男ひとりをなんなく放り投げられる胆力を持ち、爆発の煙の中にも勇敢に飛び込んでいけるカレンに自然と尊敬の念を抱いていた。

　兵士たちは男ばかりかと思えば、なんと女性兵士も数名いた。彼女たちは髪を短く刈り、大柄で、軍服を着ていると男性と見間違うほどである。

「聖女様、あんたが助けてくれた男のひとり、あたしの旦那なんだ」

　女性兵士の中でもひと際鍛え抜かれた肉体を持つ女性が、カレンにそう話しかけてきた。

　濃い金髪の髪を刈り上げ、つり目の気の強そうな女性である。

「ほら、あそこで顔面全部に包帯を巻いて、口だけ出して飯食ってる奴」

　彼女が指さすほうを見ると、その包帯男が二本指を立てて気き障ざっぽく挨拶してきた。

「この席、座っていい？」

　この世界でこんなふうに面と向かって話しかけられたのは初めてで、カレンは声も出せず彼女の言葉にこくこくとうなずいた。

　そんなカレンを、横に座るカインハルトは表情の読めない顔で見ている。

「私はルナ。旦那を助けてくれてありがとね」

　主の妻に対してというより、どこか友人に対するような気安さでルナは自己紹介した。自然と差し出された手に引き寄せられるように、カレンはその手を取る。

　彼女は負傷したカレンの手を、そっと、まるで羽根でなでていくような優しさで握ってくれた。

　傷が目立つ、鍛え抜かれたごつごつした手だ。その手がどれだけ彼女にとって誇らしいものか、その手のひらのぬくもりから伝わってくるようである。

　ルナがにかっと笑ったので、カレンもつられて笑顔になった。

　カレンがなにか話そうと口を開くと、ルナの手のひらがびしりとそれを遮った。

「傷んだ喉を酷使する必要ないさ。あんたは今は、私のどうでもいい話にうなずくだけでいいんだよ」

　そう言ったルナの瞳がとても穏やかで、カレンはその言葉に素直に従うことにした。

（――こんなふうに言ってもらえる日がくるなんて）

　胸がむずむずする。

　こんな優しさを受けることに、あまり慣れていない。

　カレンはくすぐったい胸を押さえて、ふと、隣に座るカインハルトを見た。

　今自分が感じているうれしさを、彼にも知ってほしくて。

「――！」

　が、すぐに正面を向きなおした。

　カレンを見つめる水色の瞳が、とても優しく細められていたから。

　カレンは顔を真っ赤にして、ルナの話に笑いながら相あい槌づちを打った。

　しばらくすると、カレンがあまりにも楽しそうにルナの話を聞いているので、彼女たちの周りに屈強な女性兵士が集まってきた。

　皆、歴戦の戦士といういで立ちだが、話してみるととても気のいい女性たちである。

　そこからは戦場における女兵士の役割についてや、効率のいい筋肉の鍛え方、コインを素手で曲げられるか――といった話題に花が咲いたが、カインハルトはあっという間に蚊帳の外に追い出されることとなった。

「おや、もう昼食会はお開きになりましたか」

　兵士たちとの昼食会を終え、塔へと向かう廊下の途中でザッシュとアッシュフロストのふたりと遭遇した。

　ザッシュは相変わらずきちっと軍服を着用し、アッシュフロストは中のシャツのボタンを数個外して上着を肩からかけて着崩している。

　ザッシュが珍しく話しかけてきたのは、カレンの後ろにカインハルトがいたからだ。

「ようカレン様、うちの兵士は気のいい奴らばっかりだろ」

　アッシュフロストが自慢げに言うので、カレンもこくこくとうなずいた。

　以前、陰口をたたかれたりしたが、今日は皆カレンの目を直っすぐ見て色んな話をしてくれた。彼らの目に好意が垣間見えて、むずむずうれしくなったのだ。

（……アゼットの兵士たちのように、もしかしたら友好的な態度を表向きにとっているだけかもしれないけど）

　今は屋敷のみんなのことを信じてみようとカレンは思っていた。少なくとも、ルナや彼らが、心の底からカレンに感謝してくれていることを疑いたくない。

「午後からの訓練について数点確認したいことがありまして。彼女を送ったあとにでも、執務室へお寄りください」

　ザッシュの言葉に、カインハルトがこくりとうなずく。

　その言葉の中に、カレンへのほんの少しの気遣いが交ざっていたようだった。

「それでは、私たちはこれで」

「じゃあなカレン様、今度は俺たちとも一緒に飯食ってくれよ」

　そう言って去っていこうとするザッシュとアッシュフロストを、カレンは反射的に呼び止めた。

「あのっ」

　慌てて声を出したせいで、傷んだ喉がつまった。

　咳せき込むカレンの背中を、カインハルトが律儀にさすってくれている。

「なんですか。まだ体調が万全というわけではないのですから、無理に話さなくてもいい――」

「私、オリエルタに嫁いできてよかったです」

　突然の発言に、ザッシュは不可解そうに「は？」と応えた。

「セイラじゃなく、私でよかったと心底思えました。皆さんが私を受け入れてくれたからです。……でも、セイラがこの場に立っていれば、負傷した彼らの怪我をすぐ治せたとも思う。ごめんなさい」

　流れるように終着した謝罪に、ザッシュもアッシュフロストも、カインハルトも固まった。

　カレンはそれに気づかず、がさがさの声でなおも続ける。

「私がこのオリエルタでどう役に立てるかまだわからないけれど、いつか必ずその方法を見つけます。あなたや国王に認めてもらえるように、カインハルト様に要らぬ火の粉がかからぬように、努力いたします」

　カレンは直っすぐな瞳で、目の前の三人に向けて言った。

「不束者ですが、よろしくお願いします」

　嫁いできてまだふた月ほど――カレンは初めて、嫁入りの挨拶を口にしたのだった。

「――馬鹿ですか」

　下げた頭に、そんな言葉が落ちてくる。

　カレンは目を閉じた。

　そうそう簡単に受け入れてもらえるとは思っていなかったが、それでも否定されれば胸は痛む。

「あの粉塵まみれの場所で、治癒能力の聖女がいったいなんの役に立つというのです。ここに立っていたのがあなたではなくもう片方の聖女であれば、今日あなたに礼を言った兵士たちは生きてはいないでしょう」

　カレンは耳を疑った。

「素直にカレン様でよかったって言えよ～」

　アッシュフロストがザッシュの肩を気安げにどついている。

　そのどつかれた肩を迷惑そうにさすりながら、ザッシュはふんと鼻を鳴らし、行ってしまった。










聖女カレン、集中する




　――その夜、またもカレンの部屋に〝幽霊〟は現れた。

　時刻は今日が昨日に変わる頃。

　カレンはベッドの上で健やかな寝息を立てている。

　今日の出来事が、カレンにとってオリエルタをもっと身近に感じる出来事になったのはたしかだろう。

　心なしかその寝顔も、今まで見た中で一番穏やかに見える。

　死神のような黒いローブを着た幽霊ことカインハルトは、やはり音も立てずにカレンの枕もとに立った。

　風呂から上がって、自分でするからと手当てをさせなかったとメイドから聞いて訪れたのである。ザッシュたちが聞けば心底からあきれることだろう。

　カレンのまだ痛々しい手からゆっくりと包帯を外していく。薬を塗って適当に巻いただけのようで、結び目を解けば簡単にほどけてしまった。

　カインハルトは困ったように笑うと、ベッド脇に乱雑に放り投げてある新しい包帯を手に取った。

　カレンは起きる気配もなく、ぐっすりと眠っている。

　まるで今にも溶ける雪にでも触っているかのように、カインハルトは優しくその手に包帯を巻いていった。袖をめくると、カレンの細腕にはほかの傷痕もたくさん残っている。

　穏やかな気候のアゼットで、聖女セイラは細く白い腕を出す軽やかな服装を好んだが、カレンは決して肌を見せなかった。城ではまことしやかに、人並外れて発達した筋肉を隠しているのだろうと悪意を持ってささやかれていた。

　しかしカインハルトの目の前には、少し力を込めれば簡単に折れてしまいそうなほどの細い腕がさらされている。

　この細さと筋肉量で鍛えた兵士を放り投げるのだから、やはり〝聖女〟なのだろう。

「……あなたにとって、ここが心許す場所になれば」

　ここオリエルタでは、通年皆が厚着をしているからきっと誰も疑問に思わないだろう。

　カレンが決してさらさないその服の下に、戦で負った傷を隠しているとは、誰も。

　包帯を巻き終わったあとも、カインハルトは遠慮がちに、そっと指先だけに触れてカレンの寝顔を眺めていた。

　カレンが見る夢が、穏やかなものであるようにと。




◆




　目覚めると、カレンはすぐに異変に気づいた。

　自分で巻いたはずの不格好な包帯が、きれいに巻きなおされている。

　ぐっぱぐっぱと手のひらを開いたり握ったりしてみる。

（――動かしやすい）

　カレンは起き抜けの夢うつつの意識のまま、包帯に巻かれた腕をそっと胸もとへと引き寄せて抱きしめた。

　戦場であれだけ見慣れた包帯が、まるで宝物のように見えたからだ。

（誰だろう、私を思ってやってくれる人がいるんだ）

　たとえ幽霊だとしてもかまわない。けれど本当に実在する人だったら――。

（もし、カインハルト様なら）

　ふとよぎったそんな考えを、カレンはベッドの支柱に頭突きすることで吹き飛ばした。

（なんて強欲なの、カレン。恥を知りなさい）

　誰であろうが、カレンにとって恩人には違いない。

　もとは敵国だったこの国で、カレンにこんな優しさを注いでくれる人がいることが、なによりも心強く、うれしいのだから。

　カレンは自分では到底できないだろうきれいな包帯を眺めて、瞳を決意に輝かせた。

「今日からがんばろう」




　その日から、カレンのちょっと変わった〝花嫁修業〟が始まった。

　まずは力のコントロールである。

　小さい頃に比べるとだいぶ物を壊す回数は減ったが、それでもたまにやらかしてしまうのはどうにかしないといけない。

（不測の事態が起きた時、感情が高ぶるといつもやってしまう。なるべく冷静に、冷静に）

　カレンはモンタナと初めて耕した畑を前にしていた。

　――ここは、カレンがこの国で初めて心からひと息つけた場所だから。

　雪よけで覆われた畑には、ぽつぽつと緑の芽が見え始めている。その緑の芽を眺められる位置に絨毯を敷いて、その上で前世で染みついたジャパニーズ正座スタイルで精神統一をする。

　戦場では、手加減は必要だったがしたたかすぎることは悪いことではなかった。むしろ正義であったが、味方にも敵にも祝福されないような正義だった。

（どこにいても、セイラが絶対正義になっちゃうからなぁ）

　セイラの〝かわいいは正義〟も、聖女の能力のひとつなのかもしれない。

　セイラ自身のかわいらしさとしたたかさと周到さが、カレンをどんどん暗い淵へと追いつめていくのだ。そしてカレンのうまく立ち回ることのできない不器用さが、自身を窮地へと追いやっていた。

　そんなことを考えながら、すうと深く息を吸う。

　冷たい空気が肺に届いたのを感じて、また深く息を吸った。

　集中したいときには深呼吸をしたらいいと教えてくれたのは、母だった。

　母は軍属の看護師だったこともあり、物事をはっきりと言う肝の据わった女性だった。

　セイラと同じ美しい金髪を邪魔にならないようにひっつめて、いつも背筋を伸ばしていたように思う。

『あんたはセイラと違って真っすぐすぎるから、思いつめたりしないか心配だわ』

　そう言って、カレンの灰色の髪をよくなでてくれた。

『その時は僕らに言うんだよ。カレンがひとりでしんどくなることないんだからね』

　兵士だというのに穏やかな性格をしていた父は、いつもそう言ってくれた。

　もともと柔和な顔立ちが丸眼鏡をかけることでさらに優しく見えて、そしてその外見に負けないくらい、優しい性格の人だった。

　よく、あそこの夫婦は職業が逆だと近所の人に揶揄されたものである。

（……私、十分幸せだったなあ）

　大好きだった父と母のことを、久しぶりに思い出した気がする。

　カレンにプレゼントするために名前を刺繍してくれた白いハンカチが、まさか形見になるとは思ってもみなかった。

　まだ刺し途中の、〝カレン〟の文字と途中まで縫われた花模様。

　セイラにもきっと同じものを作るつもりだったのだろう。ふたりが戦争で亡くなって遺品を整理している際、このハンカチと同じ白い無地のハンカチがもう一枚、母の宝物入れから出てきたのだ。

（セイラは悲しかったんだ。自分だけ名前入りのハンカチが間に合わなかったから）

　セイラだって、両親が大好きだった。

　そしてそのハンカチが、結果的にふたりの形見となってしまったのは、悲劇と言わずなんと呼ぼう。

　セイラの深い悲しみはゆがみにゆがんで、カレンへと向いてしまった。

　だからこそ、カレンが大事にしていた形見のハンカチを、台布巾なんかに使ったのだ。

（私にはあって自分にはなかったのが、許せなかったのもあるだろう）

　けれど前世の記憶があるままこの世界を生きることは、カレンだけでなくセイラにとってもきっと困難なことだった。

　その中で、父と母のふたりは心のよりどころだった。セイラとカレンを、大切に、そして平等に育ててきてくれた。

　あのふたりのことが大好きだった。カレンも、セイラも。

　だからこそ、ふたりの形見であるハンカチを受け取れたカレンがうらやましく憎くなってしまったのかもしれない。

　カレンにとってこのハンカチがよりどころになっているように、きっとセイラだって、そうしたかっただろうから。

（だからって、許せることじゃないけど……）

　よりによって台布巾。地味な嫌がらせにもほどがある。

　考えて、カレンはハッとした。集中するつもりでいたのに、雑念を抱きすぎている。

　頭をぶんぶん振って、カレンはもう一度深く深呼吸した。

　ルナたちが話していた――あの暴発事故で破壊された闘技場が、翌朝にはほぼもと通りになっていたという。不思議なのは、大砲周辺の一番被害がひどかった場所だけがもと通りになっていたというのだ。

（……瓦礫の下敷きになっていた人を助けた時、私が瓦礫をどかしたからだ）

　おそらくもと通りになっていたのは、瓦礫をどかしたり、道をつくるために投げたり割ったりしたところ――カレンが触れて回った場所だろう。

「やっぱり人相手だけじゃない？」

　風に吹かれて消えるような声でつぶやいて、カレンは開いた自分の手をじっと見た。そしてふと、自身が経験した戦場での出来事に思いを馳せた。

　戦場を必死に駆けていたある時、自分が手を出して負傷させた敵兵士たちの回復が著しく早いことに気がついた。

　――放り投げたはずの兵士が、二日後にはもう戦場に立っている。

　カレンは肉弾戦しかしない。殴ったり蹴ったりも怖いが、剣はもっと怖い。カレンの怪力で凶器など持ったら、相手の人間は真っぷたつになって確実に命はない。だからこそ自分がセーブしやすい身ひとつで戦ってきた。とはいえ放り投げたりすれば骨折しかねないし、殴れば頬の骨が砕けることだってある。そうだというのに、そんな敵兵士が二日も経てば、ぴんぴんして戦場に戻ってきたのだった。

　戦場という場で敵兵士の顔をひとつひとつ覚えていられるものではないが、カレンには一度見合った相手の顔は覚えているという不思議な力があった。聖女ゆえの特殊能力なのか、単純に記憶力がいいのかはわからないが。

　その能力のおかげで、たまたま同一人物だろうという兵士が目につくことが数回あった。

　とはいえ激動の戦場である。次第に人間相手への手加減を覚えていったカレンは、敵兵士をほとんど気絶させて回っていた。敵も味方も負傷させないように。

　だからそんな疑問など勝鬨の声でかき流され、いつの間にかそんな疑問すら忘れていた。

　けれどカレンは今、あの時の気持ちを思い出した。

　ルナから聞いた〝一部だけもと通りになっていた闘技場〟の話が、あの時感じた違和感と線でつながった気がしたのだ。

（……いや、まさかね？）

　カレンは自分の手のひらをわきわきと握ったり開いたりして、目の前に置いていたモンタナの鍬をじっと見つめ、深く深く、深呼吸した。










聖女カレン、気づく




「――やはり大砲は細工されていたようですね」

　カインハルトの執務室ではなく、屋敷の裏にあるだだっ広い草原で、ザッシュとアッシュフロストが、カインハルトが乗る馬の手綱を引きながら、ゆっくりと闊かっ歩ぽしていた。

「……とはいえ、もと通りになっていたせいで証拠はありません。事故前日の大砲の点検者がルナでなければ、細工されたなどにわかには信じられませんが」

「逆に、ルナでよかったよな。あの鬼整備と名高いルナなら、大砲に細工されていた線で話を進められる」

　カレンに話しかけてきたルナは、実は大砲や銃整備のプロ中のプロである。几帳面というより筒があって玉を発射する構造が好きすぎて、完璧に組み立て、完璧に磨き、完璧に整備する。

「あのルナが、整備に不備はないと言いきりました」

　ザッシュの言葉を聞いて、カインハルトはゆっくりと草原を見渡した。

　視界がどこまでも広く死角のない場所で、何者かが潜んでいて盗聴されるという心配はない。だからこの場所は、この三人の作戦会議室なのだ。

「これでいくと、一番怪しいのはカレン様だなあ。ミリタントが誰にも気づかれず侵入するのは難しいし」

　アッシュフロストが苦虫を噛みつぶしたような顔で言った。

「そうですね。大砲に細工し、仮にもとに戻せる能力が彼女にあったなら――証拠がないと言い張ればどうにでもなります」

　ザッシュは無表情である。

「怪力しか能がないと見せかけてこれ、ね……。本当だったらショックだなあ、俺」

　アッシュフロストがまったくショックを受けていない顔で天を仰いでいる。

「まあ治癒能力という人智を超えた力を持つ聖女の姉ですから、怪力以外の天恵があってもおかしくありませんがね。その能力を隠しているほうが有利だと判断したということでしょう」

　ザッシュはやはり冷静である。

　ふたりの話を聞いても動じずにいるカインハルトを、ザッシュとアッシュフロストがうかがい見た。

「「いかがなさいますか」」

　カレンが身をていして兵士たちを救ったことすら自作自演かもしれないと、ふたりは考えているのだ。

　カインハルトはザッシュとアッシュフロストとは目も合わさず、屋敷のほうをじっと見ている。

「将軍？」

　アッシュフロストが怪訝そうに声をかけるが、カインハルトはその声すら耳に入らず、屋敷のほうに意識を集中させていた。

「……？」

　ザッシュとアッシュフロストが困惑したように顔を見合わせた時、屋敷のほうから謎の音が聞こえてきた。

　誰かが草をかき分けて走ってくるような、突進してくるような音である――。

「なんだ？」

　やがてその音の正体が、カレンが走ってくる音だと判明した。

　遠目で、カレンがものすごい勢いでカインハルトたちがいる草原へと向かってきているのが視認できる。

　その手には、鍬が握られていた。

　ザッシュは警戒してカインハルトが乗る馬の前に立ち、アッシュフロストは剣を抜いた。

「カイン様！」

　カレンははあはあと息を切らせて、カインハルトの名前を呼ぶ。

　カインハルトはその声に応えるように馬から下りると、ザッシュとアッシュフロストの横をすり抜けた。

　慌てるふたりをよそに、猛ダッシュしてきたカレンを穏やかに出迎える。

「どうした？」

　カインハルトが優しく尋ねると、屋敷からここまで走ってきて顔を真っ赤にしたカレンが息も絶え絶えにカインハルトの目の前に鍬を抱え上げた。

　まるで聖杯を捧ささげるように、震える手で厳かに。

「な、なおりました……！」

　大真面目にそう報告してくる。珍しく興奮しているのか、頬は紅潮し、夕焼けの瞳はきらきらときらめいていた。

「そうか」

　なにが〝そうか〟なんだ――。

　カレンとカインハルトの会話に、ザッシュとアッシュフロストは心の中で同時にそう突っ込んだ。

「ル、ルナさんの話を聞いてみて、もしかしてと思って、お、折ってみ、みたら」

　カレンが興奮気味に説明しているが、鍬を折ったことしかわからない。

　ザッシュとアッシュフロストがハテナを浮かべていると、カレンの後を追ってきたらしいモンタナが、ものすごい形相で迫ってきていた。

「小娘ええええええ、儂の大事な鍬を容赦なく真っぷたつに折りよってえええええ」

　悪魔のような声でモンタナが叫んでいる。

「うあわああああっ」

　カレンもそれに怯えきって悲鳴を上げた。

　掲げていた鍬から手を離し、本能のままカインハルトの背中に隠れる。

　鍬はカインハルトが見事にキャッチした。

「ごめんなさいごめんなさい、つい出来心だったんですうぅ」

　カインハルトの外套にしがみつき、カレンは目を閉じてモンタナに必死に謝っている。

　なるほど、あれから逃げてきたのか、とザッシュとアッシュフロストが納得していると、草を踏みつけて現れた悪魔――もといモンタナが、恐ろしい目でカインハルトを睨んでいた。

　その姿たるや、悪魔どころではない。麦わら帽子をかぶった魔王のごときである。

「その背中にかばっている大うつけ者を差し出すのじゃ」

「断る」

　怒りで震えるモンタナの要求を、カインハルトはにべもなく拒否した。

「この若造が……。儂に指図できるとは随分と偉くなったもんじゃのお？」

　モンタナの腹の底からの声に、カレンはひいっと悲鳴を上げ、その後ろでザッシュとアッシュフロストも青ざめている。

　この場で唯一冷静であるカインハルトが、怒り狂うモンタナに鍬を差し出した。まるで今度は怒れる神を鎮めるための供物のように。

「真っぷたつに折れた鍬などいるかあ！　どうやって畑を耕せっちゅ――」

　先ほどまで鍬を渡せと喚いていた口でそんなことを叫んだが、渡された鍬を奪い取ったモンタナの怒声が、最後には尻すぼみになって消えた。

「……もとに戻っちょる」

　モンタナの言葉に、ザッシュとアッシュフロストは目を丸くした。

「なんじゃ、目の前でたしかにふたつに折られたというのに……」

　モンタナが信じられないというふうに、なにひとつ欠けていない鍬をじっと見た。

　その手には、モンタナがいつも通り大切に扱っている鍬が、変わらぬ姿でそこにあった。

「ごめんなさい。ちょっと、自分でも信じられないんですけど、闘技場がもと通りになったことから仮説を立てて、それで、えと、試してみなきゃって、思って」

　カレンはしどろもどろで説明するが、まったく要領を得ない。

「カレン殿」

　カインハルトが硬い声で名を呼んだ。

　カレンがびくっと居住まいを正し、ザッシュとアッシュフロストもピシッと背筋を伸ばした。

「まだ傷が完治していない手で、そのような無茶は推奨できない」

　大真面目にカインハルトが言うので、ザッシュもアッシュフロストも大コケにコケた。カレンはぽーっとなった顔で、蚊の鳴くような声で「はい」とうなずいている。

「あほかー！」

　モンタナの怒声が草原に響き渡る。

「たしかにその通りじゃが今はその話はしとらん！」

　モンタナも大概優しいが、本題はそこではないらしい。モンタナに怒られ、カレンは口を開く。

「それで、えと、」

　カインハルトの澄んだ青い瞳に見守られながら、カレンは先ほどの続きを口にした。

「折ってみたらもとに戻りました！」

「だからって儂の鍬を折る道理がどこにあるかー！」

　その通りである。

　拳を握って自信満々にカレンが言い放った言葉は、モンタナの怒声でかき消された。
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「――結論から言いますと」

　カインハルトの執務室にある椅子に腰掛けたカレンを中心に、カインハルト、ザッシュ、アッシュフロストが作戦会議を開いていた。

「あなたは、ご自分の能力についてご存じなかったと」

　ザッシュの言葉に、カレンは一瞬考えて、ハッとした顔を浮かべた。

「まさか……、ザッシュさんはご存じだったんですか!?」

「ぶふーっ」

　衝撃を受けた顔で能天気極まりない発言をするものだから、アッシュフロストが耐えきれず噴き出した。

　口に含んでいた果実水が輝く弧を描いて、絨毯に芸術的な染みを描いている。

　いきなり噴き出したアッシュフロストに、カレンは素直に驚いている。

「正直に言うと」

　戸惑うカレンに、カインハルトが落ち着いた声で話を始めた。

「戦場に立っていた頃から、そのような仮説は立てていた」

　その言葉に、カレンは衝撃を受ける。

「あなたが戦場に現れた日の戦況は、いつもこちら側が不利だった。だというのに、被害は最小限にとどまっている。兵士たちの負傷度が確実に軽かった。あなたが〝殺さない戦い方〟をしていることには、すぐに気づいた」

　カインハルトがいつになく饒じょう舌ぜつである。戦場ではよくしゃべるタイプの人間なのだろう。アゼットにもそのような老兵士がたくさんいた。

「それでも、負傷してくる者はいる。あなた以外の兵士も戦っているのだからあたり前だが――聖女セイラの国境なき治療もあり、あなたが戦場に立つようになってからは、負傷者の数が激減した。そんな中で、負傷し、聖女セイラの治癒も受けていないはずの兵士が、一夜明ければ回復していることに気づいた。そのどれもが戦場の混乱の中での誤診だと思われていたが……」

　カインハルトはそこで言葉を切って、カレンを見た。

　暗闇の中でもその透明度の高い青い瞳に見つめられて、カレンは微動だにできない。

（カインハルト様の口から、初めて〝セイラ〟の名前を聞いた……）

　そんな些細なことで、カレンは締めつけられるような胸の痛みを感じている。

　この感情はいったいなんなんだろう。苦しくて苦しくて、とても痛い。

「そうして、一夜で回復する者が、あなたと戦場で相まみえた者たちばかりだと気づいた時、そのような仮説を立てた」

「て、天才ですね……」

　カレンは小学生並みの語彙力でカインハルトを褒めたたえた。

　自分のことでありながら、つい先ほどモンタナの大切な鍬を折ってやっと、自分の能力を自覚したカレンにとって、カインの鋭さには脱帽でしかない。

　そんなカレンの驚くほどののんきさに、ザッシュは般若のような顔を浮かべているし、アッシュフロストは今にも噴き出しそうになっているのを必死で耐えている。

「あまりに突拍子もない仮説だったが、聖女セイラの治癒の力を目の当たりにして、あながち間違いではないと思いなおした。とはいえ、まさか人体だけでなく物体に対しても作用する力だとは思っていなかったが。当時は、聖女セイラと同じ治癒の力だと――」

　そこでカインハルトは、物思いにふけるように己の太く逞しい首の左側をなでた。

（どうしたんだろう……？）

　カレンの視線に気づいたカインハルトは、バツが悪そうに目線を逸らすとまた同じ場所をなでている。

　カインハルトの一挙手一投足をカレンが見つめまくっていると、観念したかのようにカインハルトは顔を上げた。

「あなたたちふたりは、まさしく神の力を現世にもたらす聖女といえる」

　先ほのど挙動不審ぶりはどこへやら。その鋭い視線に、カレンも居住まいを正す。

「この力はカレン殿もまだ認識したばかり。他言せぬように」

　カインハルトがカレンを優しく見ながら言う。

　カレンは気が抜けるどころか、内臓がもぞもぞ蠢くような居心地の悪さを感じる。

　カレンにとって、セイラと同じような再生能力があることは思いもしないことだったが、同時にこの力があれば、多くの人に認めてもらえるのではないか――という期待からくるものだった。カレンは今まで、セイラに貶められ、周囲の人たちから厭いとわれてきた。

　けれどこの力があれば、皆に受け入れてもらえるかもしれない。本当の意味で、カインハルトの役に立てるのではないかという思いでいっぱいだった。

「……あの、でも」

　カレンが口を開くと、三人の視線が一斉にカレンに集中した。

　言うか言うまいか迷い、決意して口を開く。

「私の力を、オリエルタのために振るわなくてよろしいのですか」

　この力のことに限らず、カレンの怪力を目の当たりにした彼らがカレンを軍事利用するだろうと予想していた。

　それでもいいと思っていた。カレンを唯一認めてくれたカインハルトのためなら、この力を母国に振るうことになってもかまわないと思っていたのだ。

　母国もなにも、両親が亡くなってからは心の安らぎを感じたことはなかったが。

　カレンがそう口にした途端、部屋の空気がすっと冷たくなった気がした。

　いつもは軽やかな雰囲気をまとうアッシュフロストですら、態度が硬化してしまった気がする。

「――我が国の剣として、他国にそれを向けるのを厭わないということですか」

　少し距離が縮まっただろうかと思っていたザッシュが、血の通わない冷たい声で言う。

　その言葉に、カレンの全身から血の気が引いた。

「その他国には、あなたの母国であるアゼットも含まれているかもしれませんよ。和平のためにあなたがよこされたところで、我が王の考えは直接お聞きになったでしょう。あなたにも友が、ご両親がいたのでしょうに。今日のわが軍の兵士のように、あなたを慕う兵士たちだっていたはずだ。なにより、双子の妹御がいる。――あなたは彼らを裏切ってもかまわないと？」

　ザッシュは今までになく激高していた。

　カレンはザッシュの視線をただ受け止めることしかできない。

「失望しました。そのようなことを軽々しく口にするべきではない。力を持つ者は、特に」

　カレンはもう、震える心を止められそうになかった。

　とうとううつむいたカレンを、アッシュフロストが少し気遣うように口を開く。

「カレン様、あんたに自分の国を裏切るような真似をしてほしくないという将軍の心を無む碍げにしないでくれ」

　そう言われて、震える心はとうとう決壊した。

　こみ上げたものが涙となってカレンの顔を水浸しにした。

「……申し訳ない。出すぎたことを」

　カレンは涙を拭いながら、やっとこさそれだけを口にした。

　認めてほしいがために、好かれたいがために、調子のいいことを言ってしまった自分が恥ずかしくて、口調も硬くなってしまった。

　顔を上げて、アッシュフロストとザッシュを見た。

　カインハルトのほうは怖くて見れなかった。

　彼が、アッシュフロストとザッシュ同様の感情を浮かべていたら、もう前を向けそうになかったから。

　きっと見てしまったら、その表情を何度も何度も思い浮かべて泣いてしまうことだろう。

　カレンは小さく会釈をして、逃げるように部屋を出た。

（馬鹿だなカレン。カインハルト様やザッシュ、アッシュフロストはまっとうな人たちだ――。私を、いけにえのように追いやったアゼットのリチャードやセイラとは違う）

　カインハルトたちは王のために国を守っているのではない。

　国に住む人々の、彼らの生活を守るために、戦っているのだ。

　カレンの先ほどの発言は、その人々の生活を、かつての母国の人々を蹂じゅう躙りんしてもかまわないと発言したのと同じようなものだ。

　それもわからず、浅はかな発言をした自分が恥ずかしくて恥ずかしくてたまらなかった。

　カレンは泣きながら回廊を走り回った。










聖女カレン、間違える




「泣かせるな」

　カレンが去ったあとの執務室で、カインハルトは怒気を込めてふたりに言った。

「……ですが、さすがにあの発言は目に余ります」

「将軍も途中で止めなかったってことは、多少なりそう思ったってことでしょ」

　カインハルトが怒っていても、ザッシュもアッシュフロストも引かなかった。

　気概があると認めたカレンが、あんな発言をしたことで裏切られたように感じたのだろう。

「お前たちの発言を途中で止めて彼女をかばったところで、誠実な彼女は自分の発言をずっと気に病むことになる」

　カインハルトは平然とそう言うが、カレンのあの言葉はたしかに軽々しく口にしていいものでなかったと思っている。

　カレンは、自分がそれ相応の〝兵器〟になりうる自覚が足りないように思う。

　オリエルタのビガン王は、聖女セイラに焦がれるあまりカレンの軍事的価値に気づいていない。あの愚王には、ずっとカレンの真の価値を侮っていてもらってかまわないと、カインハルトは本気で考えていた。

「それにしても、カレン様ってたまにああなるよな」

　アッシュフロストがもう気分を切り替えていつもの調子で話し出す。

「どういう意味です」

　ザッシュはまだ納得いかないままでいるのか、憮ぶ然ぜんと、しかし律儀に聞き返している。

「最初の挨拶もそうだけど、たまに硬い口調になるじゃん。普段は普通の女の子みたいな話し方してるのに、急に上官みたいな口ぶりになるだろ。それ聞くと、カレン様って軍部に属してたんだなあって実感すんだよね、俺。むしろ、普通に話すことのほうが苦手そうなときあるじゃん。最初は敵国で緊張してんのかなって思ってたんだけど、そういうわけじゃなさそうだしさ」

　アッシュフロストの疑問に、ザッシュは視線を向けるだけで応えた。

「――そういう境遇だったんだろう」

　カインハルトがぽつりと漏らした言葉に、ザッシュとアッシュフロストが彼に顔を向ける。

「アゼットでの彼女の待遇は、あまりいいものではなかったようだ。皆が皆、聖女セイラの神秘的な力に傾倒し、カレン殿を日陰へと追いやっていた。親しい者もおらず、慕う者もいない。親はオリエルタとの戦いで命を落としている。この国へやって来た彼女の、荷の少なさがそれを物語っていただろう」

　淡々と話すカインハルトに、ザッシュがひくりと表情を引きつらせた。

「……ちょっと」

　アッシュフロストが少し怒ったように言う。

　おおよそ主人に向けるような口調ではないが、カインハルトは特に気にした様子もない。

「なんでそれを早く言わないんですか。私は、あんな度を越えたお人よし、アゼットでも好かれないわけがないと――」

　ザッシュが口をすべらせると、カインハルトはしてやったりとでも言うように、横目で見て微笑んだ。

「とはいえ、それを理由にカレン様に謝るのは、あまりにも酷だよなー」

　アッシュフロストは頭の後ろで腕を組み、反省しているのかいないのか、のんきな声を出している。

「泣かせたんだ。なにもそれを理由にしなくていい。許してもらえるまで謝ってこい。彼女の心に、影ひとつ落とさぬように」

　カインハルトは容赦なく、信頼する部下ふたりに言い放った。




◆




「あれ、カレン様じゃん」

　ボロボロに泣きながら、それを見られまいと人目を避けて城中をさまよっていたカレンを見つけたのは、女兵士のルナだった。

　屈強だがしなやかさのある体は、今日は女性らしいレースのシャツをまとっている。

　手にランタン。このあたりは、兵士もメイドたちも通らない城の端の回廊だ。あるのは中庭と森への入り口、そして馬たちが静かに眠る厩うまやだけ。

　明かりが極限まで減らされた場所で、ルナはまるで亡霊のようなカレンに声をかけたのだ。

　カレンが逃げる間もなく距離を詰められ、容赦なくランタンで顔を照らされる。

「ひっどい顔だな」

　ルナの言う通りだった。カレンの目は腫れていつもの半分も開いていない。涙の跡が歪に乾いて、唇はまだ震えている。

　カレンは恥ずかしそうに顔を伏せた。

　でも本当は、浅はかな自分に嘆き悲しんで、カインハルトたちに嫌われたんじゃないかと怖がっている心を見透かされるほうが怖かった。

「おいで」

　ルナはなにも聞かず、カレンの肩を抱いた。

「奥様がそんな顔で城をうろちょろしてたら、うちの将軍様に大目玉を食らうよ」

　朗らかに笑いながらからかってくるルナの言葉も、今のカレンには大打撃である。

「ご、ごめんなさ」

　考えの足りない自分が不ふ甲が斐いなさすぎて、再びカレンの目に涙が浮かぶ。

　慌てて顔を伏せて謝るカレンの顔を、ルナはぐいっと抱き寄せた。

「ごめん、言われたくない言葉でからかってしまったね」

　ルナの真っすぐな目がカレンを射抜く。誠実なその瞳に、カレンは危うく恋に落ちそうになってしまった。

「そういうときは、守りの東あずま屋やに行くといいよ」

　カレンの肩を抱いたまま、ルナはすたすたと歩いていく。

　ルナに連れていかれるまま歩いていくと、ぽつぽつと明かりが増え始めた。ずっと遠くで、メイドたちのおしゃべりの声が聞こえてくる。どうやらここは、使用人たちの居住区らしい。カレンは人のいるほうには行きたくないと、このまま回廊を進むのを躊躇した。

　そんなカレンに、ルナは「大丈夫」と笑う。明るい回廊から逸れて、庭へと出る。

　鬱うっ蒼そうとした庭だった。剪せん定ていはされているが、様々な植物が思い思いに枝葉を伸ばしている。庭には最低限の明かりだけが灯され、夜の植物がおどろおどろしく照らされていた。

　その植物たちの奥に、小さな東屋が見えてきた。

　七本の丸い柱で支えられたドーム型の屋根には美しい絵画が彫刻されている。

　東屋の入り口にランタンを引っかけ、ルナはカレンを東屋の中へと促した。

　カレンは奥に人影を認めて、ぎょっとする。

　しかしよく見ると、ツタに巻きつかれた大きな彫像だった。

　左手に盾、右手に剣を携えた大柄な彫像である。カインハルトかとも思ったが、豊かな口ひげを生やしている。

「ここはご隠居様の守りの東屋って呼ばれてる。ご隠居様は、将軍の父上にあたる人だよ。将軍に負けず劣らずの大将軍だった。強くておおらかで、みんなに慕われてた。この屋敷のみんな、なにかしんどいことがあったら、ここで話を聞いてもらう。あんたたちの国でいう、聖女様みたいなもんかな。ごついけど。五十年前、敵国からの襲撃をほぼ身ひとつで防いだ英雄なんだ。豪快で剛腕。この人に憧れて、兵士に志願した人間も多くいる。ここで話すと、気持ちがすっきりして前向きになれるんだよ」

　ルナはカレンを慰め諭すように説明した。そして次の瞬間。

「てゆーかあんたも聖女だったね、あはは」と、ルナは豪快に笑った。

　カレンを東屋内にある椅子に座らせ、女たちはテーブルを挟んだ向かいの席にどっかりと座る。お行儀はよくないが、彼女がすると、なんだかさまになって見えるから不思議である。

「話したいなら聞くし、話したくないなら別のおしゃべりでもして気を紛らわそうよ」

　ルナの優しさが、カレンのやわやわになった心をじんわりと温めていく。

　それでも、自分の情けなさを口にするのは気が引けた。

　なにより、ルナは軍人だ。カレンがカインハルトたちの前で口にした言葉がどれだけ浅はかで愚かなものか、彼女にも理解できるはず。

（……それでもし、せっかく距離が縮まったのに、嫌われてしまったら）

　ザッシュやアッシュフロストのように。

　カレンはルナの顔を見ながらも、心の中で葛藤せずにはいれなかった。

「いいよ」

　カレンが迷っていることが伝わったのだろう。ルナは優しげに笑うと、ちょっと待ってな、と東屋から出ていってしまった。

　カレンは一度うつむいて、そしてすぐそばにある彫像に目を向けた。

〝ご隠居様の守りの東屋――〟

　ツタの絡まった彫像は、ともすれば不気味なものに見えるが、ルナが穏やかに説明してくれたおかげでそう怖く感じない。

　たっぷりの口ひげのところを、背中に七星を背負った小さな虫がちょろちょろと散歩していた。

　カレンはごくりとつばを飲み込む。

（――私なんかが、この国の英雄に懺悔していいのだろうか）

（この国に一度仇あだなした分際で、彼に）




「……ごいんきょさま」

　カレンはゆっくりと、震える口を開いた。

　すがる思いで、今まで誰にも話せなかったことを話す。

「私は、アゼットのカレンです。聖女として、この国とたくさん戦いました。戦場は怖かったです。誰も怪我をしてほしくなくて必死だったけれど、上手にできなくてこの国の人々をたくさん傷つけました。それから私の国の人々も。人を殴るのが怖かった。人に断りなく触れることすら抵抗があるのに、相手に痛い思いをさせようと拳を握るのは、とても難しかった。殴られたら痛かったし、剣が触れた場所は燃えるように熱かった。どれだけ戦場が怖い場所か知っていたはずなのに、この力を振るうことがどれだけ人々にとって脅威になるかわかっていなくちゃいけないのに、カインハルト様やこの国のみんながとても優しくて温かくて、そんな人たちに好かれたくて」

　カレンはここで、そっと息をついた。

　肺が震えるほど大きく息を吸い込んで。

「セイラより、私を好きになってほしくて」

　なんて恥ずかしい望みだろう。出会った相手がカレンを好きになるかどうかなんて、カレン自身が決めることじゃないし、他人の心は操れるものじゃない。

　誰が誰を好きになるかなんて、その人の心次第だ。

　望んで手に入るものじゃない。

　それなのに、カレンはどうしても、そう望んでしまうのだ。

　祖国のリチャードにも、共に戦ってきた兵士たちにも、城の者たちにも。

「このオリエルタの優しい人々にいい顔をしたくて、好かれたくて、とても愚かなことを口にしてしまいました。私はみっともない人間です」

　きっとカインハルトも、ザッシュもアッシュフロストも、心底あきれたことだろう。

　カレンはまた涙が滲むのを止められなかった。

　このご隠居というのが誰かもわからないのに、感情を持たない石だから安心して本音を吐き出せた。彫像の彼は、きっとカレンにあきれたりなんかしないだろうから。

「……だからきっとみんな、あなたに話すのですね」

　そう思うと、彼はきっと様々な話を聞いてきたのかもしれない。

　昼食を共にした兵士たちの中にも、自分の中の気持ちを吐露した者もいるのだろう。

　そう思うと心が少し楽になって、カレンはやっと、呼吸ができた気がした。




「おーい」

　カレンが涙を拭っていると、ルナとそのほか多数の足音が聞こえてくる。

　見ると、ランタンに照らされた女兵士たちがネグリジェに暖かそうなカーディガンを羽織って現れた。

「カレン様、私たちと酒を飲もうよ」

　手に持ったランタンとは別に、大きな酒瓶を掲げて赤髪のひとりがそう言う。

「厨房から肴さかなも見つけてきたよ。女同士のおしゃべりに花を咲かせようじゃないか」

「落ち込んだ時は友達としゃべって発散するのが一番さ」

　女兵士たちはにこにこ笑って、どんどん東屋へと入ってくる。

　屈強な彼女たちに挟まれながら、カレンはタコだらけのたくさんの手に頭をなでられた。

　くしゃくしゃになった髪を、最後にルナが整えてくれる。

「あんたたち、せっかくのきれいな髪をぐしゃぐしゃにしてくんじゃないよ」

　カレンは衝撃を受けた。

　目を丸くしてルナを見上げるカレンの顔がおもしろかったのか、ルナは笑う。

「なんて顔してんだい」

「……髪の毛、きれいって」

「ん？」

「髪の毛、褒めてもらったの、初めてで」

「ええ？」

　カレンの小さな声は、東屋の女たち全員に聞こえていた。

「なんだい？　まさかうちの将軍様はそのきれいな髪をひと言も褒めてないのかい？」

　ひとりの年かさの女兵士がどすの利いた声で言うものだから、カレンは慌てた。

「ち、違うんです。妹のセイラはとてもきれいな金髪だけど、私は灰色の髪だから。いつもよく、比べられてて」

　カレンは卑屈でもなんでもなく、事実として話した。

　アゼットの城の者から、王太子が恋に落ちない灰かぶりとだと陰でよく馬鹿にされていたのを知っている。両親だけは金と銀で宝石みたいだねと褒めてくれていたが、城に上がって灰色だと揶揄される言葉を聞いて、両親は気を使ってくれていただけだったのかもしれないと思いなおしたりしたのだ。

　カレンの言葉に、再び女たちの手が伸びてきた。

「わあっ」

　皆が皆、わしわしわしっと先ほどよりも強めになでていく。

　まるで手のひらから、愛を伝えるように。

「この髪は灰色じゃない。銀髪っていうんだよ、お嬢さん」

「こんなきれいな髪を持って生まれておいてなに言ってんだか」

「カレン様はカレン様だ。誰かと比べてくるような人間の言葉に、耳を貸す必要なんかないよ」

「自信を持つがいい」

「私たちオリエルタの女兵士みんな、あんたのその髪は美しいって思ってるよ」

「ちょっとあんた、そんな言い方じゃ髪だけ褒めてるみたいじゃないか」

　女たちから、どっと笑いが起きる。

　みんなに鳥の巣のようにされた髪を、今度は誰もなおさなかった。

　ぽかんと、されるがままになっていたカレンを見て、皆がまるで我が子でも見るような目をした。

「あんたは自分に自信を持ったほうがいい」

「ところどころ縮れているのは、この前の暴発で私たちの仲間を助けてくれたからだろう？」

「見た目だけ褒めてるんじゃないよ。誰かのために命を賭けられるあんたの魂のことも褒めてるんだ」

「大丈夫、あんたは強く、美しい」

「あんただけじゃあないよ、女はみーんな、美しくしなやかで、弱く、そして強いのさ」

　大真面目にそんなことを言ってくる。

　カレンの涙腺は、今日はもうずっと崩壊しているようである。

　どばっと滝のような涙が出たと思ったら、カレンは泣きながら笑った。

「あい」

　涙声のかすれた声で、一番素直な「はい」をカレンは口にした。

　女たちの優しい声が、手が、言葉が、カレンを抱きしめてくれる。

　笑っているのに涙が止まらないカレンを、持ってきたブランケットでぐるぐる巻きにして、彼女たちは大笑いした。

　カレンはまるで繭まゆにくるまれているような状態で、彼女たちが慣れた手つきであっという間にテーブルに酒と食べ物をセッティングするのを見ていた。

　中には花瓶まで持参して、庭の花を一輪いただいて飾るものもいる。

「モンタナのじーさんに怒られるよ」

「いい、いい。事情を話したら、一輪と言わず花束をよこすだろうよ」

「違いない」

　豪快な笑い声が響き渡る。

　さっきまでうすぼんやりと暗かった東屋は、たくさんのランタンと彼女たちの笑みで輝いていた。




◆




「俺たち、出る幕ないじゃん」

「とはいえ、ここまで来たのにすごすご帰るのも……」

　すぐ裏で女たちがわいわいがやがやおしゃべりしているのを、ザッシュとアッシュフロストは体育座りで聞いていた。

　彼らがいるのは〝ご隠居様〟の彫像の裏側である。小山のように繁殖した植物たちが壁となってカレンたちに気づかれることはないだろうが、いささかこの場所は誤解を招きかねない。

「だからってずっとここいたら盗み聞きしてるみてーじゃん」

　いつもよりずっと抑えた声で、アッシュフロストが不満を漏らす。

「わかってますよ」

　ザッシュはさらに抑えた声で、そう答えた。

　その横顔がまるで迷子のようにさまよっている。

　アッシュフロストはザッシュから目を逸らすと一度天を仰ぎ、もう一度ザッシュを見た。

「びっくりしたわけ？」

　言われ、ザッシュは口をぎゅっと閉じた。

「さっきのあれはなんですか」

　まるで拗すねているような口ぶりである。

　この話題に触れるのを、ためらっているような。

「……戦聖女が、まるで小さな女の子みたいだって？」

「戦聖女というからには、戦いに恐怖を覚えず、人を害する術すべを知っていて、生まれながらに勇敢で、豪胆なものなのかと、私は」

　ザッシュの声は、己の誤解がなんと恐ろしいものだったかと気づいて、小さく震えていた。

「アゼットは、あんな、人を殴ることにも恐怖を覚えるような少女を、戦に」

　その恐ろしい事実に、ザッシュとアッシュフロストは閉口した。

　カレンが聖女として歩んできた道は決して平坦なものではなかったと、容易に想像できた。けれど実際は、そんな想像をはるかに超えるものだった。

　カレンの片割れである聖女セイラの尊さは、国境を越えてオリエルタへと届いている。オリエルタの愚王がその噂に踊らされて、親交の証であるカレンの前で失言し、カインハルトを怒らせたのも記憶に新しい。

　そして、アゼットがいかに聖女セイラを大切にしているかも音となって轟いていた。

　だからこそ、セイラと双子であり、戦場で活躍するカレンが不遇な扱いを受けているなんて思いもしなかった。

　戦聖女というからには、戦いの女神に愛されたような人物なのだろうと。

　兵士たちにも慕われ、頼りにされている存在なのだろうと、思い込んでいた。

　実際のカレンを目にして、どこかおかしいと気づけたはずなのに。

　――興味がなかったからだ。敵国からいけにえ同然に嫁いできた花嫁など、誰も。

「なんて、愚かな」

　ザッシュは、まるで石の塊でも飲み込んだかのように唸うなった。

　訓練もされていない少女を、神の力があるからと戦場に放り出したアゼットも、アゼットというフィルター越しでしかカレンを判断しなかった己も、そしてカレンも。

「とりあえず、俺たちはこれから挽回だなあ」

　そう言うと、アッシュフロストは実は人一倍繊細なザッシュの頭をくしゃくしゃっとなでた。

　女たちがカレンにしたように、ザッシュにも、大丈夫だと伝わるように。










聖女カレン、牛を持つ




　翌日、女たちと夜更かしして腹がよじれるほど笑ったカレンの目覚めは遅かった。

　もう日は高くのぼり、皆は労働にいそしんでいる。

　慌てて起きたカレンに、メイドたちはすべて承知済みだと言って安心させた。

　昨夜の東屋でのパーティーはみんなが知っていること、あれだけ豪快な女たちが集まれば、城中に笑い声が轟くこと、カインハルト直々の命で、女たちの訓練が今日は休みになったこと、朝食はカレンのいい時間に取るようにと言いつかっていることを。

「まったく、ルナたちにも困ったもんですよ」

「たまーにああやって宴会を開くんですよ。うるさいったらなくて」

　よく話すようになってくれたメイドたちがそんなことを言うので、カレンは慌てた。

「ちが、違うんです、ルナさんたちは私を元気づけようとしてくれて――」

「存じておりますよ」

　カレンの言葉を穏やかな声で遮って、メイドたちは微笑んだ。

「我らが奥様のための宴会です。誰も迷惑なんて思いません」

「次は私たちもお招きくださいな」

　彼女たちがあまりに素敵に笑うので、カレンはまた、目から滝のように涙を流した。

「奥様!?」

　メイドたちが驚いて慌てふためいているが、カレンの中には昨夜プレゼントされた言葉が柔らかな光を放って満ちている。

〝女は強く、美しい――〟

　前の世界でも、この世界でも、あまり感じられなかった温かくむずがゆい、純粋な優しさを、カレンは今一身に浴びていた。




◆




「今日の奥様の活動報告、お聞きになりますか」

　夕方の執務室で、アッシュフロストがにやにやしながらカインハルトに告げる。

　カインハルトは無言のまま書類から目を上げると、再び伏せた。

〝話せ〟である。

　ザッシュの昨夜の動揺は鳴りを潜め、彼はいつも通り澄ました顔でカインハルトに茶を注いでいる。

「まずは奥様が運んだものを」

「はい？」

　わざと声を張り上げたアッシュフロストに、澄ましていたザッシュは思わず反応した。

「ひとつ目はベンチ。中庭にあった壊れかけたベンチですね。数年前に王から下賜された金属製の重たいベンチ――あれですよ、こんなんいらなくね？って皆で盛り上がったじゃないですか――で、危ないから移動しようと使用人たちが集まっていましたが、人手が足りず困っていたところにカレン様がたまたま通りかかったようです。使用人たちから話を聞くと手伝うことを快諾。成人男性四人でやっと移動できる代物を、ひょいっと運んでくれたそうです」

　カインハルトはもう書類から顔を上げている。

　ザッシュは顔をひくひくさせながら、アッシュフロストの報告を聞いていた。

「ふたつ目。倒木。森への入り口にあったイチョウの木が虫害にあって内部が腐敗して倒れてしまったようです。門を塞ぐ形で倒れてしまったため、皆で小さく切り分けて移動させるかと使用人たちが集まっていたところに、またもカレン様が通りがかった模様。ちなみこちらに人員が集中しすぎて、ベンチのほうが人手不足だったようです。カレン様はまたも快諾。邪魔にならないところまで木を転がしてくれたそうです。聖女とはいえ、あの華奢な体でそんなことができるなんて、信じられます？　俺には信じられません。その際、バキバキと折れた枝は乾かせばいい薪になりそうでしたよ」

　アッシュフロストはさらに続けた。

「三つ目……」

「まだあるのか」

　ザッシュが青ざめている。

「三つ目、逃亡牛」

　カインハルトは表情も変えないが、ザッシュはそろそろ白目をむきそうである。

「なんかどっからか逃げてきたらしいんすよね。おそらく森の奥に住んでる農夫んちの牛だと思うんですけど。あのほら、たまに鳴き声聞こえるじゃないですか。ミルク用と食肉用って言ってた牛たちですよ。あれの一頭が逃げ出してきちゃったらしくて、運悪く倒木を森に転がすために開けていた門から敷地内に侵入しちゃいまして」

　その時、ダニーが悲鳴を上げてしまったのだという。その悲鳴に驚いた牛が興奮状態に陥り、走りだしてしまったというのだ。

「まあ、そうなるとダニーだけじゃなくほかの皆からも悲鳴が上がる上がる。逃げ惑う人々に驚いてさらに興奮する牛。阿あ鼻び叫きょう喚かんとはこのことか――そして収拾がつかなくなったところで、救世主メシアの登場です」

　アッシュフロストはもはや完全におもしろがっている。ザッシュは今にも泡を吹きそうな様相である。

「カレン様が悲鳴を聞きつけて暴れる牛をひょいっとしてくれました」

　ひょいっである。

　アッシュフロストもあの光景をなんと表現していいかわからなかったのだ。

「まさか、持ち上げたのか？」

　ザッシュが震えながら確認してくる。

「カレン殿に怪我は」

「怪我はしてませんけど、泣いてましたよね」

　カインハルトが無言で立ち上がった。

　勢いのあまり、ガタガタッと背後に椅子が倒れる。

「まあまあ落ち着いて」

　アッシュフロストは笑いをこらえている。

　ザッシュは呆然とするものの、ふらふらしながら倒れた椅子をゆっくりと支え起こした。

「カレン様は泣きながら牛だー！って叫んでました」

　カインハルトの眉間が怪訝そうに近づいた。

　カレンが泣いたことを見逃せないらしい。

「彼女が泣くような状況で、お前はなにをしていた」

　まるで地獄から轟くような低音で、カインハルトはアッシュフロストに見当違いの怒りをぶつけた。

「いや、待って。暴れ牛相手して私がなにかできると思います？」

　アッシュフロストは心外だと言わんばかりに抗議した。

「で、カレン様もまあまあパニックでした。牛にそもそも触れる機会が今までなかったらしくて、ひょいって持ち上げたはいいけどどうしたらいいかわからないから、う、うしだー！って叫びながらウロウロしてました。牛を天に掲げながら。悲鳴を聞いて駆けつけた非番のルナたちがそんなカレン様を見て、膝から崩れ落ちるくらい爆笑し始めちゃって、誰を助けることもなく、笑いすぎて地面で転げ回ってました。まじでここでも第二の阿鼻叫喚って感じでしたね。カレン様の怪力をほぼ初めて目の当たりにした使用人たちは開いた口がいつまで経っても閉じないし、ひとり驚きすぎて顎が外れた者もいましたが今は救護室へと運ばれています」

　大真面目な顔をして、アッシュフロストはここまでひと息で話しきった。

「牛はどうなったんですか……」

　ザッシュは青ざめながらも経緯が気になるらしい。

「牛といえば興奮状態だったのが宙に持ち上げられてすっかりおとなしくなったので、比較的穏やかに厩に運ぶことができました。足の速いダニーに農夫を呼びに行ってもらってます。負傷者は顎が外れた者以外にはいません。報告は以上です！」

　アッシュフロストは無駄にキレのある動きで敬礼した。

　ひどい報告会である。カインハルトとザッシュの平穏を破壊しにきているとしか思えない。

「その間、お前はなにをしていた」

　カインハルトは眼光鋭く、先ほどと同じ質問を投げかけた。

　鋭く問われたアッシュフロストは、敬礼をしたまま堂々と声を張り上げた。

「ルナたち同様、地面に転がって笑っておりました！」










聖女カレン、幽霊と邂逅する




　その日のカレンは夕食をお代わりした。

　金属製のベンチに始まり、倒木に牛ときたらそれはもうお腹が空く。

　ただし、目の前にカインハルトはいない。

　今日も一緒に夕食を取る予定だったが、王城からの急な呼び出しで出かけなくてはいけなくなったらしい。

　満腹になったお腹をなでながら、カレンは自室に戻った。

　部屋まで送ってきてくれた兵士に挨拶をして部屋に入ると、暖炉に火が入れてありぽかぽかと温かい。

　カレンはそのままふらふらとベッドに倒れ込むと、お行儀悪く足を使ってブーツを脱ぎ捨てた。

　ふかふかのベッドが心地いい。

　雲のような心地にひたりながら、カレンは今日一日を思い返した。

（……いつもより盛りだくさんな日だったな）

　けれどおかげで、城の者たちとの距離もぐっと近づいたような気がする。

　廊下を歩いていると、兵士や使用人に声をかけられ、ベンチを動かしてくれた礼だとか、倒木を動かしてくれて助かったとか、牛を持ち上げたのは本当かとか。

　カレンは生来の人見知りを発揮したが、一緒にいたダニーが助け舟を出してくれたことでいつもより緊張せずに話せた気がする。

　今までただ通り過ぎていくだけだった人たちに話しかけてもらえるというのがくすぐったくて、カレンはにやけそうになるのをどうにかこらえた。

（こんな日だからこそ、一緒にご飯を食べたかったな）

　ひとりで夕食を取りながら、目の前の空席が寂しかった。

　普段から口数は多くないカインハルトだが、カレンの拙い話にちゃんと返事をしてくれる。戦場で大熊と呼ばれる苛烈さを、カインハルトはこの屋敷ではあまり見せない。

　一度、戦場で相まみえた時は恐ろしかった。

　あの美しい水色の瞳がギラギラと輝いて、獰どう猛もうな獣のようだった――。目の前に立たれた時の体が震えるほどの緊張感、底冷えするほどの恐怖。戦場で興奮状態だった兵士たちも、一気に水を浴びせられたかのように正気に戻った。

　それほど、戦場でのカインハルトは恐ろしい存在だった。

　彼の手に握られた大剣に真っぷたつにされる――対峙しただけで、そんな恐ろしい想像が頭を駆け巡ったのを覚えている。

　そして必死に、彼から兵士たちを守ろうと動こうとしたのは覚えている。

（でもそのあとの記憶がないんだよな……）

　気づいた時には、セイラが戦争での負傷者に治療を施すために建てられた通称・中立テントに運ばれていた。このテントは敵味方関係なく運び込まれる、いつの間にか兵士たちの間では〝聖女セイラの中立国家〟と呼ばれるようになった。

　そのテントで、なんとカインハルトがセイラの治療を受けていたから驚いた。

　彼の表情は覚えていないが、周囲の看護師たちが『やはり大熊のカインハルトといえど、セイラ様には頭が上がらないのね』とクスクス笑いながら、話していたのを覚えている。

（嫌なこと思い出しちゃったな）

　そういえばそんなこともあったと、カレンはふうと息を吐いた。

（なんて恐ろしい人だと思っていたけど、この屋敷でのカインハルト様は違う）

　ここでの彼は、まるで穏やかで大きな海のようだった。

　戦場での彼とここでの彼は、到底同一人物には見えない。

（……思えばカインハルト様は、初めからずっと、〝私〟を見てくれていた）

　聖女として見るわけでもなく、セイラの姉として認識しているわけでもない。

〝カレン〟本人を見てくれていたように思う。

（……そうだ、あのテントで、あの時）

　カインハルトはセイラの治療を受けながら、ふとカレンに視線をよこしたはずだ。

『彼女は、治療しないのか』

　大熊と称される人物から発せられるには、到底似つかわしくない低く落ち着いた声だった。

　カレンの左腕には、カインハルトに切られた創傷があったように思う。間一髪で避けたのか、カインハルトが手加減してくれたのかはわからない。

　セイラは、自分よりカレンに声をかけたカインハルトにむっとしたようだった。

『あとでいたしますわ。姉は、自分のことなど差し置いて、皆を優先できる人ですの』

　セイラが勝手にそんなことを言ったので、カレンは黙って治療の順番を待った。カインハルトが去ったあとも、敵味方関係なく負傷した兵士たちが運ばれてきた。セイラは忙しさのあまりカレンの傷のことなど忘れてしまったのか、リチャードが迎えに来ると、カレンを置いてそのまま帰城してしまった。

　だから、カレンの左腕にはその時の傷痕がくっきりと残っている。

　カレンは無意識に、その傷をなでた。

（あの時、あのテントで、私に〝気づいて〟くれたのはカインハルト様だけだった）

　今も昔も、カインハルトは〝セイラの姉〟としてではなく、〝カレン〟としてカレンを見てくれていたのだ。

（……結婚したのが、カインハルト様でよかったな）

　まだ式も挙げていないけれど、カレンにはもったいないほどの人だ。

（もっともっとがんばろう。カインハルト様が、みんなが、嫁に来たのが〝聖女セイラ〟じゃなくて、カレンでよかったと思ってくれるように）

　カレンはそんなことを思いながら、優しく手招きしている睡魔に身を委ねた。




　――カチャ、パタン……。

　夜中、カレンはかすかな物音にぼんやりと目を覚ました。

　辺りはもう暗い。灯されていた蝋ろう燭そくが尽きたのだろう。

　カレンが重いまぶたを開けると、そこには黒い大きな影が覆いかぶさっていた。

（もしや、ゆーれー？）

　寝起きで霞かすみがかった頭で、カレンはかろうじて目を開けていた。

「……起きていたのか」

　大きな影のような幽霊が声を出す。

　なんとカインハルトの声である。

「……カレン殿？」

　カレンがぼんやり大きな影を見つめていると、その影がゆっくりと近づいてきた。

「寝ぼけているのか」

　幽霊の顔がはっきりする――カインハルトである。

　彼が少し身じろぎすると、外の匂いがした。

（今、お城から戻ったの……？）

「かいんはるとさま」

　カレンはろれつの回らない口で、小さくその名を呼んだ。

「うん？」

　優しい優しい返事が返ってきた。

　カインハルトはカレンの枕もとに腰掛けると、分厚いブランケットをふわりとかけてくれる。

「今日の活躍を聞いた」

　少しおかしそうに、カインハルトがそんな話をする。

　カレンは、心底からもったいないなと思った。もっと意識がはっきりしている時なら、彼のこの表情を、声を、空気を鮮明に記憶するのに、と。

「まだ怪我が完治していないだろう」

　そう言って、カインハルトはカレンの包帯の巻かれた手を取った。

　まさかそんなことを言われるとは思っていなかったので、カレンはぼんやりしたまま小さく笑う。

「やっぱりゆうれいのしょうたいは、かいんはるとさまだった」

「幽霊？」

　寝ぼけまなこでそんなことを言うカレンの手から、カインハルトは器用に包帯を解いていく。

　今日の包帯はメイドがしてくれたので、きれいに巻かれていたはずなのに。

「治るまで無茶はしないでほしい。……治ってもしてほしくないが」

　言いながら、テキパキと包帯を新しいものに替えていく。

　カレンはその様子を見ながら、カインハルトの手があまりにも優しいので、うとうととまた夢の中に旅立ちそうになっていた。

「……いや、そんなことを言いたいわけではなく」

　カインハルトははたと気づいたかのように、包帯からカレンの顔へと視線を移した。

　少し気まずそうな顔。

　カレンが初めて見る顔だ。

　暗闇でも、目が覚めるような水色の瞳は美しい。

　やっぱりもったいないな、とカレンは思った。

（ちゃんと、覚えていられるときに、見たいな）

　けれどカレンがこんなにぼんやりしているからこそ、カインハルトも肩の力を抜いているのかもしれない。

「私の屋敷の者を助けてくれてありがとう」

　そうして大真面目にそんなことを言ってくれるから、カレンは満面の笑みを浮かべた。

「だって私は、あなたの奥さんだもん」

　夢でなければ言えないようなセリフを、カレンは笑って言った。

　現実と夢の境がわからないからこそ、言えるセリフだった。

　普段のカレンなら恐れ多くてそんなこと口にできないだろう。

　カインハルトは目を丸くした。そのまま固まってしまったかと思えば、カレンから視線を逸らし、天井を見上げ、最後には巻きなおした包帯の手に視線を落とした。

　カレンはそんなカインハルトを見つめている。

　カインハルトはその大きな身を屈めて、包帯の上からそっとカレンの手に口づけた。

　カレンの手がびっくりする。

　その手が逃げるのを引き留めもせず、カインハルトはまた身を起こした。

　大きな影が、カレンの顔を覆いつくす。

「かいんは――」

　名前は最後まで呼べなかった。

　薄く硬い唇が、カレンの唇を塞いで話すことを許さなかった。

　カレンは完全に目覚めた状態で、けれど石のように固まったまま。

　身動きひとつすれば、この〝夢〟が終わってしまいそうで――。

　何度か唇を合わせると、カインハルトはすっと音もなく身を引いた。

「すまない、無礼を働いた」

　そんなことを言って、名残惜しそうにカレンの乱れた髪をなでていく。

「……」

　なにか言いたそうにしてカレンを見つめたのは一瞬で、カインハルトは音もなく部屋から出ていってしまった。

　カレンはカインハルトに口づけられた状態のまま動くに動けず、一睡もせずに朝を迎えた。




　翌朝、カインハルトは朝食の席には顔を出さなかった。

　なにやら近いうちに、兵士たちを動員する必要があるらしい。戦ではと危惧したカレンに、アッシュフロストは違う違うと軽い口調で答えた。




「このバカ娘、ちょっと来い」

　昼過ぎ、ダニーとジャガイモの皮をむいていると、モンタナに呼ばれた。

　あの暴発事件以来、モンタナはカレンのことをそう呼ぶ。ひとりで無茶をしたカレンに怒っていると意思表明したいのだ、ほうっておくといい、とカインハルトには言われていた。

　カレンの周りには、ジャガイモなのか皮なのかわからない物体が花弁のように落ちていた。

　昨夜のことが、夢なのか現実なのかもわからないまま――いや、本当はわかっている――カレンは思い出しては悶もん絶ぜつし、悶絶してはジャガイモを破壊し、ジャガイモを破壊してはダニーに謝り、また新しいジャガイモに手を伸ばしては思い出して悶絶し……というのを繰り返していた。

　ダニーとしては、モンタナがカレンを呼び出してくれて心底助かったところである。

「この屋敷の主がなんでジャガイモなんかむいちょるんじゃ」

「特訓です」

　カレンはすかさず答えた。

　決して、暇だから、余計なことを考えてしまうから、という理由でダニーの仕事を手伝わせてもらっていたわけではない

「特訓？」

　モンタナの豪快な眉がくいっと上がる。

「はい」

　モンタナにすごまれて、カレンは小さな声でそう答えた。

「中庭の〝ご隠居様の東屋〟で、ルナさんたちに宴を開いてもらって……。思ったんです。この人たちと並び立ちたい、戦聖女とは違う立ち位置で、ルナさんたちやカインハルト様、そして、モンタナさんたちの役に立ちたいって」

　どうやら畑に向かっているらしい。モンタナのせっかちな歩調に合わせながら、カレンはぽつぽつと心の内をこぼした。

「……まだまだ力不足だけど、大事なものを壊さないために、力を完璧にコントロールできるようになろうって」

　カレンの言葉に、モンタナはふんと鼻息荒く吐き出した。

「そんなもん、とっくにできとる」

　モンタナは吐き捨てるように言った。さっさと先に行ってしまうので、顔も見えない。

　カレンはきょとんとして、やがて破顔した。

「もっとできるようになります」

　うれしそうに笑って、カレンはいつになくリラックスしていた。

　心の中に、カインハルトとの昨日の夜があるからだ。

　思い出しては恥ずかしさに悶もだえてしまうけど、それでも、カインハルトとの初めての触れ合いは、まるで見知らぬ土地でのよすがのように、カレンに心の平穏をもたらした。

（恥ずかしかったけど、うれしかった）

　ほかの誰でもないカインハルトが触れてきてくれたことが、心の底からうれしかった。

「そろそろソラマメが収穫できそうじゃ」

「えっ」

　モンタナがなにげなくそんなことを言うので、カレンは慌てて昨夜の記憶を頭から追い出した。

「シチュー、食うんじゃろうが」

　こっちを見もしないでモンタナが言うので、カレンは遠慮なく顔を緩ませ、大きな声で「はい！」と返事した。

「カレン様、カインハルト様がお呼びでございます」

　メイドが呼ぶ声にカレンが足を止めると、モンタナがちっと舌打ちした。

　モンタナとメイドの両方を見比べて、どうしようかとカレンが迷っていると。

「収穫の準備を手伝わせたかっただけじゃ。バカ娘はそっちに行っていい」

「モンタナさん、すぐ行きます。私も準備したいです」

「お前が来る頃にはもう終わっちょる」

「嫌です、私にも残しててください」

「バカ娘め」

　モンタナがやっと振り返って、にやっと笑った。

　ひどく満たされている――今のカレンに、セイラの影などひと欠片も落ちていなかった。










聖女カレン、戸惑う




　カインハルトの執務室を訪れると、中央の大きな執務机に座っていた彼は、カレンの来訪に立ち上がり室内へとエスコートする。

　慣れない動作でぎくしゃくしてソファに座ったカレンの正面に、カインハルトも腰掛けた。

　彼の左右に、いつもより表情が硬いザッシュといつも通りのアッシュフロストが立っている。

「……」

　彼らの様子にただ事ではないと感じ、カレンは居住まいを正した。

　いつもは憎まれ口しかたたかないザッシュが、無言で紅茶を淹れてくれる。

「ま、ま。いきなり話もなんだからお茶でも飲みましょ」

　アッシュフロストが場を和ませるように声を上げた。

　ザッシュから紅茶を差し出され、礼を言って受け取る。

　うかがうように三人を見るが、アッシュフロストだけが「どーぞどーぞ」とへらりと笑う。

　お言葉に甘えてひと口飲むと、柔らかくほのかに甘い風味が口内に広がった。カレンの好きな味だ。

　少しだけ息を吐いたカレンを見計らうかのように、カインハルトが口を開いた。

「……アゼットから我が国へ、聖女セイラの慰問が行われるそうだ」

「え」

　カレンは震える手でカップを握りなおした。

「昨日、城に呼び出されて王命を受けた。彼女が滞在中、私とあなたで、護衛をするようにと」

　カインハルトはひと言ひと言を、カレンに言い聞かせるように話した。

　カレンは紅茶のカップを持ったまま、ぼんやりと考える。

（セイラの護衛――まるで、アゼットの頃みたいだ）

「それから、彼女の要望でオリエルタでの滞在先は、姉がいるこの屋敷がいいと」

　――カシャン。

　ソーサーにカップを戻そうとしていたカレンの手から、カップがすべり落ちた。

「あっ」

　カレンの包帯に淹れたての紅茶がかかる。カインハルトが音速で傍かたわらにひざまずくと、そっとカレンの手を取った。

「冷やすものを」

　カインハルトの指示に、ザッシュが急いで部屋から出ていく。

「あ、大丈夫です……。ちょっとしかかかってないので」

「よくない。傷にも障さわる」

　本当に少ししかかかっていないのだが、カインハルトは少々過保護である。

「こういうとき、聖女セイラの力があればと願ってしまうな……」

　カインハルトが無意識にこぼすように、ぽつりとそう漏らした。

　カレンは背筋がヒヤリと冷たくなるのを感じて、同時にカインハルトの指先を握っていた手がこわばる。

「カレン殿？」

　カインハルトがなんでもないような顔で、カレンの顔を覗き込んでくる。

　まるで昨夜のようだと思った。

　思ったが、カレンの心情はまったく同じではない。

　カレンがこわばった顔のままカインハルトを見つめていると、カインハルトは少し照れたように首筋をなでた。

（……あ、まただ。この前もなでていたのと同じ場所）

　カレンがじっと見つめていると、カインハルトはやはりバツの悪そうな顔で太い首の左側をなでている。

（この前もたしか、セイラの話をしていた時――）

　そこになにがあるのだろう、とカレンが探るようにカインハルトを見た時だった。

「その首の傷、聖女セイラに治してもらったやつっすね」

　カレンと同じようにそれを見ていたアッシュフロストが、事もなげに口を開いた。

　アッシュフロストから飛び出た言葉に、カレンは頭が真っ白になる。

「いつでしたっけ？　致命傷じゃないけど、首筋にまあまあの傷こさえて、それを見た部下たちが慌てて聖女セイラの中立テントに連れ込んだんでしたよねえ。あのテントだけ中立国家だから敵味方混在して治療受けて。その時の傷でしょ？　あえて完治させないで、痕を残してほしいってお願いしたやつ。俺、あとでそれ聞いた時変態じゃんって思って」

　アッシュフロストはカインハルトに睨まれていてもおかまいなしに、ぺらぺらと当時のことを話している。

　主を堂々と変態呼ばわりしているアッシュフロストのことを笑えもせず、カレンはひたすら考えていた。

（あの時の――）

　カインハルトと相まみえ、彼がセイラに治療されていた時のものだ。

（〝私〟に、気づいてくれた時の）

　ソファに座った状態なのに、そのまま倒れてしまうほど心が揺さぶられている。

　カインハルトはなにも答えず、再び顔を上げるとカレンを見た。

　水色のきれいな瞳が、カレンを見ている。

（――本当に？）

　カレンは唐突に、そう思った。

　カインハルトはたしかにカレンを見ている。

　けれど本当に、〝カレン自身〟を見てくれているのだろうかと、そこには確信が持てないのだ。

『あなたたちふたりは、まさしく神の力を現世にもたらす聖女といえる』

　以前、カインハルトはそんなことを言っていた。

　それは本当に〝ふたり〟を聖女だと思っていたのだろうか――。

（カインハルト様は、私に、誰を見てるの）

　カレンは自分の胸からどろどろと黒い泥のような感情があふれていくのを感じていた。

　カインハルトの触れている手が、今にも砂となって崩れていきそうである。

（カインハルト様が本当に〝聖女〟だと認めているのは、私じゃない……？）

　カインハルトの、その大きく力強い手が、愛しそうになでたもの。

（セイラに治してもらった、傷――）

　わざと痕を残すほどの執着を見せている。

　その傷痕を、愛おしげになでている。

（……私は、セイラのようにかわいらしくはないけど）

　顔の造りだけは、同じなのである。

（私を通して、セイラを見てた――？）

　心臓が口から飛び出そうなほどの衝撃だった。

　自分で考えておきながら、まるで恐ろしい怪物のように、思考はとどまることを知らない。

　今までカレンにくれていた言葉の数々もすべて、カレンを通したセイラにかけたものだったとしたら――。

　カレンの顔を覗き込んでくるカインハルトの目は、まるで水晶玉のようだ。

　美しすぎて、なにを考えているかわからない。

　今はそれが、怖かった。

　カインハルトの瞳を見つめ続けることができず、カレンはぎこちなく視線をさまよわせた。

（……馬鹿だな、そもそもカインハルト様とは、政略結婚なのに）

　オリエルタのビガン王が、セイラを望んでいたように、カインハルトも自分の妻に望んでいたとしたら。

（カインハルト様は優しい人だから、望まぬ私が来ても、受け入れようとしてくれていたのかもしれない）

　ザッシュが持ってきた氷ひょう嚢のうを包帯越しにあててもらいながら、カレンは足もとにぽっかりと穴があいていくのを感じていた。

　ついさっきまで、セイラの影など、どこにもないと思っていたのに。

（また、アゼットと同じようになるのかな）

　セイラがこの屋敷に来れば、きっと皆、セイラの虜になってしまうだろう。

　セイラにはそれができるだけの愛らしさと美しさ、したたかさがある。

（ルナさんたちも、ザッシュさんやアッシュさん、モンタナさんや、ダニーも）

　カインハルトがまだなにか話していたが、カレンの耳にはもう届かなかった。

（カインハルト様も、みんな、セイラを好きになる……）

　包帯を濡らす冷たい氷の感触が、じわじわとカレン自身の熱を奪っていく。

「到着予定は一週間後と聞いた。アゼットではいろいろと制約もあっただろうが、この屋敷では姉妹水入らずで過ごしてもらってかまわない」

　カインハルトが穏やかに微笑んだ。

　初めて見る笑顔だ。

　その笑顔すら、セイラに会える喜びを抑えきれないのではと、ひどい勘繰りをしてしまう。

　そして彼が紡ぐのは、彼の部下たちを救ったカレンへの、好意からの言葉に違いない。

　カレンは必死に、笑え、と自分に命令した。

「ありがとうございます……」

　カインハルトの言う〝姉妹水入らず〟が、どれだけカレンにとって残酷なことか、彼は知るはずもないのだから。

「まさか、噂の双子聖女がふたりそろうところを拝めるなんて、思いもしなかったっすねー」

　アッシュフロストはどこまでものんきである。

「そうだな、カレン殿のたったひとりの家族だ。丁重に出迎えよう」

　カインハルトが言う。

　優しい言葉だ。

　カレンを気遣い、妹であるセイラのことも気遣ってくれる言葉。

　今まで彼からもらった言葉の数々はまるで宝石のようだった。

　両親以外、カレンをセイラと同等に扱ってくれた存在はなかった。カレンはいつだって、セイラの陰に追いやられてきた――否、自ら息を潜めて生きてきた。

　カレンを見てくれていた人が、セイラのことを大好きになっていくのを見るのがつらいから。

　友人だと思っていた人も、密かに恋をしていた人も。

　みんなみんな、セイラを好きになってしまったから。

　同じように絶望するのが怖い。

（このオリエルタでの短い時間で、私が得たものは、あまりにも……）

　カレンはゆっくりと、視界が暗くなっていくのを感じた。

（あまりにも大きくて、大切だから……）

　カインハルトや、この国の人たちがセイラを選んでしまったら、きっと今までの比ではない絶望が襲ってくるだろう。

　カレンは自分の中を満たそうとする泥に溺れそうになりながら、意識を保つので精いっぱいだった。




◆




　――ガンッ。

　カレンがふらふらと部屋から出ていったあと、カインハルトは乱暴に壁を叩いた。

　叩かれた壁はまるでスポンジのように崩れ落ちて、見事な穴があく。

　アッシュフロストが「ちょっとお」と声を張り上げた。ザッシュはいつものことと、涼しい顔でティーカップを片づけている。

「怒るのもわかるんですけど、部屋は壊さないでくださいよ」

　この部屋は特別なのだ。カインハルトの父親である〝ご隠居様〟の代から使われてきた由緒ある執務室だ。つまり、剛腕な一族の多少の八つ当たりに耐えられるよう、ほかの部屋より頑丈につくられているのである。

　まあその程度の頑丈さなど、彼らの前では無に等しいが。

　アッシュフロストの言葉に少しだけ平静さを取り戻したカインハルトは、大きく深呼吸した。窓からカレンの自室がある塔を見上げる。もう少しすれば、あの窓に明かりが灯るだろう。

「うちの奥様にセイラ様の護衛を、ね。双子だってのに、まるでお姫様と家来だな」

「アッシュ！」

　やっと主人が落ち着いたというのに、火に油を注ぐようなことを言うアッシュフロストに、すかさずザッシュの制止が飛ぶ。

「うちの王様にも困ったもんだ」

「違う」

　アッシュフロストのあきれた声を、カインハルトは遮った。

「アゼットの、リチャード王太子からの直々の勅命だそうだ」

　落ち着いたはずのカインハルトから、青い炎が立ち上っているように見える。

「〝聖女カレン〟の力をわかっているからこそ？　聖女セイラ様が大切で大切で仕方ないってことかね。同盟を組んでも元敵国。なるべく危険からは確実に守りたいってとこか」

「……どちらにせよ。カレン様はもう我が国の人間であるはず。いつまで経っても、自分の部下のように思われていては困りますな」

　ザッシュが言う。カレンが嫁いできた当初、あれだけカレンの存在を認めたがらなかったというのに、カレンに対する考え方が随分と変わったようである。

「まあ、将軍に嫁いできたとはいっても、式も挙げてなければパレードすらしてないんだから、オリエルタでも聖女カレンは受け入れられていないだろうっていう考え方なんじゃないか？　責任の一端は将軍にもあると思うけどね」

　アッシュフロストは容赦なく主人の痛すぎるところを突いた。

　自国の王とアゼットのリチャードに怒り狂っていたカインハルトの炎が一気に鎮火する。

「……もう少し、待ってくれ」

　カインハルトはそう言うと、太い首をなでた。

　セイラに治してもらった傷がある場所を――。










聖女カレン、支えられて立つ




　セイラの慰問パレードは盛大に行われた。

　カレンの忍ぶような嫁入りなどまるで比にならない、街をあげてのお祭り騒ぎだった。街の菓子屋はセイラクッキーというものを焼き、露天商はセイラの肖像画を売り叩いた。

　セイラの大好きな白いバラで飾られた街の大通りを、セイラはリチャードが歩いて綱を引く白馬に乗ってパレードを行った。一国の王子に馬引きをさせるなどありえないことだが、セイラの馬を引く役目をリチャードは譲らなかった。

　道の両端にはオリエルタの国民たちが集結し、聖女セイラをひと目見ようと押しかけている。

　人々からの声援に、セイラは可憐な笑みで答えていた。

　セイラが手をひと振りすれば、大歓声が起きるような状態である。

　このパレードに駆り出された兵士たちも、今日はセイラに合わせて白い詰襟の儀礼服に身を包んでいる――もちろん、カレンも。

　こちらに来る時に持参したアゼットでの戦闘服は、ザッシュからストップがかかった。初めてオリエルタで登城した時同様、大将軍の花嫁として、敵対していた時の軍服を着させるわけにはいかないということらしい。ごもっともである。

　ザッシュに用意してもらった儀礼服は、上半身のデザインはほかの兵士たちと同じだが、裾がふわりと広がるマーメイドスカートになっていた。前から後ろにかけてドレープ上に長くなり、中に白いパンツとブーツを合わせている。全体に乳白色に銀色の刺繍がなされた、とても高価なもののようである。

　この糸が金色でなくてよかったと、カレンは着る時に思った。

（まるでセイラのきれいな髪を編み込んでいるようなイメージだったら、きっと落ち込んでた――）

　けれどその心配は杞憂に終わった。

　今日は、ルナやメイドたちに似合うよと言ってもらい、モンタナからはなんと贈り物ももらった。

　美しい銀細工の、大きな獣に蔦が巻いた、不思議な紋章が入ったバレッタだ。

『お前さんの銀色の髪に似合うじゃろ。儂はセンスがいいんじゃ』と言って、カレンの髪を器用にまとめてくれた。

　どうしてこんなに上手に髪をまとめられるのかと聞いたら、もう今は亡き妻が寝たきりになった時、よく髪を編んでやっていたという。モンタナは愛妻家だった。

　ダニーが横で、贈り物をするって知っていたら、僕も贈ったのに、とぶつくさ言っている。その気持ちだけでも、涙が出るくらいうれしかった。

『そこまでしたのなら、紅くらい引いたらどうです』

　とはザッシュである。

　そんなザッシュの背中を、ルナを筆頭とする女兵士たちが容赦なく叩いた。

『お堅い参謀もたまにはいいこと言うじゃないか』

　背中に打撃を受けたザッシュが足もとに転がった。

　ということで、今日のカレンはほんのうっすらおしろいと、紅だけを引いている。

　今まで化粧を施してもらったことがなかったので、カレンは緊張の面持ちで唇に筆が乗るのを待った。

『こら、カレン様。そんながちがちに緊張していたらきれいに塗れないよ』

『ご、ごめんなさい。お化粧って、緊張するね』

　そのひと言で、カレンがこの年になっても化粧未経験者だと発覚した。

　女兵士たちは眉間に皺を寄せ、モンタナは太い眉をくいっと持ち上げ、ザッシュは痛ましい表情を浮かべた。どうしたらいいかわからず緊張でぎゅっと目を瞑つぶっていたカレンには、彼らの顔は見えなかったが。

　どうにかこうにか緊張を解かれて紅を引いてもらうと、皆が口々に褒めてくれた。

　モンタナが結ってくれた髪を皆が優しくなでていき、忙しい朝だというのに女たちは自室に戻って自分の化粧道具をカレンに山盛りよこした。

『まだ使ってないのばっかだよ。あんたにあげる。持ってる中でも似合うやつ選んできたからさ』

　ルナが笑って言った。

　こんなにもらっても化粧の仕方がわからないと困り顔のカレンを、女兵士たちが笑った。

『化粧の仕方なら、私らが教えてあげるよ』

『今度街におりて、洋服も選ぼうよ』

『いいね！　大将軍様に奥方の洋服代とあたしらの昼飯代を出してもらわにゃ』

　皆が大きな口で笑う。カレンも心の底から笑った。

（私、大丈夫だ。この刺繍糸が金色でも、きっと、大丈夫だった）

　たとえ、カインハルトの想い人がセイラでも――。

　カインハルトは、ほんの少し着飾ったカレンになにかを言うことはなかった。無言で、カレンの頬にかかった髪をそっと拭い、熱に浮かされたような顔を浮かべている。

（……セイラを重ねているのかな。化粧をしたから、たしかにいつもよりセイラに似ているような気がする）

　そんなことを考えて冷静でいようとしても、やはり心はズタズタだった。

（セイラと重ねて見られているなんてこんな侮辱はない。こんな悲しくてつらいこと、ない）

　パレードが始まる前、カレンはカインハルトにいつものようにおしゃべりをした。

　皆がしてくれたこと、心の底からうれしかったこと。

　彼らがセイラに会うことで、みんながセイラに夢中になってしまっても、彼らの好意がカレンに向けられることがなくなっても、それでもいいと思えるくらいにはうれしかったこと――は、胸の内にそっと大事にしまい込んだ。

　カインハルトはいつものようにうんと聞いてくれた。それがやっぱり好きだと思った。

　カレンは目の端に涙が浮かぶのを必死でこらえて、なんでもないように話をした。

　カインハルトはそれを目ざとく見つけて、穏やかな顔で、まるでいつくしむように、皆からの化粧が落ちてしまう、とだけ小さく言った。

　そのあとはもう、仕事の話が続いた。

　アゼットとの合流地点、パレードのコース、不測の事態の対処法、兵士たちの人数と、セイラ周りに配置する剛の者たちの名前、旗持ちにはルナの名前もあった。

（大丈夫、これから皆がセイラに夢中になっても、今まで皆からもらった優しさは消えたりしない。カインハルト様の言葉の中にも、私だけを見てかけてくれたものが、きっとあった）

　カレンは皆やカインハルトにもらったたくさんの優しさで武装して、セイラとの再会に臨んだのだ。




　ふわふわと風になびくスカートをさばきながら、カレンは前方を見た。

　人々の混乱もなく、順調にパレードは進んでいる。カレンがこの国に来て、最初に降り立った駅から城までニキロほど。パレードは続く。

　前方で旗持ちをしているルナが、カレンをちらりと振り返ってウィンクをよこした。

　それだけでも天にのぼるくらいうれしくて、カレンは一生懸命小さく手を振り返した。

　カインハルトとカレンが、セイラの護衛の筆頭としてパレードの管理を任されていた。

　人々は聖女セイラに夢中で、カレンのことなど誰も見ていない。

　パレードの隊列は、セイラを先頭に縦長に構成されており、セイラの前には精鋭兵士が六人と旗持ちがふたり。そしてセイラの後ろにはカインハルトとカレンを含む隊列が組まれており、後方だけでも兵士たちは五十人を超える規模である。

　カレンは久々に見るセイラを遠目に眺めながら、つかず離れずの距離でパレードについて回る。

　カインハルトは、セイラの乗る馬のすぐ後ろを黒馬でついてきている。

　歓声の中にはカインハルトの名もあるのがわかる。彼はこの国では英雄なのだ。

　白いセイラとはまるで一対の彫像のようで、人々はほうと感嘆のため息をついた。

「ああ、セイラ様がカインハルト様のお嫁さんに来てくれたらよかったのにねえ」

「カインハルト様の嫁はセイラ様の姉なんだろう？　治癒能力でうちの兵隊さんたちを治してくれていたセイラ様とは違って、戦聖女とか呼ばれる暴力女だというじゃないか」

「よりによってどうしてそんなのをよこしたのかね」

「カインハルト様が気の毒だよ」

　まるで耳の周りを飛び回る虫の羽音のようである。

　祭りの騒がしさを縫って耳に届く人々の世間話は、カレンの心を消耗させた。

　久々に見たセイラは相変わらず美しく、生き生きと生命力にあふれていた。人々にその活力を分け与えられるのではと錯覚しそうなほど、光に満ちあふれている。

　そのセイラが乗る馬を引くリチャードはどれほど誇らしげな顔をしているかと思っていたら、どこか浮かない顔をしている。カレンはセイラたちの後ろにつているが、彼が時折落ち着かない様子で周囲を見渡す時に、その暗い横顔が見えたのだ。

　表面上は笑顔を浮かべているが、カレンがアゼットで見ていた、セイラの愛らしさに傾倒していた時の笑顔とはほど遠い。

（……？）

　カレンはそれが気になって、少しだけ歩調を早めた。カレンに持ち場は振られていない。カレンは動きやすい場所でパレードに紛れ、セイラを守るようにと指示されている。

「カレン様」

　もう少し前に出ようかとカレンが踏み出すと、ルナの夫ダニエルが話しかけてきた。

　暴発事故のあと、食堂で見かけた例の包帯男である。

　色黒で赤い髪をルナと同じような髪形に刈って短くしている。今はもう包帯もとれたが、顔には火傷の痕が残ってしまった。とはいえ、包帯が取れたダニエルは、傷痕が気にならないほどの男前だ。ルナとダニエルはさらに箔はくがついたと笑うような豪快な性格の持ち主である。

「あんま前に出ると危ないっすよ」

　ダニエルはどこかカレンを子供扱いする節がある。

　カインハルトに次ぐこの場の責任者に、なにを言っているのだろうとも思うが、その優しさがうれしくてカレンは笑った。

「いえ、でも、危ないことからセイラを守ることが私の仕事でもあるので……」

「あんたが怪我したら、うちのかみさんが悲しむんすよ」

　ダニエルの一番はルナである。

　彼の判断基準は、ルナが喜ぶか、怒るか、悲しむか、だ。

「そんなこと言われても……」

　カレンがルナ命のダニエルにたじたじになっていると、パレードと並走して走る少女の姿を視界の端にとらえた。

　彼女はセイラを追っているようである。馬上のセイラを見つめながら、人だかりを縫って走っている。

　パレードのスピードはそこまで早くない。先頭にはすぐ追いつくだろう。

　カレンはダニエルとの会話を中断して、少女の動向に注目した。

　彼女はセイラだけを目標に走っている――今は器用に駆け抜けているが、このままだと誰かとぶつかって怪我をしかねない。

　少女がスピードを上げた。

　カレンはパレードから離れ、それを追うように、歩調を早める。

　マーメイドスカートの裾がふわりと舞って、まるで陸を泳ぐ魚のようである。

「……なんだい、あんな美人な兵士いたかね」

「銀色のきれいな髪だなあ。ダイヤモンドダストみたいにきらきらしてらあ」

「バレッタ見たか？　〝ご隠居様〟の紋章が入っとったぞ――」

　カレンが去ったあと、人だかりからそんな言葉が聞こえたが、カレンには届かなかった。




　カレンは、少女がどんどん走るスピードを上げていることに不安を感じていた。

（どうしてそんな速く走るの？　そんなにスピードを上げたら、パレードを追い越してしまう）

　セイラと並び立ちたいのだろうか。それにしては、加速に遠慮がない。

　カレンもとうとう小走りになった。

　ブーツのかかとが、カツカツと整備された石畳を叩く。

「カレン様？」

　セイラの前を歩いていた旗持ちのルナまで追い越した。

　少女が急カーブする――警備の者たちの隙間をかいくぐって、少女はパレードの先頭を走る馬の前に飛び出した――。

　先頭はセイラの馬だ。馬がいななき、前脚を上げて歩みを止める。それに驚いた後続の馬たちが、次々にパニックに陥った。

　リチャードは馬の力に逆らえず、手綱を離してしまった。

　セイラはいなないた馬から振り落とされないよう馬の背にしがみついていたが、軽い体が宙に浮く。セイラから悲鳴が上がった。

「セイラ！」

　カレンは無意識に叫んでいた。

　カインハルトが自分の黒馬を降りたのと、カレンが彼を追い越したのは同時だった。

　まるでふたりは、お互いの役目が決まっているかのように正確に動いていた。

　カレンのマーメイドスカートの裾が、まるで高波のように翻る。

　パレードの前に飛び出した少女は馬のいななきの目の前にいた。馬のあまりの大きさに恐ろしくなって動けないのか、硬直している。

　馬が、今にも少女の頭上に轍のはめられた足を下ろそうとしていた――。

　カレンは石畳を力強く蹴って少女へと走った。石畳が、あまりの力に砕かれる。

　馬と少女の間に入って、カレンは素早く少女を抱きかかえた。

　十歳くらいの少女だったが、カレンにしてみればリンゴのように軽い。

　そのまま抱えて、馬が脚を下ろす寸前で少女を抱えたまま蹄ひづめの下から飛び出た。

　――カカッ。

　なにもない石畳を、馬の前脚が叩く。

「カレン殿！」

　後ろで、カインハルトが名前を呼ぶのを聞いた。

　振り向くと、カインハルトが落馬したセイラを受け止めている。

　セイラの顔がポーとなって、カインハルトを見上げていた。

　尻餅をついているリチャードに、馬の手綱を取ったルナが手を差し出している――のをダニエルが阻止して、ダニエルがリチャードを起こしていた。

　少女に前脚を振り下ろそうとしていた馬は、すぐに兵士数名が駆けつけて落ち着かせてくれた。

　――どうやら皆、無事らしい。

　カレンはほっと息を吐いて、腕の中の少女を見た。

　おかっぱ頭の痩せた女の子である。まだ恐怖から抜けられないのか、ブルブルと震えている。

「……大丈夫？」

　カレンが声をかけると、少女は大きな声で泣きだした。

　とりあえずは無事なようである。

　カレンはほっとひと息ついて、少女を抱えなおした。

「カレン殿、怪我は」

　カインハルトはセイラを抱えたまま近づいてきた。

　カレンにとってはその光景そのものが毒である。

「無事のようです」

　カレンが少女を抱いたまま立ち上がると、カインハルトはセイラを抱えたままぐっと距離を近づけてきた。セイラはカインハルトの胸に顔を埋めて、震えている。

「違う、あなたに」

　カインハルトの言葉に、カレンはカッを顔を赤くした。

「あ、私、も、大丈夫。ありがとうございます……」

　カレンはしどろもどろになって答えた。

　セイラにしがみつかれている姿に嫉妬しているのに、自分を気遣う言葉をかけてもらったことが、胸が痛くなるほどうれしかった。

「セイラ！」

　リチャードが慌てて走ってくる。腰は抜けなかったらしい。

「リチャード様……」

　セイラはカインハルトの腕から抜け出そうともせず、顔を上げた。

　涙を浮かべた顔が憔しょう悴すいしきっている。

　まるで羽根をもがれた妖精のようである。

「大丈夫か、怪我は」

　リチャードは青ざめている。

「大丈夫です。カインハルト様が助けてくださったおかげで」

　そう言って、潤んだ瞳でカインハルトを見上げた。

　それに気づいて、カインハルトも腕の中のセイラに視線を移す――。

　ふたりの目が合う前に、カレンはさっと身を翻した。

　セイラを恍こう惚こつと見つめるカインハルトの顔など見たら、苦しくて立っていられなくなるだろうから。

「カレン！」

　だというのに、よりによってカインハルトの腕から下ろしてもらいながら、セイラがカレンを呼び止めた。

「その子を見せて。本当に怪我をしていないの？」

　そんなことを言いながら、カインハルトに甘く礼を言って近づいてくる。

　カレンは腕の中の少女がこわばるのを感じて、不思議に思いながらも守るように強く抱きしめた。

　セイラがカレンにさらに近づき、ぐっと距離を詰める。

　お互いに着飾った姿、造形が美しい顔がふたつ並ぶと、まるで絵本の中の挿絵のような雰囲気である。

　人々は騒動のあとにもかかわらず、感嘆の声を上げた。

　セイラの手が、まだ包帯を巻いているカレンの手に触れる。

「――っ」

　長くきれいに整えられた爪を立てられた。

　ギリ……と力が込められて、肉に細い爪が食い込む。

　セイラの息をのむほどの美貌が、異様なくらいきらめいていた。

　カレンのものとは違う、くすみひとつないピンク色の瞳がじとっとカレンを見た。

　人々からは絶対に見えないように、まるでキスでもするような距離で。

「まったく、怪我したこの子を助けて華麗なオリエルタデビューを果たそうと思ったのに。よくも邪魔してくれたわね」

　腕の中の少女にすら聞こえないほど小さくささやかれたセイラのそれに、カレンはカッと頭に血がのぼるのを感じた。

「ごめんなさい、上手にできなくてごめんなさい……」

　少女が、蚊の鳴きそうな声で震えている。

「どうしたの？　なにがそんなに怖いの？」

　セイラはころりと表情を変えて、猫なで声を出してカレンから少女を奪おうとした。

　その絵面のほうが、民衆の心を掴むと考えたからだろう。

「――っ」

　セイラは怒りで息が苦しくなるのを感じた。セイラの手から少女を遠ざけると、空いた手でその柔らかな頬を叩く。

　馬たちを落ち着かせていたカインハルトたちが、カレンとセイラに注目する。

　セイラは悪役に頬をぶたれたヒロインよろしく、赤くなった頬を押さえて涙を浮かべた。

　赤くなってはいるが、カレンとしてはものすごく手加減した結果である。もし多少力がこもっていたら、セイラの頭は吹き飛んでいただろう。

「カレン、どうして……？」

「見損なった」

　カレンは容赦なく言い放った。

「私だけならまだ我慢した。……それを、こんな小さな子にまで」

「なにを言ってるの？　ひどいわカレン」

「セイラ！」

　まだ白を切るつもりのセイラに、カレンは思わず怒鳴りつけた。

「カインハルト様！」

　セイラはわっと泣きじゃくって、駆けつけたリチャードではなく、騒動を聞きつけてこちらに向かってきていたカインハルトへとなぜか抱きついた。

　リチャードは広げた手の行き場をなくし、やがてゆっくりと下ろされた。

「修羅場ァ」

　どこからともなく現れたアッシュフロストが、おもしろそうに口笛を吹いている。

　セイラに素通りされたリチャードは、怒りの矛先をなぜかカレンに向けた。

「その子供をこちらによこせ」

　リチャードの形相が、まるで鬼のようである。

　見み目め麗うるわしかったはずの目は落ちくぼんで、まるで悪霊に取りつかれているようだ。

「嫌です」

　カレンは訝しく思いながらも、きっぱりとそう答えた。

「口答えをする気か？　王族のパレードの目前を往来しようとするとは、子供とはいえ斬首ものだ」

「はあ？」

　とんでもなく物騒なことを言いだした。

　セイラに毒されてきていたとはいえ、ここまでひどくなかったはずだ。

　カレンはリチャードの暴言に思わず大きな声を出し、腕の中でびくっと震えた少女をぎゅっと抱きしめた。

　この国は現代日本とは違うが、人権はある程度確保されている世界だ。王族が無礼だなんだのと自国の民を罰する時代は、とうの昔に終わったのだと父と母に聞いたことがある。

「セイラはあなたと婚姻を結んでいないでしょう。まだ王族ではありません。慰問のパレードを邪魔したからと子供の血を流しては、あなたとアゼットだけでなく、慈悲深い聖女セイラの地位も失墜しますよ」

　カレンの強い物言いに、リチャードは怯ひるんだ。

　アゼットでは、彼にこんなふうに強い眼差しを向ける機会もなかったから驚いたことだろう。

「な、ならば許そう。その者はこちらで保護するから、早くこちらによこすがいい」

「……はいそうですかって、引き渡すわけないでしょう」

　いつの間に背後に立っていたのか、アッシュフロストがカレンの代わりにそう言ってくれた。リチャードがわずらわしそうにアッシュフロストを一瞥する。

「あなたの大切なお姫さんが怪我しそうになったのは申し訳なかったですけど、うちの国の子供を、人目も憚らず斬首するとか言っちゃう人にはお渡しできませんわ。下手したら国際問題ですよ。そんなこともわかんないんすか」

　アッシュフロストは、今日も今日とて礼服を着崩している。胸もとに、位の高いバッチがひとつ控え目に輝いているが、他国のリチャードから見ると、身だしなみひとつまともにできない一兵士に侮辱されたように感じたのだろう。

　リチャードの色白い顔がかっと赤く染まって、なぜかカレンを睨みつけてきた。

「こんな蛮族の国で仲間を増やしたところで、お前はセイラにはなりえない……！」

　そんな言葉を吐き出して、リチャードはセイラのもとへと向かった。

「あの人なに言ってるの？　カレン様、あの人アゼットにいた時からあんな感じ？」

　アッシュッフロストは心底からぽかんとして、カレンにそんなことを言った。

「……いや、あそこまでは、ひどくなかったと思うんですけど」

　カレンは正直に言った。

「あそこまでってことは、ちょっとはあんな感じだったってことかあ」

　アッシュフロストが憐れみの目をリチャードに向けた。

　少女はアッシュフロストが保護してくれることになった。下町生まれの彼にはツテがたくさんあるのだという。

　少女を心配して、周囲の人々がカレンの周りに集まった。

「大丈夫かい？」

「びっくりしたよ、怖かったねえ」

「あんた、すごい運動神経だな」

　カレンにも気さくに話しかけてくれる者が多く、少女のことも気にかけてくれる。

　その中に少女のことを知っている者もいて、聞けば、少女は先のアゼットとの戦いで親を亡くした孤児院育ちらしい。

　カレンの胸に、鉛のような重みが襲いかかった。

「もう、大丈夫だよ」

　腕の中で縮こまっている少女に、カレンは可能な限り優しくそう伝えた。それからアッシュフロストに少女を預け、そっと手を離した。

　直接手を下したわけでもないが、カレンはオリエルタとの戦で指揮を執っていたのだ。

　カレンがアゼットの兵士を守り、彼らの家族に悲しい思いをさせたくないと奮闘すればするほど、オリエルタの民が傷ついてしまうことはわかっていた――責任がある。

　少女はしばらくすると落ち着いて、カレンの顔を見てくれた。

「ありがとう……」

　泣きすぎて目が真っ赤だ。

　カレンは胸が痛くなった。

「あなたが無事でよかった。怖い思いをさせてごめんね」

　乱れた髪をそっとなでて、カレンは少女を元気づけるように笑顔を浮かべた。

「……おねーちゃん、きれい」

「えっ」

「そうだな」

　少女の言葉に意表を突かれて飛びのいたカレンの背中に、とんとなにかがあたった。

　見上げると、大きな熊――もとい、カインハルトが立っていた。

　セイラをリチャードに任せてきたのか、その腕にセイラはもういない。

　水色の美しい瞳が、カレンだけを映している。

　その口もとに、穏やかな笑みを湛たたえて。

（あれ）

　カインハルトの短い言葉の意味を理解したカレンが顔を真っ赤にすると、カインハルトは身をかがめて少女の顔を覗き込んだ。

　少女は突然目の前に現れた国の英雄の姿にびっくりしている。

「泣きやんだな、いい子だ」

　そう言って、カレンにするように少女の髪をそっとなでた。

　口もとに小さな笑みを浮かべて。

　少女はカレンと同じように顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにアッシュフロストの胸に顔を隠してしまった。

　微笑ましい光景である。

　だがカレンの表情は、こわばったままだ。

（リチャードが頑かたくなに少女を奪おうとしたのが気になる……。まさか）

　セイラの言葉とリチャードの言動を結びつけると、ひどくずさんな計画が浮かび上がってきた。

　セイラの治癒能力をオリエルタでも周知させるために、あの少女を使おうとしたのでは。

　パレード前に飛び出してしまい、不慮の事故により怪我をした少女を、セイラがまさしく聖女のていで治癒する――それを目の当たりにしたオリエルタの人々は、聖女セイラに心奪われることだろう。

（そういう計画？　なぜ？）

　和平協定を結んだオリエルタに聖女セイラを売り込む必要性を見いだせず、カレンはぎゅっと眉を寄せた。

「カインハルト様」

　少女を見送ってから、カレンはカインハルトに音もなく近づいた。

「あの子に護衛をつけてください。……少し、気になることがあって」

　カレンと目を合わせて、カインハルトはうなずいただけだった。

　それだけで、あの少女はもう大丈夫だと安心できる。

「あなたは」

　カレンがほっとしていると、カインハルトがそう尋ねてきた。

　意味がわからず、首をかしげる。

「……妹御となにかあったのか」

　そこまで言われ、先ほど再会したばかりのセイラの頬を打ったことを思い出した。

　言い訳はすぐには出てこなかった。本当のことを言ってもいいが、自分よりセイラのほうを信じられてしまったら立ちなおれない。

「……話したくないならそれでいい」

　そう言われ、慌てて顔を上げる。

　せっかく気にかけてくれたのに、不快にさせただろうかと――。

　顔を上げたカレンの目に、穏やかな笑みを湛えたカインハルトが飛び込んできた。

「あなたが苦しくなければ」

　そう言って、先ほどの少女にしたようにカレンの頭をそっとなでていく。

（どうして私にそんなことをするの）

　カレンではなく、セイラがそこにいるのに。

　カレンはこの状況を喜んでいいのか苦しむべきなのかわからないまま、優しくなでられた感触を噛みしめていた。

　少女の飛び出しでパレードが中断しただけでなく、聖女カレンにより妹聖女セイラへの暴力、それに激高したアゼットの王太子の暴言――は、人々の世間話をおおいに盛り上げた。

　憔悴したセイラのためにパレードは中止され、王城への謁見も後日に見送られることとなった。










聖女カレン、打ちのめされる




「アゼットから参りました、セイラと申します」

　セイラはまるで雪解けの春のような笑顔で、オリエルタの――カインハルトの屋敷の者に挨拶した。

　金色の髪がセイラの可憐な動きにふわふわと揺れ、ピンク色の瞳がランプに照らされていても鮮やかである。

　愛らしい桃色のレースのドレスに身を包んだセイラは、聖女というよりは地上に降り立った天使のようだった。

「今日から数日、お世話になります」

　そう言って、無邪気にぺこりと頭を下げる。

　ここは大食堂だ。いつも皆が集まって食事をするところである。

　何本もの太い柱が、アーチ型になった高い石造りの天井を支えている。底冷えしそうだが、あちこちで火が焚たかれている上、ボディビルダー並みの筋肉マンが所狭しと座っているので体感温度は高い。

　本来ならば王太子リチャードもいるため普段カレンたちが使用している晩餐室で食事をする予定だったが、セイラが異を唱えた。

　オリエルタの兵士たちと食事をしたいと所望したのだ。

　昼間、パレードに参加した者、そうでない者も含め、この屋敷には百人ほどいる。その大勢を前に、セイラは怖おじ気けづくことなく、凛とした態度で挨拶していた。

　セイラに近い場所に、リチャード、カインハルト、ザッシュ、アッシュフロストがいる。

　カレンは少し離れた場所に、ダニーと共に座っていた。

　当然ながら近くの席を用意されていたが、セイラがいつものように「姉は恥ずかしがり屋だから、なるべく隅のほうに席を設けてあげて」と助言してくれたらしい。

　それでいいのかと執事に尋ねられたが、かまわないと答えるほかなかった。

　カインハルトにも近くの席へと誘われたが、今日の主役はセイラだからと断った。カインハルトとセイラが仲睦まじく話している横に、平常心でいられる自信がなかったからだ。

（セイラがいることで心も体もこわばっているのに、いつも通りに振る舞える気がしない）

　カインハルトは訝しげだったが、カレンの表情になにかを感じ取ったのかすぐに引き下がってくれた。

　口上は終わりかと、リチャードがセイラにエスコートするために手を出すが、セイラは先ほどの無邪気な雰囲気を引っ込めて、真剣な顔で首を振った。

「……姉カレンと大将軍カインハルト様の婚姻により、アゼットとオリエルタは親交を結ぶこととなりました。ですがそれまでは、剣を交える事実がなくなることはありません。アゼットの――我が国の、そして我が姉の罪を、この場で謝罪いたします」

　硬く、震える声で、セイラは頭を深く垂れた。

　まるですべての罪を一身に背負い、その身をもって償うとでも言いたげである。

　金色の美しく長い髪が重力に従って、テーブルの上にレースのように垂れた。

（私の罪……）

　カレンはぼんやりとそれを聞いていた。

（まるで、私がアゼットを促して戦争を企てたみたいな言い方だ）

　ダニーが困ったように見上げてくるので、もしかしたらそういうふうに思われてしまったのかもしれない。

　とはいえ、カレンがここで言い訳ができるような人間ならば、今までセイラの好きなようにされていない。

「その時の償いがこの慰問でどれだけできるかわかりませんが、わたくしのすべてをもって尽力させていただきます」

　セイラの誠意は通じたらしい。

　どこからともなく拍手が巻き起こり、やがて大きな声となっていった。

「俺は戦場でちぎれかけた腕をあんたに治してもらったんだ！」

「あなた様がいてくれたから、私は今ここにいる！　心からの感謝を！」

「俺の父を治してくれて、ありがとうございます！」

「あなたにはもう、十分尽くしてもらった！」

「聖女セイラに、心からの感謝を！」

　皆、心からの叫びだった。

　セイラはそれだけ多くの人々を治癒してきたのだ、敵味方関係なく。

　あの冷たく残酷な戦場で、深い傷を負い、もうだめだと絶望した者にとって、セイラはまごうことなき救いであり、奇跡だった。

　兵士たちが各々立ち上がり気持ちを叫ぶと、まるでこの大食堂が揺れているようだ。

　それだけの人々が、セイラに感謝を伝えようと必死になっている。

　セイラは初めこそ戸惑っているようだったが、やがてうれしそうにはにかむと、感極まったかのように涙を浮かべた、

　――なにからなにまで、完璧である。

　そんなセイラを遠目に見ながら、カレンの心は折れかけていた。

（……馬鹿だなあ。私の新しい能力が発覚したところで、セイラの治癒の力と並び立てるわけがなかったのに。今まで暴力ばかり振るってきた私と、分け隔てなく人々を治癒してきたセイラじゃ、積み重ねてきたものが違う）

　うぬぼれていた。

　このオリエルタの人々が、カレンを受け入れてくれていたから。

（私も、セイラのように誰かに好いてもらえるんじゃないかって、――）

　じわじわと黒い泥のような感情があふれて、カレンを今にも沈めようとしている。

『こんな蛮族の国で仲間を増やしたところで、お前はセイラにはなりえない……！』

　昼間のリチャードの言葉が思い出される。

　セイラになりたかったわけじゃない。

　オリエルタは決して、蛮族の国なんかじゃない。

（私はなによりも、この国の、カインハルト様を慕う皆に、好かれたかった）

　カレンの視線の先には、感極まって涙しているセイラを慰めるリチャードと、カインハルトの姿があった。カインハルトはいつまで経っても泣きじゃくって座ろうとしないセイラの手を取り、優雅に席へと導いている。リチャードはそれを、恨めしそうに見ていた。

　背中をこちらに向けているカインハルトの表情は見えなかった。

　けれどセイラの、弾けるような笑顔が彼に向けられているのはわかる。

　どんな人でも、彼女のことを好きになってしまうような笑顔が。

　カレンから湧き出した黒い黒い泥は、やがてカレンのすべてを覆ってしまった。




◆




「いい気味ね」

　食事の味もわからぬまま自室に戻ったカレンは、浴槽の中で溺れそうになっていた。

　今日はメイドたちもいない。今夜は彼女たちにも豪勢な食事が出るのだと聞いて、食事が冷めないうちに食べてきてほしいと伝えたからだ。

　湯だけ張ってもらっていたバスタブに入って、もうそろそろ二時間は経つ。お湯はすっかりぬるくなっていたが、冷えきった体はそれすら心地よく、そこから出ることは至難の業だった。

　なにより、まるで繭のように、ただうずくまって、なにも考えず、時間だけが過ぎていくのは今のカレンにとって優しい薬だった。

　それなのに、なぜか目の前にセイラがいる。

「……どうしてここに」

　全身ふやけきった体で、カレンはセイラに尋ねた。

　白いシーツの上でごろごろまどろんでいたところに、目にまぶしい原色の毒をぶちまけられた気分である。

「久々に姉妹水入らずで話したい、と言ったら、赤毛の男が案内してくれたわ」

　赤毛……アッシュフロストだろう。彼には好感を抱いていたが、さすがにこれはやめてほしかった。弱りきったカレンの前に、エネルギーをため込んだ邪悪な魔王を召喚したようなものである。

「そう」

　カレンはバスタブに頭を預けたまま、それだけ答えた。

「あんたがこのオリエルタで今まで築き上げてきた砂糖菓子みたいにもろい信頼を、私が一気にかっさらっていったから悔しいんでしょう。あの地響きみたいな感謝の嵐、聞いた？」

　当然聞いていたし、絶望もした。わざと聞いてきたのがわかるので、カレンはぼんやりした目のままセイラを見上げ続ける。

「私、すっごく気持ちよかったあ」

　自分の両肩を抱きしめるように腕を交差させ、セイラは快感に悶えた。

　白い頬をバラ色に染め、彼女を見た者は皆虜になってしまいそうなほど、淫いん靡びな笑みを浮かべて。

　セイラはかまわず続ける。

「それにしてもカインハルトって美形ね。戦場で治療したことあるけど、血みどろの泥だらけで汚い大柄の男ってイメージしかなかったわ。こぎれいにしたらあんなに光るなんて。傷痕を残してほしいとか言うから、気持ち悪いただの変態だと思ってたのに」

　ひどい言い草だが、その声にはどこか悔しさが滲んでいる。

　セイラは惚れっぽく、飽きやすいのである。

　悪戯いたずらに自分に好意を抱かせ、骨抜きにしたのにあっさりと飽きて捨てる。恐ろしい悪魔なのだ。

（その時治してもらった傷痕を、カインハルト様はきっとずっと大事にしてきているのに）

　カレンは心がくしゃくしゃにしぼんでいくのを感じだ。

「……リチャード王太子はどうしたの」

　お湯にふやけて、心だけでなく体もくしゃくしゃになりながらカレンは尋ねた。

　リチャードの様子がおかしいのは、十中八九セイラに原因があるだろう。

　その質問に、セイラはむっと顔をしかめた。

　フンッと、漫画の美少女のような仕草で、カレンから顔を逸らす。

「知らないわ、あんな弱虫。この慰問を成功させなきゃ結婚はしないって言ったら、みっともなくすがってきて、挙あげ句く、なりふりかまわない悪手ばかり。スマートじゃないのよ。子供を使うのは、私のポリシーに反するのに」

　ブツブツと文句を言っている。

　カレンはふっと笑みを漏らした。

「よかった」

「なによ!?」

　吐息のように漏らしたカレンに、セイラが食ってかかる。

「セイラが、セイラのままで」

　セイラは性格が悪い。自分のためだったらカレンを平気で貶めるし、人の好意を利用するし、残酷なこともする。

　けれど今日のように子供を危険にさらすような真似は、今まで一度だってしなかった。

　子供を味方につけることはあっても、子供に恐怖を植えつけて言いなりにするような妹ではないと、カレンは知っていた。

　それをすれば、亡くなった父と母が悲しむとわかっているから。

（まあ、姉を貶めていることも、知られたら悲しむことなんだけどさ……）

「なによ」

　セイラはカッとなって、濡れたタイルも気にせずバスルームに入ってきた。

「なんなの、余裕ぶっちゃって、馬鹿みたい」

　余裕なんてないよ。カレンは心の中でつぶやいた。

　失いたくないものすべて失ってしまいそうで、捨て身になっているだけだ。

　セイラの白魚のような手が伸びてきて、カレンの髪を鷲掴みにした。

　頭皮から髪が引っ張られて、地味に痛い。

　間近で見るセイラの瞳は、美しいピンク色をしているのにどこかよどんでいる。

「あんた、カインハルトに恋してるでしょう」

　爛々と輝くピンク色が、カレンの無気力な顔を映し出している。

「わかるわ、腐ってもあんたは双子の姉だもの」

　恐ろしい悪魔のような笑みを浮かべて、セイラは言う。

（私にもわかるよ、セイラのこと――）

「慰問でここに滞在する間、あんたの大好きなカインハルトを私の虜にしてやるわ」

　もうなってるよ、とはカレンは口にできなかった。

「あんたは好きな人に見てもらうこともなく、私の代わりに惨めに抱かれてなさいな」

　セイラは握っていたカレンの髪を強く引っ張り、投げつけるように手を離した。

　力が抜けきっていたカレンの頭が弾んで、バスタブの縁にぶつかる。

　ぶつけたまま、カレンはそのまま浴槽に沈んだ。

　ぬるま湯が完全に水になる頃には、セイラはもう部屋からいなくなっていた。




「なんちゅ――――ぅツラじゃ！　辛気くさい！」

　モンタナがカレンの頭を小突く。

　大きく育ったソラマメを収穫しながら、カレンはモンタナを見上げることもできなかった。自分がひどい顔をしていることを自覚していたから。

「……あの妹か」

　言われ、ぎくりとする。

　昨日セイラがこの屋敷に来てから、屋敷中セイラの話題で持ちきりである。

「お前の妹のわりに、随分と毛並みのいい猫じゃの」

　モンタナの言葉に、カレンはソラマメを収穫する手を止めた。

　セイラは深い雪を解かしてくれる、真冬の太陽のようだった。この寒い雪国に暮らす人々を温かく照らすような、そんな存在。この屋敷の人々は、順調にセイラに惹かれていっている。

　リチャードもひと晩休んで落ち着いたのか、今朝、食堂で見かけた時にはいつもの穏やかで優しい王太子に戻っていた。

　カレンはモンタナの言葉にどう答えたらいいかわからず、それをごまかすようにソラマメをちぎった。

　今日は曇り空だ。太陽がないと寒くて、カレンの指先は真っ赤に染まっている。

「……冗談じゃ」

　モンタナの麦わら帽子が、ぼすりと乱雑にカレンの頭にかぶせられた。

　カレンがあまりにも重症で、からかうのはやめたらしい。

「ずっと、聞いてみたいことがあったんです」

　カレンが、消えそうな声で言った。

「なんじゃ」

　モンタナはカレンに背を向けて、黙々とソラマメを収穫していく。

「雪国なのに、どうして麦わら帽子なんだろうって。寒くないのかなって」

　モンタナは、出会ってからずっと同じ麦わら帽子をかぶっている。

　頭髪がいささか寂しいので、麦わら帽子では寒いのではないかとカレンはずっと思っていた。

「お前今、儂の頭が寒そうだとか言ったか」

「言ってません」

　カレンはすかさず否定した。

「……以前、儂の妻が南国生まれだったことは話したかの」

　カレンはモンタナとの会話を思い出していた。

（南国生まれなのは、カインハルト様のお母さんじゃなかったっけ）

「儂のひと目惚れでの。育った南国から強引に連れ出して、プロポーズして結婚したんじゃ。慣れていない土地で、儂しか頼れない状況にしてな」

「えっ、最低では……」

　カレンは正直に言った。

「そうじゃな。若かった。どうしてもあれを自分のものにしたくて、無茶なことをしたわ」

　モンタナは随分と熱烈な男だったらしい。

　ソラマメを収穫しながら、話は続いた。

「このオリエルタの刺すような寒さは、あれには随分とこたえたらしい。晩年はずっと横になったままだった。いつだったか……あれが母国から持ってきた麦わら帽子を引っ張り出してな。畑仕事で使うから借りるぞと言ったら、国を思い出して泣きおった。儂はその時、自分の傲慢さと身勝手を痛感した」

　モンタナの声には、悔恨が滲む。

　伴侶が亡くなって幾年と経っているだろうに、彼の心はずっとそのことを後悔し続けているのだろう。

　カレンはじっと、モンタナの話を聞いていた。

「儂が麦わら帽子をかぶっていると、あれがよく笑った。似合わないと笑いながら、楽しそうに」

　それからずっと、これをかぶり続けている。もう形見になっちまったがな、とモンタナは小さな声で締めくくった。

　カレンは、唇を噛みしめて、嗚咽を漏らすのを我慢した。

「……そんな大事な麦わら帽子、私なんかにかぶせていいんですか」

　モンタナのことを思うと胸が張り裂けそうで、苦しくて悲しくて、カレンはそんな憎まれ口をたたく。

「いいさ。お前は、儂の大事な娘みたいなもんだからな」

　そのひと言で、カレンは盛大に嗚咽を漏らした。

　モンタナが、なに泣いとる、と麦わら帽子越しになでてくれる。

　気づけばいつの間にか、両手で抱えるほどの大きな籠には、収穫したソラマメが小山のように積み上がっていた。

　立派に実ったソラマメを眺めながら、カレンはぽつりと口を開いた。

「……いいんです」

　脈絡がないかと思えば、モンタナとしたセイラの話への返答だった。

　麦わら帽子で顔を隠し、収穫漏れがないかソラマメの葉をかき分けながら、カレンは続けた。

「セイラが私よりかわいくて、好かれるのは、昔からわかってたことだから」

　葉の奥に隠れていた最後の一個を収穫して、カレンはくしゃりと笑った。

　曇り空が、今にも泣きだしそうである。

「それだけじゃろが」

　カレンの泣き言を、モンタナは真っぷたつに叩き切った。

「皆の者もすぐ気づく。今は新しいものに興味をそそられて群がっちょるだけじゃ」

　いたたたたと腰を押さえながら、モンタナは立ち上がった。

「お前はお前、妹は妹。誰もが持っているものが違う。望むものも、望まれぬものも」

　まるで謎かけのようだったが、モンタナがカレンを励まそうとしてくれているのはわかる。

　カレンはぎゅっと唇を噛んだ。

　さっき泣いたせいで、簡単に涙が出てきてしまう。

「誰もお前を悪者だなんて思っちょらん。昨日の妹の演説はひどいもんだった。国が始めた戦の罪を、一個人に負わせることがどれだけ酷か、そうほのめかすことがどれだけ無責任なことなのか、わかっとらん」

　カレンはまた嗚咽を上げた。

　昨日のセイラの演説で、カレンの胸を覆っていた黒い泥が、きれいに洗い流されたような気持ちだった。

　わかってくれている人がいる。

　モンタナが、わかってくれていた。

　カレンは声を詰まらせながら泣いた。

「も、もうちょっとだけ、落ち込んでていいですか」

　泣きじゃくって震える声で、カレンはそれだけ口にした。

　泣き言は吐きたくないと思うそばから泣き言を吐いて、カレンはうつむく。

「好きにせえ。お前はここの奥方じゃろうが。お前が思うままに振る舞えばいい」

　麦わら帽子が、みっともない顔を隠してくれる。

「屋敷の中が妹で騒がしいなら、いつでも畑ここに来い」

　モンタナの優しい言葉が、じわじわとカレンの心に染み入ってくる。

　体育座りになって両膝に顔を埋めて、カレンは鼻をすすった。

「ほっ、ほんとは、モンタナさんとソラマメ収穫するの、すごく楽しみだったのに、気持ちが、うまく整理がつけられなくて」

　約束してくれたのに、笑って一緒に収穫できない自分が、情けなくてかっこ悪くて。

「ごめんなさい」

　膝に顔がめり込むくらい強くしつけて、カレンは肩を震わせた。

　何度も何度も、モンタナに助けてもらっている。

　モンタナだけじゃない、ダニーにも、ルナにも、ほかの兵士たちにも、カインハルトにも。

　それなのに、前をずっと向いていられない自分が嫌だった。

「……このバカ娘が」

　モンタナは小さく吐き捨てて、ごつごつしたマメだらけの指で、帽子越しに頭をなでてくれた。




「セイラ様、ぜひ中庭においでください。この時期にだけ見られる雪ゆき草くさを見に行きませんか」

「たくさんの綿毛を飛ばすので、まるで本物の雪のようなのですよ」

　ざわつく中庭で、人々の中心にいるのはセイラである。

　セイラはその雪の妖精もかくやという白いワンピースを着て、頭にはヘッドドレスもつけている。ふわふわの白いファーの上着を着込み、寒くないよう火を焚き、セイラは屋敷の者たちに囲まれていた。

「まあ、ぜひ見たいわ」

　セイラがにっこり微笑むと、垣根をつくっていた人々はほうとため息をつく。

　その隣で、リチャードは目の下に隈を作ってあまり体調が思わしくないようだ。朝、晩餐室で一緒に朝食を取った時は顔色が戻ったように感じられたのだが、午後になってまた疲れが出たのかもしれない。

　カレンはその光景を遠目に見ながら、見つからないうちにと柱に隠れて歩みを進めた。

　昨夜、風呂場でお湯が水になるまでつかっていたせいか、今日は朝から少し熱っぽいのである。

　モンタナと話していた時はあまり気にならなかったが、セイラの顔を見た途端、ぐったりとしてしまった。気持ちからくる不調かもしれない。

「あ、カレン！」

　センサーでもついているのだろうか。

　カレンに目ざとく気づいたセイラが、人々の垣根を抜けて駆け寄ってくる。

　白いふわふわの綿毛のようなセイラは軽やかで、今にも空へと飛んでいきそうだ。

「やっとつかまえた！」

　ぎゅっと腕に抱きついてくる。上質なファーはとろけるような感触だ。

　だというのに、抱きつかれた衝撃で頭がぐらぐらと揺れた。体調は刻一刻と悪くなっていっている。

「ずっと捜していたの。せっかく一緒にいるのに、どこに行っていたの？」

　人々に聞こえるように、少しだけ張り上げられた声はそれでも愛らしい。

　ぷんすかと擬音でも聞こえてきそうな様相で頬を膨らませてカレンに怒っている。

　皆の視線が、セイラとカレンに集中した。

（どこに行ってたもなにも、捜してないでしょ……）

　カレンは決してセイラを避けていたわけではない。いつも通りに起きて、いつも通り畑に向かい、たった今ひと仕事して戻ってきたところなのである。

「セイラ、あまりくっつくと泥がつく」

　リチャードがすかさずカレンからセイラを引き離す。

「どろ？」

　セイラの視線は、カレンの足もとに留まった。

「きゃあっ」

　カレンのブーツが泥で茶色くなっているのを見て、セイラは驚いたように飛びのいた。

　それもそうだろう。真っ白な洋服を着て、雪の妖精になっているのだから。

　泥のひとつでも跳ねたら大変である。

「カレン様、今日も精が出ますね」

「もうソラマメは収穫したんですか？」

　カレンがモンタナと畑をしていることを知っている使用人たちが気軽に話しかけてくる。

（セイラがいても、私に話しかけてくれるんだ……）

　カレンは少し驚いた。

　あの暴発事故以来、屋敷の者がよく話しかけてくれるようになっていたので珍しくない光景だが、セイラの演説で彼らにどう思われてしまっただろうとカレンは怯えていたから。

　彼らの仲間を、家族を戦で傷つけたのは事実だからだ。

『誰もお前を悪者だなんて思っちょらん』

　モンタナの言葉が、カレンの背筋をぴんと伸ばした。

　こうして以前と変わらず話しかけてくれる彼らを、自分の弱さで疑ってしまったことが申し訳なかった。

　しかし、セイラとリチャードにはそうは映らなかったらしい。

「たくさんとれました。もう数日置いたら甘味が増すってモンタナさんが言ってたから、今貯蔵庫で眠らせてます」

　カレンが答えると、尋ねた者が「それは楽しみだ」と返す。

　たったそれだけのことが、セイラとリチャードには異様なことのように映っている。

　そんな〝普通〟を、カレンから奪い続けてきたからだ。

「よかったらカレン様も雪草を見に行きませんか」

「この前、倒木を転がしてくれた先に野原が広がっていて、そこにたくさん群生してるんですよ」

　そう言って笑う使用人の顔を見て、カレンはピンときた。

「あ、そういえばあなたは、顎が外れた……」

「ばれましたか」

　男のお茶目な返事に賑やかな笑いが巻き起こる。

　セイラは思わず後ずさり、リチャードの服の袖を握った。

「もう大丈夫ですか」

「おかげさまで。癖になってしまうと言われたので、あれから極力驚かないようにしてるんですよ」

「そんなこと言って、昨日ネズミに驚いて叫んで、外したばかりだろ」

　周りの皆は大笑いである。カレンも心から笑った。

　セイラとリチャードだけでなく、カレンは不思議な気持ちだった。

　セイラが一緒にいるときは必ず、彼女が優先されることが常だったから。

『お前はお前、妹は妹。誰もが持っているものが違う。望むものも、望まれぬものも』

　モンタナの言葉が、また思い出された。

「きゃあっ」

　カレンと使用人たちとの談笑を、セイラの悲鳴が中断させた。

「リチャード様、どうしたの」

　見ると、リチャードの手のひらから赤い血が滴り落ちている。

「愛しいあなたに、バラを贈ろうと……」

　リチャードが痛みに顔をゆがめている。

　足もとには、大きく鋭い棘とげのあるバラがぽきりと折れていた。

　リチャードの手のひらには、棘が肉を抉えぐった痛々しい傷があった。

「まさか握ったのですか？」

　使用人たちが騒然となった。仮にも相手はアゼットの王太子である。万が一国際問題に発展したらと、蒼白になっていた。

「私のことを思うなら、怪我なんかしないで」

　いじらしいセリフを吐いて全員の注目を集めてから、セイラはリチャードの手を包み込んだ。

　まるで蛍のような光が辺りを照らす――セイラの治癒の力が、美しい白磁の光が、いくつもの光となって、リチャードの傷に集中する。

　すると見る見るうちに、手のひらの傷は癒えていった。

「お、おお……」

　奇跡の力を目の当たりにして、皆の興味はまたセイラへと移ったようである。

　アゼットではこの力を目の当たりにする者も多いが、オリエルタでは滅多に見られるものではない。

　戦場で戦っていた兵士たちはともかく、屋敷の使用人たちには噂に聞く程度のものだっただろう。

　そんな神がかった力を前にして、人々はざわついている。

　リチャードの傷を完璧に治すと、セイラはそっと落ちたバラを拾い上げた。

「セイラ、いけない。私の血がついてしまう」

「かまいません」

　セイラは棘のないところを握りながら、土がついているのも厭わず、そっとそのバラにキスをした。

「あなたがくださったんですもの」

　セイラの頬がうれしそうに染まっている。

　人々はリチャードのセイラに対する愛と、セイラのいじらしい性格にじーんと胸を打たれていた。

　カレンはその隙に、音もなくその場を離れた。

（……もし、私の勘違いじゃなければ）

　リチャードはわざとバラの棘を握って怪我をしたように見えた。よほど強く握らない限り、あんな深い傷はできないはずだ。

（私が皆と普通に話してるのを、セイラが嫌がったから？）

　人々の注目を再びセイラに向けさせるために、リチャードは怪我を負った。

　――だとしたら、あまりに常軌を逸していないだろうかと、カレンは思った。

（セイラ、リチャード王太子を追いつめすぎなんじゃ……）

　思いつめたリチャードの表情、休めていないような目の下の隈。

（昨日の少女のことに関しても、セイラのために……）

　昨夜のセイラの言葉がよみがえる。

『――この慰問を成功させなきゃ結婚はしないって言ったら、みっともなくすがってきて、挙句、なりふりかまわない悪手ばかり――』

　まさに〝悪手〟だ。

　わが身を顧みず、セイラの望みだけをただただ即物的に叶えようとしている。

　そんなゆがんだ愛を、セイラは欲しているのだろうか。

（……リチャード王太子、それじゃだめだ）

　セイラが本当に望んでいるものはそんなものじゃない。

　カレンは寒けを感じて、ぶるっと体を震わせた。










聖女カレン、熱を出す




「ミリタントと、リチャード王太子がつながっている可能性があります」

　深夜の執務室で、アッシュフロストは主へとそう報告した。

「少女の証言は」

　カインハルトが続きを促す。

「パレードの数日前に、何者かに脅おどされたみたいですね。パレードの先頭に躍り出るように。指示はそれだけです。もし怪我をしても、聖女セイラが治してくれるから心配いらないと言われていたようです」

　アッシュフロストはいつになく真剣な声で続ける。

　その顔には、幼い子へ行われた脅迫への不快感が表れていた。

「しかし、脅されたとは……」

　ザッシュも不快そうに眉をひそめている。

「うまくできなければ、孤児院の仲間たちを売り飛ばすと言われたそうです。あの時のリチャード王太子の言動からして、無関係とは考えにくいっすね。カレン様が聖女セイラにビンタをしたのも、そういった理由かな、と。聖女セイラがどこまで関与しているかはわかりませんが。ま、これに関しちゃ俺の勝手な推測ですけど」

「なんてタチの悪い……」

　あまりの内容に、ザッシュは忌いま々いましげに唾棄した。

　孤児院の仲間たちの安全を天秤にかけさせ、十歳ほどの少女にあの騒動を起こさせたというのか――どれだけ恐ろしく、心細かったことか。

「カレン様がいてくださって助かりましたね。そんな恐ろしい目に遭っていた少女を、怪我ひとつ負わすこなく助けることができた」

　ザッシュがそれだけが幸いだったと胸をなで下ろす。

「あんな小さな子、馬の脚があたっていたら怪我だけでは済まない。もし即死したとして、聖女セイラは蘇生できないだろうよ」

　アッシュフロストが唾棄する。

　セイラの能力はあくまで生きている人間を対象に治癒できるというものだ。戦場でも遺体には治療を施そうとはしていない。死んだ人間の蘇生など、神の意思に反するのだろう。

「下劣な真似を……」

　カインハルトは珍しく語気を強め、舌打ちした。

　元敵国の、親交を結んだばかりのこのデリケートな時期に、その相手の国で騒ぎを起こすなど浅はかを通り越して大馬鹿者である。

　ミリタントについては先日の大砲事件の疑惑もかかっている。ザッシュもアッシュフロストも初めはカレンを疑っていたようだが、今はそんなこと思いもしないらしい。

（ならばやはり、侵入者がいるのか――）

　カインハルトはいつになく険しい顔で、ザッシュとアッシュフロストを見た。

「静観はやめだ。二日後の舞踏会でおびき出す」

　その言葉に、ザッシュとアッシュフロストは素早い敬礼で応えた。




　二日後の舞踏会――オリエルタの王がセイラをひと目見たいがために王城で開催されることになった舞踏会のことである。表向きは和平協定を結んだ両国の発展と同盟を祝うための席となっている。

「リチャード王太子に見張りを。舞踏会の前に接触する可能性がある」

　リチャードとセイラがオリエルタに滞在しているうちに、速やかに解決しなければならない。

「それもですけどね、将軍」

　すべきことをするためにすぐさま部屋を出ていくかと思いきや、アッシュフロストは先ほどの緊迫感を微塵も感じさせないフランクさでカインハルトに声をかけた。

「カレン様、風邪ひいてます」

　アッシュフロストの言葉に、カインハルトは離れた距離を三歩で詰めた。

　決して背が低くはないアッシュフロストが見上げるほどには、カインハルトは大きい。

　圧倒的な体格差から見下ろしてくる水色の瞳をアッシュフロストが見上げていると。

「なぜそれを早く言わない」

　バチンと強力なデコピンを食らって、余裕ぶっていたアッシュフロストは床に沈み込んだ。ザッシュは横たわって動かなくなった幼なじみの無残な姿に、蒼白になって立ち尽くした。




◆




　夕方から本格的に熱っぽくなり、カレンは自室に戻る気力もなくダニーの作業場で休憩させてもらうことにした。

　作業場では基本、畑から採ってきた野菜をきれいにして切り分けたり、ビネガーに漬けて保存食にしたりする。ちなみにダニーが大量注文してしまった例の薪も、ここに保管されている。

　その作業場に置いてある小さなソファに縮こまって眠って、少しよくなった頃合いを見て部屋へと戻ってきていた。

　そのあともベッドでぐっすり眠り、目覚めた頃には空はもう暗くなっていた。眠ったはいいが喉がカラカラである。全身も痛い。

（風邪だ……）

　メイドが置いていってくれたらしい水差しに手を伸ばす。いつもよりたっぷり入れてあり、カレンの不調に気づいてくれたのかもしれない。

　そのたっぷり入った水差しを、カレンはゴブレットに移す前にチェストから落としてしまった。

「……」

　幸い水差しは割れなかったが、水はすべてこぼれてしまった。

「……」

　声も上げられず、カレンはぐったりとソファへと突っ伏す。

　入り口に誰か見張りがいないかと思ったが、例の暴発事故以来カレンの信頼はうなぎ上りらしく、不要に人が近づくこともなくなった。自室で人の気配を感じていては休まるものも休まらないからとの配慮だという。

　まさかそれが裏目に出るとは思うまい。

「おみず……」

　ふらふらと立ち上がって、カレンは水を求めて部屋を出た。

　出たはいいが、意識が朦もう朧ろうとしていつもならわかる厨房の場所がわからない。

　厚めのブランケットを体に巻きつけ、ゆらゆらと屋敷をさまよっていると、薄暗い前方から「ヒッ」と悲鳴が聞こえた。

　どうにか厨房にたどり着こうと歩き回って、明かりのない場所に出てしまったのだが、人がいたようである。

　この時間は見張りの者が定期的に回ってくる以外はほぼ人はいないので、松明たいまつもランプもつけられていない。

　月明りだけが青白く柱を浮かび上がらせている。

（だえ？　――ふしんしゃ？）

　カレンはぼんやりする頭でふらふらと声が聞こえたほうへと歩みを進めた。

　たしかに誰かの声がした気がしたが、柱の向こうを覗いても誰もいない。

　カレンはゆっくりと首を巡らせて、辺りを見渡した。

　髪の毛が視界の邪魔をする。そういえば起きてきたまま、髪の毛も衣服もぼさぼさのぐちゃぐちゃで出てきてしまった。

　サラサラと乱れた髪が顔の前を覆って、片目だけ出た状態で、他人に見せられる姿ではない。

　髪形をなおそうと手を持ち上げた時、またどこかで「ヒイイ」と声が聞こえた。

　カレンは勢いよくそちらを振り向く。

　ぐわんっと脳が揺れた気がして頭が痛かったが、なぜか隠れている誰かを捕まえることしかもう考えられなかった。

　厚めのブランケットを羽織りなおす。

　石畳をルームシューズでトンと蹴ると、カレンは暗闇に向かって跳躍した。




◆




「――ぎゃあああっ」

　カレンの部屋へと向かう途中、カインハルトは悲鳴を聞きつけた。

　随分と遠くで聞こえたが、間違いなく悲鳴である。

　その長い足を思う存分活かして、悲鳴の響いたほうへと向かう。

　柱が等間隔に並ぶ回廊だ。昼間は仕事の場であり賑やかだが、明かりも灯さないのでこの時間となると寄りつく者もいない。

　そうだというのに、その回廊の柱のそばで白い影を見つけた。

　すらりとした体に、厚めのブランケットを申し訳程度にかけている。

　白いキルトのネグリジェは乱れ、細い肩がむき出しになっていた。

　そしてその手には、なにやら大きな塊が握られている。

「……カレン殿！」

　カインハルトは思わず駆けた。

　月の青白い光に照らされて、まるで幽霊のようであるが、間違いなくカレンである。

「かいんさま」

　カレンは舌足らずな声でカインハルトを呼んで、ぼんやりと微笑んだ。

　ますます幽霊のようである。

　カインハルトはカレンの目の前まで四歩で駆けつけたかと思えば、すかさず乱れたネグリジェを整える。

　雪は解けてきたとはいえ、まだ春先。随分と冷えきっているかと思えば、その体は燃えるように熱い。

　体温の高い肩に手が触れ、カインハルトは無言のまま厚めのブランケットでぎゅっと包んだ。

「……それは？」

　カレンの華奢な体の向こう側で、大きな塊が首根っこを掴まれたまま手足を床に投げ出している。

「ふしんしゃです」

　カレンはやはりぼんやりと言葉を発した。

「不審者？」

　カインハルトは聞き返しながら、カレンのおでこに触れる。つるつるのおでこは汗ばみ、あきらかに発熱していて熱い。

「体調がすぐれないんだろう？　なぜ、こんなところに？」

　尋ねながら、カレンから〝不審者〟を引き離す。

「おみずをのみたくて」

「水？」

「こぼしました」

「なるほど」

　そんな会話をしながらカインハルトはカレンを抱きかかえ、回廊の途中に置いてあるベンチに座らせた。カレンは疲れたのかぐったりとして、おとなしくされるがままである。

「ここを動かないでほしい。眠っていてくれてかまわないから」

　カインハルトはカレンと目線を合わせ、彼女の乱れた髪を優しく整える。

　カレンは子供のようにこっくりとうなずいた。

　髪を梳すく大きな手が冷たくて気持ちよかったのか、カレンは燃えるように熱い頬をその指に擦りつけた。

　びくりと肩を揺らして、カインハルトは頬の熱さをその手で中和した。

　熱いのと冷たいのがくっついて、境界線からじわじわ同じ温度になっていく。

　カレンはゆっくりと瞬きを繰り返した。

「かいんさま」

　体調が悪いのだろう、涙が浮かんだ瞳がぼんやりとカインハルトを見上げてくる。

「ん？」

　カインハルトが小さく答えると、カレンはうれしそうに、悲しそうに笑った。

「せいらじゃなくてごめんなさい……」

　そう言って、ブランケットにすっぽりと潜り込んでしまった。

　カインハルトは冷たい床にかしずいたまま、ぴたりと一時停止した。

　分厚いブランケットがまるで壁のようにふたりの間に立ち塞がり、触れようにもためらわれてしまう。

「……カレン殿？」

　名前を呼んだが、カレンはぴくりと反応しただけで顔を出そうとはしない。

　先ほどまで感じていたカレンのいつもより熱い体温があまりに遠かった。

「う……」

　男が呻うめいたのをきっかけに、カインハルトは名残惜しげにカレンから手を引いた。

　床に転がっている男を検分する。

　見慣れない男だった。

（この屋敷に住む者、出入りする者はすべて把握しているつもりだが……）

　男は黒ずくめの服に、黒い大判の布で顔を覆っていた。その顔はまるでこの世のものではないものでも見たかのように、恐怖にゆがみ失神している。

　カインハルトはカレンを振り向いた。

　力尽きたのか、小さな寝息を立てながら子供のように眠っている姿が見える。

　こんな男など放置して温かい寝床に運んでやりたい衝動に駆られながら、カインハルトは気を失っている男を担ぎ上げた。

　男から、到底似つかわしくない高級な香水が香った。










聖女カレン、床を割る




　セイラは薄桃色に透ける布を何十にも重ねた美しいドレスを着て、髪とチョーカーに生花をまとっている。頬はピンク色に上気し、まるで花の精のようないで立ちだ。

　セイラはこのオリエルタに着てからずっと、過剰なまでに着飾っているような気がする。

「美しいよ、セイラ……」

　リチャードが恍惚とした表情でセイラの手の甲にキスをしている。

　セイラははにかみながら照れているが、少しだけ緊張も見える。元敵国であったオリエルタの王城での舞踏会だ。しかも、聖女セイラのために開かれたものである。

（リチャード王太子とセイラの結婚の前祝にと聞いたけど、真意はなんだろう）

　一度しか会っていないが、あのオリエルタの王はあわよくばセイラを手に入れようとしてるのではないだろうかと、カレンは思わず勘繰った。

　セイラはこの舞踏会への招待を利用して、オリエルタの王とも貴族たちとも親交を深める気なのではないか。聖女――セイラのファンは、どこにだっているのである。

（抜け目ないなあ）

　カレンは部屋の入り口で、セイラとリチャードの様子を眺めながらそんなことを思った。

　一昨日おととい体調を崩してしまったカレンだったが、昨日丸一日寝ていたらすっかりよくなった。体調が悪い間の記憶は曖昧で、水をこぼしてしまったことは覚えているが、そのあとの記憶が霞がかっている。

　霞がかっているのだが、体調が戻ったカレンのもとへ訪れたカインハルトに、衝撃の事実を告げられた。

（……私が、朦朧としながら不審者を捕まえたって）

　まったく記憶にない。あるとすれば、カインハルトの夢を見てしまった、くらいの認識である。

　その不審者の正体はミリタントであり、あの暴発事故に関わっていた可能性が高いということと、今回の舞踏会でミリタントになにか動きがあるかもしれないことを、カインハルトから聞いた。

（楽しくダンスを、って舞踏会にはならなそうだよ、セイラ）

　カレンはふうとため息をついて、いちゃいちゃしているセイラとリチャードに声をかけた。

「出発の準備が整ったよ」

　ふたりを部屋へと呼びに来ていたカレンは、セイラとは正反対のシンプルなドレスである。

　詰襟のドレスはストンと床にまで届きそうなほど長く、夜空色のそれはカレンの銀色の髪に似合っていた。その髪はモンタナからもらったバレッタでひとつにまとめただけだが、それもまた細身のカレンにはよく似合っている。

　ルナたちとメイドたちから施されたメイクと衣装は、カレンの想像をはるかに超え、彼女のよさを余すところなく引き出していた。

「カレン……か？」

　リチャードがカレンを見て目を見張る。

　リチャードの知るカレンとは似ても似つかないだろう。

　カレンに見とれて言葉を詰まらせるリチャードを、セイラはじっと見つめていた。




「カレン様」

　王城行きの馬車に乗ろうとすると、ダニーが急いで駆け寄ってきた。

　カレンは裾が汚れることも厭わず、膝を折ってダニーと目線を近くする。

　はあはあと息を切らして、寒さで赤くなった鼻がかわいい。

「カレン様、これ」

　差し出されたダニーの手には、滴しずく形がたの愛らしいイヤリングが乗っていた。

「モンタナさんだけずるいから、僕もがんばって用意しました！」

　カレンは驚いて、そしてうれしくて、ダニーにギュッと抱きついた。

「ありがとう、今日つけていってもいい？」

「あ、あ、でも、それすごく、安物で、あの」

「これがいい」

　しどろもどろになるダニーに、カレンはきっぱりと言いきった。

「ほんとはね、お城に行くの嫌だったの。でも、モンタナさんからもらったバレッタと、ダニーがくれたこのイヤリングのおかげで、がんばれそう」

　ダニーの小さな耳にこっそりそんなことを言って、カレンは笑った。

「んへへ」

　ダニーがうれしそうに笑う。

　それがまたかわいくて、カレンは笑った。

「私がつけよう」

　カレンがダニーからのイヤリングを装着しようとすると、すっと大きな手が目の前に現れた。

　黒い礼服に身を包んだカインハルトである。

　高級な黒は控え目な光沢で、漆黒の髪と共に、カインハルトの美貌を浮かび上がらせている。

　黒い手袋が、カレンの手からイヤリングを手に取った。

　しゃがんでいるカレンに合わせて、大きな熊がうずくまっている。

「ダニー、これを彼女の耳につける栄誉を、私に譲ってくれるだろうか」

　そんなことを言われて、ダニーはもちろんですと大きくうなずいた。

　カレンは恥ずかしさのあまり真っ赤になって、おとなしくしゃがんでいる。

　小さなダニーの前で奥方と主人がしゃがみ合ってイヤリングをつけるこの光景があまりに愛らしく、見送りの使用人、兵士たちの中で延々語り継がれることになるとは、まだ当人たちは知らない。

　ダニーのイヤリングのおかげで、カレンの防御力がまたアップした。

　それを馬車の中で見ていたセイラが、白い無地のハンカチをぎゅっと握っていた。

「――聖女セイラ、そしてリチャード王太子よ、遠路はるばるよく来てくれた」

　城の舞踏会はとても落ち着いたものだった。

　招待されている貴族たちも選び抜かれた紳士淑女たちであり、穏やかな雰囲気で歓談に興じている。

「オリエルタの王様。お会いできて光栄ですわ」

　セイラはその愛らしい立ち居振る舞いでその紳士淑女たちを虜にし、オリエルタの王へも完璧な礼で対峙した。リチャードは青白い顔で、硬い口調で挨拶を述べる。

　とはいえ王の興味はセイラだけらしい。

　リチャードには目もくれず、セイラに一生懸命話しかけている。セイラは嫌な顔ひとつせず、時折、鈴を転がすような笑い声を響かせて皆の注目を浴びた。

「あなたに会えるのをずっと楽しみにしていた。まさか姉上のほうがよこされるとは思いもせず――短い滞在だが、よければ楽しんでいってほしい」

　王はセイラの愛らしさに完全にノックアウトされている。

　目尻を緩ませて、カレンの悪口も織り交ぜながら甘い声でセイラに話しかけている。

　自分の時とはなにもかもが違うなと思いながら、カレンは壁に背中をくっつけてホールに目を光らせていた。

　耳に心地いい音楽をオーケストラが演奏している。

「カレン様、踊らないんすか」

　気配もなく現れたアッシュフロストアがカレンにそんなことを言う。

「踊れません」

　セイラは上手に踊れるが、カレンは練習すらしたことがない。

「戦場にワルツは不要でした」

「違いない」

　アッシュフロストが笑う。

「監視から伝言です。警備の薄い西門から複数人の侵入がありました。今そいつらがこちらに向かっています」

　突然物騒になった話題に、カレンは極力顔に出さないように答えた。

「……ミリタントで間違いないのですか」

「間違いないでしょうね」

　ふたりして城の大ホールで壁の花になりながら、声を潜める。

　この華やかなパーティーが今からめちゃくちゃになるなどと、セイラもリチャードも予想していないだろう。そして王も。

「てゆーかカレン様、うちの将軍にちゃんと褒めてもらいました？　せっかくきれいにしてるのに」

　アッシュフロストが軽い口調で言う。

「……私なんか、セイラの隣に並び立てないから」

　カレンは卑屈に答えた。

　カインハルトがあの愛らしいセイラを見てどう思ったかなんて、カレンには考えなくてもわかる。

（優しい人だから、イヤリングをつけてくれたけど、それだって本当はセイラの前ではしたくなかったかもしれない）

「カレン様？　なんで？」

　アッシュフロストが、心底不思議そうに問いかけてくる。

（なんでと言われても……）

　今のカレンは、モンタナのバレッタにダニーからのイヤリング、ルナたちのメイクに、メイドたちの着飾り方と、完璧な重装備だが、それでも好きな人の想い人と競えるとは思えない。

　そうして今も、カインハルトの視線はセイラへと向けられている。

　今日は城に着いてからずっとセイラを目で追っているのを、カレンは気づいていた。

　だってカレンも同じように、カインハルトを目で追っているから。

「カインハルト様は、セイラに夢中ですから」

　その気持ちもわかるくらい、今日のセイラは特別愛らしかった。

　カレンは寂しそうに笑って、そうぽつりとつぶやいた。

「え」

　カレンの言葉に、アッシュフロストがなにか言おうとした途端――。

「リチャード様の馬鹿！」

　大広間の奥のほうで、そんな悲鳴じみた声が聞こえてきた。

　高い天井に響いたのはその声だけでなく、人の頬がぶたれるような音も。

「喧嘩だ」

　アッシュフロストがわくわくしているのを隠そうともしないで身を乗り出した。

「セイラ」

　カレンは気づけば小走りになってそちらへと向かっていた。

　今の声は、間違いなくセイラである。

「私はそんなことお願いしてない！　どうしてそんなやり方しかできないの？」

　皆、さすがの紳士淑女である。興味本位で野次馬と化すことなく遠巻きにセイラとリチャードの痴話喧嘩を見守っている。おかげで人をかき分けることなく、現場にたどり着くことができた。

「セイラ、違う、私は――」

「触らないで！」

　リチャードが焦った顔でセイラに触れようとするが、セイラはかなり激高している。

　普段なら人前では絶対にしないような乱暴な仕草で、リチャードの手を振り払った。

「セイラ？」

　カレンはセイラの仮面がはがれたことに驚いていた。

　どんな時でも完璧に、愛らしくいじらしく優しい〝セイラ〟を演じてきた妹が今、その仮面を脱ぎ捨てている。

「私が望んでるものなんて簡単なの！　どうしてわからないの？　ひどすぎるわ！」

　泣きながら首を横に振るので、生花の髪飾りが崩れて花弁がはらはらと散った。

　社交界では人前で感情をあらわにすることを推奨していない。これ以上、セイラが感情のまま振る舞えば、あっという間に噂が広まってしまうだろう。

　セイラの評判が落ちる前に、どうにか止めなければとカレンは足を踏み出した。

「セイラ、違う。私の話を聞いてくれ――」

「嫌！　カレンに目を奪われていたくせに！　私のことが一番だって言ったくせに！」

　セイラはそう言って、それなりに近くにいたカインハルトにぎゅっと抱きつきにいった。

　それを見たカレンの足が止まる。

　どこかでアッシュフロストが、またも「修羅場～」とつぶやいた声が聞こえた。

「もういい！　私、カインハルト様と結婚する！」

　雲行きがだいぶ怪しくなってきた。

　主にリチャードと、カレンにとって。

「おお、それはいい！」

　ただの痴話喧嘩に、とんでもない乱入者が現れた。

　オリエルタ国王ビガンである。

　ビガン王は玉座から降りてきて、盛大に拍手した。

「もともと私は、カインハルトの妻にはそなたを望んでおったのじゃ。戦の英雄カインハルトと、敵味方関係なく治癒を施してくれた聖女セイラ。アゼットとオリエルタの両国の親交を結ぶために、これ以上の人材はあるまい。カインハルトの屋敷に飽きれば、この城で暮らせばいい」

　なんなら余ったふたりが結婚すればよい、と王は名案だと言いたげである。

　私欲まみれの提案を、王はにこやかにごり押ししようとしている。

「王よ」

　セイラに好きなようにしがみつかれていたカインハルトが、さすがに牽けん制せいするように低い声を出した。

「なに、お前もそっちのほうがいいだろう。風の噂で、お前は戦時中、傷を癒してくれた聖女セイラに心奪われていると聞いたぞ――」




　――ドオン……ッ。




　王の言葉を遮って、大広間の扉が吹き飛んだ。

　美しい細工のされた扉が床に転がると、そこから黒づくめの男たちが手に武器を持って侵入してくる。

「行け！　我が国は戦禍の中でこそ輝く！」

　リーダー核の男が叫ぶと、男たちは王とセイラのほうへと一気に走った。

「この場にいる者は全員殺せ！」

　侵入者たちの怒声に、招待客たちが逃げ惑う――。

　男たちの刃が届く前に、カインハルトが前に出てセイラをかばう。

　ついさっきまで美しい音楽が流れていた大広間に、恐ろしい緊張感が走った。

「この痴しれ者ものが」

　そう吐き捨てて、腰に下げていた剣を引き抜いて構えた。

　セイラはその後ろで目を爛々と底光りさせて、なぜか号泣している。

　カインハルトの姿を認めて、ミリタントたちが一斉に怯んだ。

「大熊!?」

「おい、今日のパーティーには軍事関係者は参加しないんじゃなかったのか!?」

「知らねえ！　大熊のところにやってたスパイは、たしかにそう言ってたぞ！」

「構うか！　とにかく王と聖女を殺せ！」

　怯んだのも一瞬、男たちは武器を掲げて一斉にセイラと国王に向かった。

「ミリタントだ！　全員捕らえよ！」

　カインハルトの大声が大広間中に響くと、先ほどまで歓談に興じていた招待客が一斉に腰から下げた剣を引き抜いた。女性はドレスのスカートをめくり上げて脚にガーターで止めていた短剣を取り出す。

　セイラ、リチャード、国王をかばうカインハルトの前を、招待客に仮装していた兵士たちが壁のように固める。

　二度目の意表に、男たちはまた怯んだ。

「こいつら、貴族じゃない、兵士だぞ！」

「あの野郎……、嘘の情報を流しやがった！」

　そうなのである。

　カレンが先日捕らえた男は、なんと屋敷の兵士になりすましたミリタントのスパイだった。

　先日の大砲暴発は、その男の仕業だとわかった。そして男は、カレンが大怪我を負ったことを静かに怒っていたカインハルトから制裁を与えられたのだ。

　さらに拳で交渉し、ミリタント側に嘘の情報を流すことに成功したのだった。

『この舞踏会にて、アゼットとオリエルタが正式な和平条約を結ぶこと』

『この舞踏会には聖女セイラに配慮して、警備以外の軍関係者は参加しない』

『警備が手薄な箇所は西門である』

　これらの情報をまいて、ミリタントが現れるのを万全の体制で待っていたのだ。

　知らないのはセイラと、オリエルタの国王のみ。

　招待客は軍部に属する者たちを貴族に変装させ、ミリタントのアジトのほうにも別部隊を向かわせている。

　カインハルトは、この罠に成功すればミリタントをせん滅できると踏んで動いていた。

「くそっ……はめやがって！」

　ミリタントがカインハルトを――いや、リチャードを忌々しげに睨みつけた。

「てめえ、今すぐそのおきれいな顔をズタズタに切り裂いてやるからな！」

　リチャードは青ざめている。

　屋敷に侵入した男を捕えてわかったことがほかにもある。

　ミリタントとつながっていたのはリチャードだった。

　その真意がなんであるかわからないが、セイラも預かり知らぬところで暴走したのだろう。

「……この際、殺せるだけ殺せ！」

　リーダー格の男が叫び、二の足を踏んでいた男たちが奮起する。

　ろくに手入れもされていない武器の切っ先を振り回し、交戦が始まる――。

「ぐえっ」

「ぎゃあっ」

　ことはなかった。

　勢いよくミリタントと兵士たちの間に入ったカレンが、力の限り床を砕く――大理石は簡単に砕け散り、その下の基礎までひびが入った。

　あまりの力に、砕けた床材が宙に舞うほどだ。

　振り下ろされたカレンの拳から放射線状に床が崩壊し、男たちは体勢を崩して倒れ込んでいる。

　どこからか口笛が聞こえてきた。

　見ると、招待客に扮ふんしていたルナとダニエルが武器を構えたまま手を振っている。体勢を崩したミリタントたちに隙を与えず、兵士たちが手際よく拘束していった。

　城に常駐する兵士たちも呼んでの大騒ぎである。地下牢を開けろと誰かが叫んでいた。

　国王は砕け散った大広間の床を見て、呆然としている。

「カレン……」

「カレン殿」

　カレンのすさまじい破壊力に、リチャードが安堵したように名前を呼んだが、カインハルトの声ですぐにかき消された。カインハルトは、カレンのもとまで駆けつけた。

「手を」

　カインハルトに言われるがまま手を差し出し、カレンは照れくさそうにはにかむ。

「大丈夫です。出しゃばってごめんなさい」

「あなたのおかげで、負傷者は出ていない。あなたがいつも、周りを傷つけないように振る舞っていることを知っている」

　力は強くても、体がタフなわけではない。

　赤くなって痛みで震えている手を、カインハルトはそっと優しく包み込んだ。

　カレンは困ったようにカインハルトを見上げる。

　先ほどオリエルタの王が話していた言葉を、しっかりと聞いてしまったからだ。

『聖女セイラに、心を奪われている――』

　それなのに、こんなに優しくされてはうれしくてつらい。

　カレンのそんな眼差しを、カインハルトは水色の瞳で黙って受け止めた。




「……なんなの」

　ざわつく大広間で、ぽつりとそんな声が響いた。

　カレンだけが耳ざとく聞きつけて、声のしたほうを見る。

　リチャードと呆然とする国王、そしてセイラが、首が折れるのではと心配になるほどの角度でうつむいている。

「なんなの、なんなのよ」

　美しい金色の髪を飾っていた生花はすべて花弁となって床に落ちている。

「セイラ……？」

「私の名前を呼ばないで！」

　リチャードが恐る恐る声をかけると、セイラは勢いよく顔を上げて拒絶した。

「リチャード様もカインハルト様も、なんなの？　どうしてなの？」

　セイラのピンク色の瞳が、爛々と輝いてカレンを睨みつけてきた。

「私の邪魔ばっかり」

　真正面からそう言われた瞬間、カレンの足もとを大きな揺れが襲った。

　カレンだけかと思えば、城全体が揺れている。

　天井のシャンデリアが大きく揺れ、恐ろしく軋んでいた。

「地震か？」

　不思議そうに首をひねっているカインハルトの足もとで、カレンが砕いた床の破片がブルブルと震えていた。

「カインハルト様！」

　カレンが叫ぶ。

　ひと際大きく城が揺れたかと思うと、大広間の中で竜巻が発生した。

（なに？　どうして？）

　兵士の何人かが竜巻に巻き込まれた。悲鳴と雄たけびが大広間に響き渡る。

　その竜巻はセイラを中心に発生し、大広間に置かれていた物という物すべてを巻き込んでいく。

「セイラ！」

　リチャードが悲鳴のように叫んでいるのが、轟ごう音おんの中かすかに聞こえた。

「セイラ！」

　カレンが叫ぶが、竜巻の勢いがひと際強くなっただけだった。

　どうにかして近づこうとするが、竜巻の勢いがすごすぎて足を踏み出すこともできない。足を踏ん張っていなければ、このまま吹き飛んでいきそうである。

　カインハルトはさすがの対応で、大広間に残っていた人々を全員外へと避難させている。拘束された男たちを先に牢に入れ、二度とこの大広間には戻らないように指示していた。

「な、なんだこれは……！」

　運が悪いことに、竜巻の中心にはオリエルタのビガン国王も取り残されていた。セイラの近くを離れがたかったのだろう。

　カレンは冷や汗をかきながらなんとか踏ん張るが、竜巻の勢いは増すばかりである。

　とうとうシャンデリアがもがれて装飾のひとつひとつがすごい音を立ててバラバラになった。

「カレン殿、これは」

　吹き飛びそうなカレンの背中を、指示を出し終えたカインハルトが支える。

「わかりません。でも、でも、セイラが暴走しているとしか……」

「マリッジブルーでナーバスになっちゃったんですかね」

　いつの間に駆けつけたのか、アッシュフロストがのんきなことを言っている。

「とにかく止めなければ」

　カインハルトは冷静である。

「殺せばすぐに竜巻もやむだろうが――」

　次にカインハルトの口から出た言葉に、カレンはぎょっとした。

「だめです！」

「わかっている、あなたが悲しむことはしない」

　そう言って、カレンに優しく微笑んでくる。

　カレンはもうパニックになっていた。

（どうしてそんなこと言うの？　カインハルト様はセイラのことが好きなんじゃないの？）

　混乱している間にも、竜巻は轟音を立てて大きくなっていく。

「――セイラ！」

　中では、リチャードが必死にセイラの名を呼んでいた。

「来ないで！」

　セイラはやはり、涙を浮かべながら拒絶している。

「ああ、セイラ。なんてことだ、私のせいで」

　絶望しながらもセイラに立ち向かおうとするが、竜巻の力が強くて一歩も踏み出せそうにない。

「カインハルトー！　なんだこれは！　なんとかしろ！」

　ビガン国王はビガン国王で必死に叫んでいる。

「セイラ殿が落ち着かないことには、この竜巻が消えることはなさそうだ」

　カインハルトはどこまでも冷静で、どこか他人事である。

　カレンは不安になって、セイラとカインハルトを交互に見た。

　こうなったらもう、一いちか八ばちかで飛び込むしかないかもしれない。

　しかし、そんなカレンの気持ちを察知したカインハルトに強く腕を掴まれてしまった。

「だめだ。人が巻き込まれてどうなるかわからない」

「でも、カインハルト様……！」

　カレンは掴まれた腕を振りほどこうとするが、まるで鉄でつながれているようにびくともしない。

「無駄です、カレン様。我が主は、あなたに害がなければほかには頓着しません」

「なんでですか!?」

　アッシュフロストに続いてザッシュまで音もなく現れた。

　カインハルトの両腕だから傍らにいるのはあたり前だが、タイミングを考えてほしい。

　カレンはもう、訳がわからないまま叫んだ。

「セイラ！　お願いだから止めて！」

「うるさい！」

　カレンの声に、セイラが顔を上げる。

　愛らしい顔がまるで般若のように怒り狂っていた。

「昔からそうだった。パパもママも、あんたのことばっかり心配して……！　ハンカチだって、私の分は作ってくれなかった！」

　悲鳴だった。

　セイラが長年ためてきた心の内を、今、カレンに浴びせている。

「オリエルタでどれだけ不幸になってるかと思えば、なんなの？　なんであんたが人に囲まれてるの？　なんでプレゼントなんかもらってんの？　あんたはもう、ママから一生分のプレゼントをもらったじゃない！」

　竜巻の轟音を縫って聞こえてくるセイラの心の叫びは、カレンの胸をズキズキと痛くした。

（ずっと、そんなこと思ってたの？）

　震えるカレンを、カインハルトが抱きしめる。

「イチャイチャしてんじゃないわよー！」

　竜巻がいっそう激しさを増した。

「あんたにはカインハルトがいるじゃない！　どうしてリチャード様まで私から奪うの？　なんであんたなの？　ずっと私が一番だったのに！」

　もはや支離滅裂である。

　セイラは泣きすぎてえずきながら、悲鳴を上げ続けた。

「治癒の力でオリエルタの人に認めてもらわなくたってよかった！　いつまでも戦争が長引けば、みんな私を求め続けるなんてどうだっていい！　そんな小細工いらない！　私、私は……！」

　ボロボロに泣きながら、セイラはリチャードを見た。

「ただ、誰よりも大事にするよって、私が一番大好きだって、ちゃんと、プロポーズしてほしかっただけなのに……！」

　とうとうセイラは顔を覆って本格的に泣きだしてしまった。

　竜巻の勢いは、少しずつ弱まってきている。

「ほらあ、だからマリッジブルーって言ったでしょ」

「なんてはた迷惑な……」

　アッシュフロストとザッシュがあきれている。

　いよいよ『マリッジブルーでナーバスになったセイラの暴走』の線が濃厚になってきた。結婚を控え、リチャードの愛を不信がり試すような真似ばかりしてきたのだろう。それによってリチャードのほうも不安を抱え、セイラがどうしたら喜ぶかを考えすぎ、常軌を逸脱してしまったのかもしれない。

　セイラと同じように、リチャードも泣いていた。

　セイラにそんな思いをさせたことが悲しいのか、つらいのか、己が情けないのか。

「リチャード王太子！」

　カインハルトが大きく声を張り上げた。

「あとはあなたがなんとかするしかない！」

　徐々に弱まりつつある竜巻から、巻き込まれた様々なものが落下し、放り出され始めている。

　その中でもぼろぼろになったシャンデリアが、セイラの頭上に落下しようとしていた。

「セイラ！」

　カレンが身を乗り出す――それをカインハルトが止める――リチャードが走る――。

　――ガシャーン！

　けたたましい音を立てて、シャンデリアは国王の立つぎりぎりのところに落下した。

「セイラ！」

　リチャードに抱えられ、間一髪シャンデリアから逃れたセイラはまだひっくひっくと泣いている。

「セイラ、ああ、セイラ」

　リチャードは傷だらけだった。対するセイラには、傷ひとつない。

　ガラスの割れた床に座り込んで、リチャードはセイラを膝にのせた。

「顔を見せて」

　ぐずぐずと子供のように泣いているセイラの手を取って、そっと解く。

「ああ、僕の大切なセイラ」

　泣いて真っ赤になったセイラの頬を包み込み、リチャードは小細工なしの愛の告白をした。

　竜巻はいつの間にかつむじ風となって、音もなく消えていた。










聖女カレン、すべて知る




　ひどい一日だった。

　竜巻の被害はすさまじく、カインハルトの指示で大広間は封鎖。後日、軍部と街の大工を集め、後片づけをすることとなった。

　国王がハッと意識を取り戻すと、あまりの惨劇に落涙する始末である。

「いったい、いったいなにが……」

　一番近いところですべてを見て聞いていたはずだが、ショックが大きすぎたらしい。

「リチャード王太子の協力を得て、ミリタントをこの城におびき寄せました。今頃は別部隊がアジトを襲撃し、全員捕まっている頃でしょう」

　カインハルトは堂々と嘘をついて、リチャードをかばった。

「カインハルト殿……」

　リチャードが困惑の表情を浮かべている。

「セイラ殿を思ってのことだというなら、今回は見逃そう。ただし次はない。償いは、セイラ殿を誠心誠意幸せにすること。私の妻を悲しませるな」

　寛大な処分である。今から親交を結ぼうという国を裏切り、一個人のためだけに国王を殺そうとした罪は軽くない――いや、殺すつもりはなかったのだろう。致命傷を与え、セイラの力で治癒させることで、セイラの存在を確固たるものにするつもりだったのだ。

「もし次、少しでもおかしな動きを見せれば、オリエルタが全力をもって、あなたを滅ぼしに行こう」

　カインハルトはリチャードにだけ聞こえる声でさらに忠告した。

　リチャードはぐっとなにかをこらえると、無言で礼をした。




◆




「セイラ」

　カレンはセイラに声をかけた。

　怪我はないが、せっかくの愛らしい格好は竜巻でボロボロになってしまっている。

　セイラの疲弊しきった後ろ姿など、初めて見た。

「ずっとひとりでため込んでたの？」

　考えてみれば、セイラが素を出せるのはカレンの前だけだ。

　カレンがいなくなって、ずっと仮面をかぶり続けていたのだろうか。それが苦痛を伴うなんて、カレンは思いもしなかった。

「しんどかったら無理してほしくないし、頼ってもいいよ。私たち、たったふたりの家族なんだよ。私がいないと寂しいなら、いつでも遊びにおいでよ……」

　それにママは、セイラのこと愛していたよ、意地悪でハンカチを準備しなかったわけじゃないんだよ。

　そう言いたかったが、やめた。

　セイラはそんなこともわかった上で、割りきれない思いを叫んでいたのだ。

「誰が寂しいですって？　あんたなんかに助けてもらわなくても、私は自分の足で立てるわ。馬鹿にしないでよ」

　セイラは振り返ることなく、そう吐き捨てた。

　そのままプイとリチャードのほうへと向かい、治癒を施している。

（――私たちの力は、いったいなんなんだろう。なんのために与えられたものなんだろう。……セイラの力も、治癒だけじゃないってことなのかな）

　カレンはにぎにぎと自分の手を握ったり開いたりしてみる。

　なんとなく竜巻で破壊された壁をぺたりと触ってみた。

（もとに戻れ）

　気持ちを強く唱えてみたが、特に変化はない。

（やっぱりそんな都合よくいかないか。今回は、私が壊したわけじゃないし）

　美しい装飾が竜巻でズタズタにされているのがなんだか心苦しく、カレンはよしよしと破壊された壁をなでた。

「カレン殿」

　痛ましく傷ついた壁をなでていると、カインハルトに呼ばれて、カレンは慌てて振り向いた。

　大広間についての指示を出し終えたカインハルトが、そこに立っていた。

「あなたの怪我の手当てを」

　言われ、顔や腕に無数の切り傷ができていることにやっと気づいた。

「竜巻に一番近いところにいたから、舞い上がった様々な破片で切ったのだろう」

　カレンが大丈夫だという前にその手を取り、近くに転がっていた椅子へと誘導する。

　椅子を起こし座面を払うと、カレンをそっと座らせた。

　カインハルトの手には包帯と、消毒液が握られている。

　豪奢な礼服が汚れることも厭わず、カインハルトは半壊した床に腰を下ろした。

　セイラの手を取り、消毒液をつけて器用に包帯を巻いていく。

「……これは」

　くるくると手慣れた様子で包帯を巻いていた手がぴたりと止まった。

　見ると、左腕に残った傷痕に気づいたようである。傷痕とはいっても薄く皮膚が盛り上がっているだけだ。今まで暗闇で治療してくれていたから、見られることもなかったのだろう。

「あの時、治療してもらえなかったのか」

　その傷痕を、長く太い指がそっとなぞる。

　くすぐったくて、カレンは椅子の上で身をよじった。

　いや、そんなことよりも。

「あの時のこと、覚えているのですか？」

　驚いて尋ねると、カインハルトはゆっくりとうなずいた。

「私がつけた傷だろう――そして、この傷はあなたがつけたものだ」

　カインハルトが、詰襟に指を入れて乱雑に引っ張って首をあらわにした。

　そこには、〝例の傷〟がある。

「私が？」

「そうだ、あなたと戦場で初めて相まみえた時、あなたはほかの兵士たちを守ろうと前に出て、私に一撃を与えた」

　覚えていない。よほど恐ろしくて、必死だったのだろう。

「あなたにつけられた傷を癒す気はなかった。ただ、あなたのそばにいたくて」

　交戦したあと、気を失ったカレンを連れて、セイラのいる中立テントへと初めて足を踏み入れたのだ。

　セイラの治癒能力に驚きはしたが、死を恐れぬカインハルトにとっては、しょせん不要な力だった。

「……セイラに治してもらったことがうれしくて、傷を残したんじゃないの？」

　カレンはあまりのことに、丁寧に話すことすら忘れてしまった。

　カレンからの問いかけに、カインハルトは困ったように笑う。

「いいや、あなたがつけた傷だからこそ残した。あなたとのつながりが少しでも欲しくて。己のあまりの女々しさに、ただひたすら恥をかいたが」

　傷を触りながら、照れたように顔を背けるカインハルトが思い出された。

　カインハルトはカレンの手をそっと握ると、片膝を立ててカレンにかしずいた。

「……あなたは自分の力の恐ろしさを知っている。その力を振るうことで誰かが傷つくことを恐れている。そんな優しいあなたが、戦場で駆け抜けるのはとても恐ろしかっただろう。あなたは絶対に、敵味方関係なく、兵士たちを殺そうとはしなかった。あなたが先頭に立ってくれたおかげで、お互いの兵士の被害が最小限に抑えられた」

　カインハルトがこんなにたくさん話しているのを、初めて聞いた。

　それだけ必死に、カレンに思いを伝えようとしてくれている。

「あなたは私にとって、間違いなく聖女だ。民を、国を守るために駆け抜けたあなたの姿をひと目見た時から、ずっと心を奪われていた」

　カインハルトの心からの言葉は、カレンの心臓をひと突きにした。

　息をする前に胸が震えて、涙があとからあとからこぼれていく。

　カインハルトに包み込まれて握りしめていた拳を震えながら解いた。

「……抱きしめたいです」

　正直に言った。

　カインハルトは意表を突かれ目を丸くしたあと、水色の瞳をうれしそうに細める。

「私もだ」

　カインハルトの腕が伸びてくる。

　カレンは太く逞しい腕に包まれながら、自分もそっと抱きしめ返した。




「おおおっ……」

　ビガン王から感嘆の声が漏れる。

　見ると、リチャードの傷を治したセイラが次はビガン王に治癒を施していた。

　セイラの尊い力に、大広間の片づけに呼ばれた城の人々が驚きを隠せないでいる。

　美しい光に包まれた国王は、見る見るうちに治っていく傷を眺めながら感動していた。

「なんたる力だ……、やはりあなたは、我が国にいてほしい」

　まだ言っている。

　カレンは思わずカインハルトを見るが、もはやどうでもいいのかまったく気にする様子がない。そんなことよりもカレンの腕の中で、気持ちよさそうに目を細めている。

　大熊というより、今は猫のようだ。

　見れば、リチャードもザッシュやアッシュフロストに尋ねながら大広間の後始末とミリタントの今後の扱いについて話している。

　彼はセイラさえ絡まなければ、優秀な人材なのだ。

　そしてそんなセイラに、心を狂わせられている人物がさらに続ける。

「聖女セイラ、我が国にはもう怪力は間に合っている。そこの大将軍がそうなのだ。よって、怪力だけしか能がない聖女はわが国には必要ない。あなたとカインハルト、お似合いではないか。姉とあなたを、ぜひ交換――」

「うつけめ」

　国王による残酷な言葉が、大きな声で遮られた。

　その声の主を見た、その場にいた全員がざわつく。

「ご隠居様だ……」

「城に上がられるのは何年ぶりだ？」

「随分と穏やかになられたものだ」

　皆が皆、驚きを隠せないでいる。

「この声は……」

　後ろにルナとダニエルを引き連れて現れたのは、モンタナだった。

　いつもの農作業の姿で、軍服のコートを肩から羽織っている。

「モンタナさ……」

　カレンは見知った顔が現れたことがうれしくて、カインハルトを抱きしめたまま思わず笑った。

「ああああああ兄上」

　ビガン王がうろたえている。

「え？」

　カインハルトを抱きしめたまま、カレンは間抜けな声を出した。

「父上」

　腕の中のカインハルトが言う。

「え!?」

　カレンは思わず大きい声を出した。

　遠くで、アッシュフロストが腹を抱えて笑っていた。

「あ、兄上、なぜここに」

　ビガン王がしどろもどろになってモンタナに声をかけた。

　モンタナは荒れた大広間にゆっくりと入ってくると、真正面からビガン王と対峙した。

「我が愚弟が、私が認めた婚姻を覆そうとしていると風の噂で聞いてな」

　いつもの言葉遣いとは違う、威厳に満ちた声音で、モンタナはそう口にした。

「な、なんのことだか……」

　モンタナの迫力にたじたじになりながら、ビガン王はなんとかごまかそうとしている。

　カレンは今や椅子から立ち上がってふたりの様子を見守っていた。

　話題が自分のことなので、聞こえないふりもできそうにない。

　しかしカインハルトは、興味もなさそうな顔でカレンの銀色の髪を指先でもてあそんでいた。

「カインハルトの嫁はあれじゃ。そこの娘ではない」

『あれ』、のところで、カレンを顎でしゃくる。

「し、しかし、聖女セイラの治癒能力は我が国にとっても――」

「弟よ」

　ひやりと、モンタナの声で周りの空気が凍りついたような気がした。

「何度も言わせるな。儂の決定を覆すことは許さぬ」

　モンタナの眼光が、人ひとり殺せそうなほど強くなった。

　その目に睨まれては成す術もないのか、国王は意気消沈したように項うな垂だれ、あきらめたようにセイラからそっと離れた。

「カレン」

「はい！」

　モンタナがいつもの顔になってカレンを見るので、カレンもいつものように返事をした。

「はよ戻ってこい。ソラマメのシチューを作るぞ」

　にっと、モンタナが笑う。

　もういつものモンタナの顔になっていた。

　カレンはうれしさのあまり、満面の笑みを浮かべた。

「はい、……はい、モンタナさん」

　そんなカレンが愛らしくて、カインハルトは人目も憚らずそのおでこに口づけを落とす。

　突然のことにカレンは気絶し、カインハルトはモンタナにこってりと絞られた。

　ちなみに大損害を受けた大広間は、数日後、何事もなかったかのようにもと通りになっていたそうだ――。










聖女カレン、幸せになる




「かあさま」

　小さな娘が、白いハンカチを頭に頭巾のように巻いて部屋へとやって来た。

　その白いハンカチには、刺し途中のカレンの文字。

　母の形見であるそれを、きれいに縫いなおし、洗って、カレンは丁寧に保管していた。




　――セイラと喧嘩してこのハンカチが破れた時、セイラが父と母を亡くし心が不安定だったことに気づいていた。

　けれどカレンも、自分のことで手いっぱいで、彼女から目を背けていたのだ。

　再生の力を使って破れた母のハンカチを再生させようとしたが、このハンカチがあったからこそ、今のカレンはあるのだと、再生するのはやめた。

　そうして大事にしているのが伝わったのか、先日二歳を迎えた娘がそのハンカチを欲しがった。あげてしまおうかと悩んだカレンに、カインハルトは数日限定で貸してやるといいと助言をくれたのだ。そして娘にも直々に、かあさまの大切なものだから、大切に扱うようにと娘を諭さとしてくれた。

「じじさまがおそろいにしてくれたよぉ」

　ニコニコと満足げな笑みを浮かべて、銀髪に空色の瞳をした娘が笑う。

　最近では、麦わら帽子ではなく大きなバンダナを頭に巻いて畑仕事をしているモンタナの真似をしているのだろう。

「よかったね。とっても似合っているよ」

　カレンの娘はぴょんぴょんと跳ねて、やったーと喜んだ。

「るなとね、だにーがね、きょうのおひるはみんなとたべよって」

　大食堂で兵士たちみんなとランチを、ということだろう。

　カレンとカインハルトの第一子、モンタナにとっての初孫は、皆に愛されてすくすく育っている。

「カレン」

　娘が開けっ放しにしてきた扉から、カインハルトが入ってきた。

「とうさま！」

　娘が転がるようにカインハルトへと駆けていく。

　まるでボールのように弾みながら走ってきた小さな娘を、ボールをキャッチするように持ち上げて、カインハルトはふくふくの頬にキスをした。

「ひとりで走っていってはだめだろう」

「ごめにゃしゃい」

　カインハルトと一緒にこの部屋に向かっていたところ、きっと楽しくなって駆けだしてしまったのだろう。

　まったく怖くない顔で怒られて、娘は素直に謝った。

「来れるだろうか？　もちろん、体調が悪くなければ」

　カインハルトがベッドで横になっていたカレンに手を差し出す。

「皆と一緒に食べたい。今日はとっても気分がいいの」

　カレンは笑って、カインハルトの手を借りてゆっくりとベッドから起き上がった。

　そのお腹は大きく膨らんでいる。

「そろそろだな」

　カインハルトが大きなお腹をそっとなでていく。

　娘の時は、自分の強い力でお腹を破裂させてしまいそうで怖いなどと、それこそ聞いているこっちが恐ろしくなるようなことを言って頑なに触ろうとしなかったが、さすがにふたり目ともなると父親の余裕が出てきたようである。

　膨らんだお腹より、生まれたばかりのふにゃふにゃの赤ちゃんを抱くほうがよほど難易度が高いということを経験したからかもしれない。

「セイラ殿のところも、そろそろだとリチャード王太子から手紙が届いていた」

　娘を片手で抱っこしたまま、カレンに丁寧にカーディガンを着せてくれる。

「そろそろかあ。楽しみだね」

　カレンは心からそう言った。

　なんやかんやと夫婦喧嘩の絶えないセイラとリチャードだが、なかなかどうして仲よく過ごしているようである。聖女セイラとしてのネームバリューを最大限に活かし、人々に慕われ、アゼットの統治に関しても評判がいい。

「今日のご飯はなにかなあ」

　カレンがなんとはなしに尋ねると、娘が元気よく答えた。

「じじさまのしょらまめのしちゅー！」




ＥＮＤ










あとがき




　はじめましての方もまた会いましたねの方もこんにちは、森モトです。

　双子の聖女。よくありそうな設定をいかに森モトらしくするか、今回も苦心いたしました。少しでも私らしいカレンとセイラになっていれば幸いです。ちなみに作中に出てきたカレンの部屋がある塔は、ラプンツェルの塔を想像して書いていました。

　体は自由でも心は抑圧され続けてきたカレンの心そのものです。塔から出てカインハルトと幸せになることで、「塔」から抜け出し、本当の意味で自由になれるというイメージで書きました。うまく伝えられた気はしないのですが。

　今あとがきを書いているのが朝の六時。小鳥が鳴き始め。眠くて眠くてあとがきも考えられなくなってきました。




　最後に、今回も私の作品に携わってくださったＳさんとＴさん、関わってくださった皆さんにたくさんの感謝を。いつも締め切りを破りまくって至らない私を助けていただいてありがとうございます。

　そして最後に、私の双子聖女が、少しでも皆様の時間を彩れますように。




森もりモト
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ハズレ聖女の幸せな結婚


～あざとい双子の妹に押し付けられて、敵国将軍に嫁ぐことになりました～
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